
        
            
                
            
        

    




































































俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している１１．５
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「◇」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。










　目次







私自身が、学園ラブコメを全力で拒絶している①

１．甘草カナデの憂鬱

私自身が、学園ラブコメを全力で拒絶している②

２．問題女たちが異世界から来るそうですよ？

私自身が、学園ラブコメを全力で拒絶している③

３．懸想学園Ｈ×Ｈ

私自身が、学園ラブコメを全力で拒絶している④

４．この素晴らしい時代に祝福を！

私自身が、学園ラブコメを全力で拒絶している⑤




　あとがき




特別マンガ　甘草奏の甘くない日常







今までののうコメ







　のうコメ最終巻をほぼ書き終える。
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　編集部より短編集を出しましょうとの打だ診しん。やったー。

　　　　　　[image: ↓]

　最終巻の前に出して、二ヶ月連続刊行にしましょう。

　　　　　　[image: ↓]

　　　　ファッ!?

　　　　　　[image: ↓]

　おいどうすんだよ……十一巻のあとがきで、最終巻より先に新作が出るかも、とかドヤ顔で言っちまったよ……新作どころか出るの過去の下ネタじゃねえか……

　　　　　　[image: ↓]

　……いや待てよ。温故知新（過去の事こと柄がらを調べたりして、そこから新しい知識などを見つけ出す）って言葉もあるし、前向きにとらえよう。それに、温故知新ってなんかウンコチン○ンに似てるしな。
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　あ、せっかくだから、奏かなで以外の視点からの文章を書き下ろそう。

　そうだな……既き存そんキャラじゃなくて、新登場の女子高生にして……そんで時系列はまだシリアスモードになってない頃の話で──おお、やっぱり過去を見直すと、新しいアイディアが出てくるな。これが温故知新か……やっぱりウンコチンチ○に似てるな。
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　私自身が、学園ラブコメを全力で拒絶している①
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「お、俺の股こ間かんに爆ばく弾だんがっ！　誰だれか……誰かさすって沈ちん静せい化させてくれええええっ！」

　私の捜さがし人、甘あま草くさ奏かなでが下着一枚で校庭の真ん中に寝ねそべり、変態行こう為いをしていました。

　実際に生で見ると……なかなかに酷ひどい有り様です。

　しかし、同情している暇ひまはありません。

　私はあの男から何としても情報を聞き出さねばならないのです。

　あの変態行為の元げん凶きようである、脳内選せん択たく肢しについて。




　　　　＊




　それは数日前の事。

「あの、実は俺……君の事が──」

「消えてください」

「……え？」

「貴男あなたは今、私に告白しようとしましたね」

「あ、いや、まあ……そうなんだけ──」

「でしたら望みは百パーセントありませんので、時間の無む駄だです」

「いや、でも、ちょっとくらい話を聞いてくれても──」

「時間の無駄だ、と言いました」

「う……そう……か。そうだよな……やっぱり俺なんかじゃ、枯かれ木ぎさんと釣つり合わないよな……」

「一応貴男の名めい誉よの為ために言っておきますが、私は容姿や能力、性格の善し悪あしで判断したわけではありません。男という存在が許せないだけです。故ゆえに、誰かと恋れん愛あい関係になる事は一生ありえません。以上」

「あっ……」

　私はそれだけ告げ、彼に背を向けて歩き出しました。

　体育館裏で告白……まさかそんな下らない事を、現実で行う男がいるとは思いませんでした。

　ともあれ、そんな行動を起こしたという事は当然、彼の目的は私と交際する事なのでしょう……汚けがらわしい、考えただけで寒気がします。

　どうやら私と同年代の人達にとって、恋愛というのは学園生活において非常に高いウエイトを占しめるようです。

　やれ誰と誰がくっついた、誰が誰にふられた。そんな低てい俗ぞくな話題でどうしてあんなに盛り上がる事ができるのでしょう……全くもって理解に苦しみます。

　そんな事を考えながら校舎に戻もどり、教室へと戻る道すがら──

「なあ、俺のどこが駄だ目めなんだよ」

「ご、ごめんなさい……」

　……考えた傍そばからこれです。

　私はうんざりしながら声がした方へ目をやりました。

「ごめんなさいじゃ分かんねえよ。何で俺の誘さそいを断んのか、って聞いてんだ」

「わ、私は優やさしい人の方が──」

「あ？」

「ご、ごめんなさいっ……」

　どうやら男の方が半ば無む理り矢や理り交際を迫せまっているようです。あれは確か……素行が悪く、問題児扱あつかいされている生徒だったはずです。

　女子の方は、同じ女である私からみても、愛らしい顔立ちをしています。気が弱そうなので、男を振ふり切る事ができないのでしょう。

　まあ、私には何の関係もありませんが。

「邪じや魔まです」

「あ？」

　男が私の方を振り向きます。

「廊ろう下かの真ん中でそんな事をされては、通行の邪魔だと言いました」

「んだと……ん？　お前三組の枯木美み咲さきだな。ちょっと顔がよくてちやほやされてっからって調子に乗ってんじゃねえぞ」

「私は人生において、調子に乗った事など一度もありません」

「はっ、噂うわさ通りの堅かた物ぶつみてえだな……まあいい、人様の邪魔しやがったんだから、かわりにお前が責任取れよな」

「責任とは？」

「お前が俺とつきあえ」

　……言っている意味が一欠片かけらも理解できません。この男は地球外生命体なのでしょうか。

「お断りします。私は恋愛というものに全く意義を見いだせませんので」

「だから、それを俺が教えてやるって言ってんだよ」

　男は、私の肩かたに向かって手を伸のばしてきましたが──

「触さわらないでください」

「っ!?」

　次の瞬しゆん間かんには宙を舞まい、その後背中から地面に叩たたきつけられていました。やったのは私ですが。

　野や蛮ばんな男から身を守る為の、柔じゆう術じゆつの嗜たしなみが役に立ちました。

「ごほっ……テ、テメエッ！　ふざけてっとぶっ殺──っ!?」

　私は、男の股間すれすれの所に思いきり足を踏ふみ下ろしました。

「失礼、通行の邪魔だったもので」

「な……」

　男は声を失い、その顔はひどく青ざめています。これでもう五月蠅うるさく言いよってくる事はないでしょう。

　私は今度こそ、教室へ向かって歩を進めます。

「す、すげえな……」

「顔色一つ変えずに投げ飛ばしたぞ」

「さすが『鉄てつ壁ぺき女じよ王おう』だな……」

「あんなに可愛かわいいのに極度の男嫌ぎらいって……もったいなさすぎるだろ」

　そう、私には愛あい嬌きようというものが皆かい無むで、情の無い性格だという事は自覚しています。その事は男を遠ざけるのに繫つながるはずなのですが、なぜか告白やラブレターの類たぐいが後を絶ちません。

　まったく……男というものは不可解で不快な生き物です。




「はーい、今日はみんなに嬉うれしいお知らせがありまーす」

　帰りのホームルームで、先生がぽん、と手を合わせて私に視線を向けました。

「枯木さんが風紀委員長に就任してから校内の環かん境きようがとっても良くなったって事で、生徒会から特別に感謝状が届いてます。はい、みんな拍はく手しゆー」

　感謝状とは大おお袈げ裟さな……私はただ、目に付いた邪魔な男を排はい除じよしていただけなのですが。

　まあでも、受け取りを固辞する理由もないでしょう。感謝状を受け取った私は、簡潔に言葉を述べました。

「ありがとうございます。これからも校内の風紀を正す為に尽じん力りよくしますので、みなさんもご協力ください」

　そして、私は先生に視線を向けました。

「先生。早さつ速そく一つよろしいでしょうか」

「なーに？」

　やたらにのんびりした口調のこの先生は、まだ配属一年目の新米教師です。先日までは副担任だったのですが、担任が急に体調を崩くずしてしまい、現在臨時で担任を務めています。

「その露ろ出しゆつの高い服は、一体どういうおつもりでしょうか」

「え？　これ？　そんなでもないと思うけどなあ」

　明らかにサイズが小さいブラウスに、必要以上に開けられたボタン……本気でそう思っているとしたら、目と頭が腐くさっているとしか思えません。

「失礼ですが、先生の主観は関係ありません。現に、男のほとんどは貴女あなたのその恰かつ好こうに目を奪うばわれ、集中力が著いちじるしく低下しています」

「そうかなあ？」

「そうです。そのような恰好をしていたら、男に媚こびた人気取りととられても仕方ありません」

「そ、そんなつもりはないんだけど……」

「ですから、重要なのは先生の主観ではなく客観的な事実です。別に男達の成績がどれだけ落ちようが、先生の評価が地に落ちようが私には関係ありませんが、授業中に、ああも鼻の下を伸ばされては見ていて不ふ愉ゆ快かいで仕方ありません。明日あしたからは、節度を持った服装をしていただけるようお願いします」

「うう……わかったよお……気をつけるよお」

　しょんぼりした様子で肩を落とす先生。私が言うのも変な話ですが、まだ学生気分が抜ぬけきれていないように見受けられます。

　そして更さらにどうしようもないのは男達です。正当な主張をした私に向かって、非難の視線を向けてくるこの有様……男など滅ほろんでしまえばいいのに。

　女子校への進学を認めてくれなかった母への怒いかりがふつふつと湧わき上がってきました。私はもう、男の顔など見るのも嫌いやなの──




【選べ　①「みなさん、私のパンツを見てください！」　②パンツを脱ぬいで、頭に被かぶる】




　………………………………………………………………………………………………え？



















【選べ　①「みんな、俺のパンツを見てくれ！」　②パンツを脱いで、頭に被る】




　選せん択たく肢し。

　それは、ギャルゲーなんかではお馴な染じみの単語だ。

　どっちを選ぶかで、攻こう略りやく対象の女の子の好感度が上がったり下がったりする、という代しろ物ものだけど、もちろんそれはゲームを楽しむ為ための架か空くうの存在だ。

　しかし通学途と中ちゆうの今現在、俺の脳内には、リアルに選択肢が浮うかび上がっていた。

　俺が『絶ぜつ対たい選せん択たく肢し』と名付けたこの現象は、不定期に脳内に湧いて出てくる。そして必ずどちらかを選ばなきゃならない。

「ぐっ……」

　選択を拒きよ否ひしたり、躊躇ためらってぐずぐずしてたりすると、このように頭痛が襲おそってきて、行動を強要される。さっさとどちらかを選ぶしかない。




【選べ　①「みんな、俺のパンツを見てくれ！」　②パンツを脱いで、頭に被る】




　改めて内容を確かく認にんするが、両方とも最低だった……だが俺に、選ばないという選択肢は与あたえられていない。

「…………みんな、俺のパンツを見てくれ！」

　通勤通学ラッシュの時間帯に往来でそんな事を叫さけんだ結果──

「もしもし、ママ……なんか変な人いる」

　小学生はすぐさま母親に電話。

「どーする？　ケーサツ呼ぶ？　あれタイホじゃね」

　女子高生はヒソヒソ話。

「……………………ごくり」

　七三分けのサラリーマンは立ち止まり、俺の股こ間かんを凝ぎよう視し。

　ヤバい……最後のはちょっと意味合いが違ちがうけど、なんにせよヤバい。

「ぐっ……」

　俺は、脱だつ兎との如ごとくその場から逃とう走そうした。




「はああ……朝っぱらから最悪だ」

　大分距きよ離りを取ったところで、盛大なため息を吐つく。この絶対選択肢、俺になんの恨うらみがあるのか、毎回毎回、壮そう絶ぜつに鬼き畜ちくな内容ばっかり送り込んでくる。思わず最悪とか口走ったものの、正直、今のなんて相当に軽い方だ。

　絶対選択肢が出現するようになってから一年と少し。女子の前でエロい単語を連呼させられたり、女子の前で半はん裸らにさせられたり、女子の前でとても言えないような事をさせられたり、女子の前で……いや、思い出すと泣きたくなってくるから、もうやめておこう。

　元々恋れん愛あい関係にギラギラしてる方じゃないんで、極きよく端たんにモテたいとか、そういう願望はないんだけども、さすがにクラスの女子全員から、怯おびえと蔑さげすみの交じった態度をとられるのはちょっとこたえるわけで……

　二年生に進級し、一ヶ月と少し。

　新クラスではせめて女子とまともに会話できるようになろう、という目標を掲かかげているんだけど、既すでに絶対選択肢によってブチ壊こわされつつある。

　まあよく話す女子もいる事にはいるんだけど、どっちも普ふ通つうじゃないしな……

「はああ……」

　異様に重くなった足を引きずるようにして、学校への道を歩き出した。




　　　　＊




「はあ……」

　教室の自分の席に着いた所で、またため息が漏もれる。軽い内容とはいえ、朝っぱらから絶対選択肢がでるなんて、今日はなんかろくでもない日になりそうな気がする。

「甘あま草くさ君、ちょっといいかしら」

　不意に、凛りんとした声がかかって顔を上げた。

「ん？　ああ、雪ゆき平ひらか、どうしたんだ？」

　雪平ふらの。その名を体現するかの如く、雪原のような色の髪かみを持つ女の子。

　この雪平、基本的に何をするにも無表情で、ひたすらにクールな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている……が。

「ちょっと、豚ぶたの鳴き真似まねをしてもらってもいいかしら」

「……なんて？」

「ちょっと、豚の鳴き真似をしてもらってもいいかしら」

「……なんで？」

「今朝の占うらないで、私のラッキーアイテムが『豚の鳴き真似をするクラスメイト』だったのよ」

「ピンポイントすぎるだろ！」

　ボケる。隙すきあらばボケる。しかも、無表情のまま淡たん々たんとボケるもんだから、シュールさがとんでもない事になっている。

「甘草君、あなたは『マダム・節せつ子こ』の言葉を疑うつもりなのかしら？」

「『マダム・節子』？　そんな占い師聞いた事ないけど、有名なのか？」

「いえ、知名度はそんなに高くないわ。占いだって最近始めた所みたいだし」

　なんだそれ？　今朝の占いっていうからには、テレビとか新聞の話だろうし、なんかおかしくないか？

「まあ嚙かみ砕くだいて言うと、私の母よ」

「単なる主婦の趣しゆ味みじゃねえか！」

「困った事に『マダム・節子』は年とし甲が斐いもなく『ダディ・博ひろし』とラブラブなのよ」

「なんだよ『ダディ・博』って……まあどうせお前の親父おやじさんだろ？　夫ふう婦ふ仲がいいのは、結構な事だろ」

「いえ、お隣となりの旦だん那なさんよ」

「不ふ倫りんじゃねえか！」

「まったく節子ったら、やんちゃで困っちゃうわ」

「いや止めろよ！　なんで悪ガキを見守るお母さんみたいな感じなんだよ！」

「まあ冗じよう談だんだけど」

　真顔でしれっ、と言い放った。

「そもそも私の母親は節子ではないし」

「それも捏ねつ造ぞうかよ……お袋ふくろさん、ほんとはなんていうんだ？」

「○○コよ」

「なんでピー入ってんだよ！」

「甘草君、私の母の名前を聞いてどうするつもり？……はっ、まさか博と一いつ緒しよになって３Ｐする気──」

「お前黙だまれよもう！」

　この雪平、物もの怖おじしないで俺と話してくれる貴重な女子なんだけど、思考回路が残念すぎて、まともな会話が成立しない場合の方が多い。

　それにしても、本当にもったいないと思う。顔自体はとんでもなく綺き麗れいなんだから、黙ってればモテそうなもんだけ──




【選べ　①雪平ふらのに、豚と罵ののしってもらうように頼たのむ　②豚になって、雪平ふらのに乗ってもらうように頼む】




　②とか何考えてんだ！　選択肢お前馬ば鹿かだろ！　完全に頭悪いだろ！

「ぐあああっ！」

　罵りが気に入らなかったのか、いつもより強きよう烈れつな頭痛が襲ってきた。

　雪平が俺の肩かたにぽん、と手を置く。

「甘草君、持病のイボ痔じが痛むようだけど、大だい丈じよう夫ぶかしら？」

「いや頭おさえてんだろ！」

「甘草君、持病の脳のう味み噌そ破は裂れつが痛むようだけど、大丈夫かしら？」

「なんで生きてんだ俺！」

「甘草君、持病で右手が疼うずくようだけど、大丈夫かしら？」

「それは違う方の病気だ！」

　ぐ……こうしてツッコんでいる間にも、頭痛は激しさを増していく。

　……でも駄だ目めだ②は絶対に選べない。豚になるって……豚になるってお前……

　く……ここは消去法で①を選ぶしかない。

「雪平……俺を豚って罵ってくれないか？」

　……ああ、またやってしまった。

　ここ一年と少し、この忌いま々いましい絶対選択肢のせいで、女子に白い目で見られ続けてきたんだ。いくら雪平が普通の女の子じゃないとはいえ、さすがにこんな事言われたら、ドン引き──

「何を黙っているのかしら、この豚」

「やんのかよ！」

「やんのかよ？　家か畜ちくの分際でよくもそんな小生意気な口がきけるわね。己おのれの立場をわきまえなさい、豚」

「いや……あの……自分からふっといてなんだけど、もういいですよ、雪平さん」

「そういえば甘草君、豚のパイオツは平均で七対つい……つまり十四個あるそうよ」

「いや、だから豚の話はもういいから。そんな豆知識いらないから」

「という事はつまり、豚である甘草君のチン○は十四個あるという事ね」

「そんなわけねーだろ！」

　雪平はそこで、ポケットから何かを取り出した。

「あら……こんな所に偶ぐう然ぜん、チン○が十四個ある甘草君人形が」

「どんな奇き跡せきだよ！　明らかに仕込みじゃねえか！」

　なんで最初に豚の話題なんか振ふってきたのかと思ったら……このネタに到とう着ちやくしたかったのか。

「そんな事はないわ。偶たま々たま……いや、タマタマよ」

「なんでイントネーション変えて言い直した!?」

　疲つかれる……雪平の相手はマジで疲れる。




　　　　＊




「おーい、甘っち甘っち」

　昼休み。自じ販はん機きでお茶を買い、教室に戻もどってきた直後、走り寄ってくる影かげがあった。

「ねえねえ、お弁当のおかず交こう換かんしようよっ」

　箸はしを片方ずつ両手に持って、無む邪じや気きな笑えみを浮うかべているのは、遊ゆう王おう子じ謳おう歌か。見事な艶つやを放つ黒くろ髪かみロングが特とく徴ちよう的な女の子だ。

「まあそれはいいけど……箸をぶつけてカチャカチャ鳴らすの、行ぎよう儀ぎ悪いからやめような」

　遊王子と連れ立って席に戻る。彼女の席は丁度俺の後ろなので、後ろ向きにして二人分の机を合わせた。

「どれどれ、って、お前これ……」

　机の上に広げられた遊王子の弁当。そのおかずはハンバーグ、タコさんウインナーにエビフライ。山形のケチャップライスには、日本国旗の取り付けられた楊よう枝じが突つき刺ささっている……完全にお子様ランチだった。

「すごいでしょ、完かん璧ぺきだよねっ」

　目をキラキラさせながら八や重え歯ばを覗のぞかせる。この遊王子、十六歳という実じつ年ねん齢れいに対して、言動がやたらに子供っぽい。

「さーてさて、甘っちのお弁当は……おお、渋しぶいねっ」

　俺の弁当箱の中身は、豚ぶた肉にくの味み噌そ炒いため、ブリの照り焼き、筑ちく前ぜん煮に、ほうれん草の胡ご麻ま和あえ、豆のサラダ。

　全部手作りなんだけど、言われてみればたしかにちょっとオッサン臭くさいな……

「どーれーにーしーよーうーかーなー」

　鼻歌交じりにチョイスを始める遊王子。その胸が、どん、机の上に乗っかっていた。

　このお子ちゃま、行動や思考は幼いくせに、体はそこいらの女子より発達しているもんだからたちが悪い。

　おまけに、ぴちぴちサイズのブラウスからしょっちゅうヘソは覗くわ、ミニスカートは極限まで短く改造されているわで、毎回、目のやり場に困る。

「いやー、全部おいしそうで決めらんないから、先に甘っちに選んでもらおうかな。どれにする？」

　遊王子はいきなり身を乗り出し、俺の鼻先まで顔を近づけてくる。

「ちょっ、近い！」

「え？」

　なにが？　みたいな感じできょとんとする遊王子。こいつには男女、とか恥はじらいという概がい念ねんが存在しないんだろうか。俺達もう、高校二年生なんだけ──




【選べ　①男のおそろしさを口でわからせる　②男のおそろしさを体でわからせる】




　……いや、毎度の事ながら一体何考えてんだ、この選せん択たく肢し。②なんか選べるわけないだろ。

「遊王子、あんまり無防備に男に近寄らないほうがいいと思うぞ。もう子供じゃないんだから、誤解する奴やつとか、変な事してくる奴だっているかもしれない」

　遊王子は一いつ瞬しゆん、頭上にクエスチョンマークを浮かべたような表情をしていたが、何かに納なつ得とくしたように、ぽん、と手を打った。

「なるほどっ。甘っちはあたしが男女の事を何もわかってない、お子様だと思ってるわけですな」

　うん、まったくもってその通りです。

「ちっちっち、あたしだってそこまで子供じゃないですぜ。アダルトでエロエロな事だってバンバンできちゃうよっ」

　……駄目だ。だってもうなんか、使ってる単語が子供だもんな……小学生が覚えたての卑ひ猥わいな言葉を嬉うれしそうに連呼してるのと同じレベルだ。

「その証しよう拠こにほらっ」

　遊王子は急に立ち上がって、俺の目の前まで、一歩踏ふみ出した。

「むふふ、こういうの、色っぽくない？」

　ただでさえぴちぴちのブラウスの裾すそを、ちらちらとめくってみせる。座ったままの俺の眼前には、遊王子の生ヘソが。

「いや……だから」

　こういう事を、なんの恥ずかしげもなく出来るのが、子供だって言ってるんだけどな。

　もうこいつに言葉でわからせるのは無理だな、と諦あきらめかけたその時、

「あ、ごめんっ」

　急に誰だれかが背中にぶつかり、俺は前につんのめった。

「むがっ」

　俺の眼前には、遊王子のヘソがあったわけで……必然、そこに顔をうずめる形になる。

「あ、悪い悪い……って、遊王子？」

　俺はすぐに顔を離はなしたんだけど、遊王子はよろよろと後ずさり、その場にぺたん、と尻しりもちをついた。

「ど、どうした、大丈夫か？」

　その顔面は、本当に人間の顔かと疑いたくなる程ほど、真っ赤に染まっていた。

　おいおい、まさかこれ……照れてる？

「な、なんなの……この……気持ち？」

　まさかとは思うけど……こいつ、今まで『恥ずかしい』って感情を抱いだいた事がなかったのか？

「うう……よくわかんないけど……甘っちに……甘っちに……」

　おい、なんかヤバい予感がするぞ、これ……本能的に危機を察した俺は、遊王子の口を塞ふさぎにかかった。

　が、間に合わず。

「甘っちにエッチい事されたああああっ！」

「ちょ、おまっ……」

　クラス中の視線が、一いつ斉せいにこちらに向けられた。

　その先に展開されているのは、倒たおれた衝しよう撃げきで制服が乱れている遊王子と、それに覆おおいかぶさるようにして、口を塞ぐ俺の姿。

　……なるほど、ゴミを見るような目って、こういう感じなんですね。




　　　　＊




「……はああ」

「あ、奏かなでさん、おかえりなさいっ」

　疲れ切って帰宅し、家の玄げん関かんをあけた瞬しゆん間かん、金きん髪ぱつの少女が満面の笑みを浮かべながら駆かけ寄ってきた。

「……ちょっと待て、ショコラ」

　今にも胸に飛び込んできそうな勢いのショコラを、手で制する。

「はい、なんでしょーか？」

　にこにこと笑顔全開のショコラに、ジト目を向ける。

「お前……食べただろ？」

　ショコラの動きが一瞬固まった。ぎくり、という言葉を表情にするとしたら、正にこんな感じだろう。

「な、なんのことでしょうか。しゅごをちゃんと言ってもらわないと、わかりません」

「俺が来客用に買っておいた、高級チョコレート」

「う……な、何をこんきょにそんなうたがいを……」

　完全に目が泳いでいる。更さらに、アホ毛も何かに迷うようにぐるぐると回っていた。

　どういう仕組みかは全くわからないけど、このショコラのアホ毛、感情に呼応して、ぴょんと立ったり、へなへなと萎しおれたりと、なんだか犬のしっぽみたいな性質を持っている。

　まあ、そんなどうでもいい事は措おいておくとして、だ。素す直なおに罪を認めないんなら、確固たる証拠を突きつけるしかない。

「口の横。茶色いのがついてる」

「く……おそるべし奏さん、です。なんという観察りょくでしょうか……」

「いや、べっとりだから。お前が思ってる以上にべっとりだから」

　本当にわざとつけたんじゃないか、ってくらいにべっとりだった。どんな食い方したらこうなるんだよ……

　もう自白したも同然だが、躾しつけはきちんとしとかないとショコラの為ためにもならない。

「ショコラ、俺は噓うそつきは嫌きらいだ。怒おこらないから自分の口で何をしたか、ちゃんと言うんだ」

「ほんとーに怒らないです？」

「ああ、全部正直に言えば」

　その言葉に安心したのか、しっぽ毛をぴょこぴょこさせながら、嬉しそうに口を開いた。

「このいえにある甘いもの、ぜんぶたべちゃいました」

「ふざけんな！」

「か、奏さんが、うそをつきましたっ」

　……イラっとした。

「お前、罰ばつとして今日の夕飯、抜ぬきだな」

「そ、そんな事をされたら、かろりー不足でしんでしまいますっ」

　いや余よ裕ゆうだから。一体何日分のカロリーを摂せつ取しゆしたと思ってんだ……

「因果応報だ。家中のスイーツを、見境なく全部たいらげるような奴に出す夕飯はない」

「そ、そんなごむたいなっ」

　片手を突き出してのオーバーリアクション。なんかもう、まともに相手するのがアホらしくなってきたんで、シカトして靴くつを脱ぬぐ。

「うう……奏さんがいけずです」

　わざとらしくすねるショコラの脇わきをすり抜けてリビングに入り、ソファーに腰こしをおろした。

「まったくしょうがないな、あいつは……」

「奏さん奏さんっ、大事なことをわすれていましたっ」

　そのショコラが、慌あわただしくリビングに駆け込んできた。

「これをみてくださいっ」

　後ろ手に隠かくし持っていた何かを、俺の目の前に突き出した。

「なんだこれ……アイスの棒？」

　その中心には、アタリの表示が。

「……だから？」

「これでもう一本もらえるんで、ぜんぶじゃありませんでした。だからよるごはんくださいっ」

　……すっごいイラっとした。

「なるほどお、そうだよなあ。それなら全部食べたことにはならないよなあ。あはは、ショコラはかしこいなあ」

「えへへ」

「それじゃあこれ、交こう換かんしてきてくれるか？」

「はいっ」

　嬉しそうに駆け出していく。

　……ショコラよ、残念ながらお前の夕飯はそのアイスだけだ。




「はむはむはむ」

　夕食時、ショコラは幸せそうな顔で、麻マー婆ボー豆どう腐ふをほおばっていた。

「はあ……甘いな、俺も」

　刑けいを執しつ行こうしたはいいけれども、しっぽ毛をヘタらせながら、しょんぼり棒アイスを齧かじる姿があまりにも哀あわれだったんで、結局用意したおかずを全部食べさせてしまった。

「はあ～ごくらくです～」

　食べ終わるなり、気持ちよさそうに床ゆかをごろごろと転がりはじめた……ショコラさんマジニート。

「アナタ、悩なやみがなさそうでイイデスネ」

「はい、まったくありませんっ」

　皮肉通じないし……

「奏さんは、なにかなやみがあるんですか？」

　身を起こし、ソファーの俺の隣となりに腰かけるショコラ。

「まあ、悩みっていったら絶対選択肢全ぜん般ぱんだな。今日だって三回も出たし……」

　登校時、雪平、遊王子に対して出現したもの。その内容をショコラに話して聞かせる。

「ほえー、それはたいへんですね。そんなにひんぱんに出られたら、にちじょう生活にししょうをきたしそうです」

「それもあるけど……俺は地味でもいいから、人並みに恋れん愛あいがしたいんだ」

　朝も考えた通り、当面の目標はまず女子とまともに会話をする事なんだけど、健全な高校二年生である以上、その先に進みたいという願望は、少なからずある。

「ふむふむ、れんあいですか……でもそれって絶対選せん択たく肢しがなくならないと、むりなんですか？」

「そりゃそうだろ。いきなり脱ぎだしたり、奇き声せいを発したりする奴やつを好きになってくれる女の子なんているわけないし」

「でもわたしは、奏さんの事すきですよ？」

「なっ──」

　咳せき込みそうになるのを堪こらえながら、なんとか口を開く。

「お、お前な、人が聞いたら誤解するような事を、さらっと言うなよ」

「ごかい？　わたしはほんとうに奏さんの事すきですよ」

「う……」

　自分の顔が赤面していくのが分かった。

　待て待て待て、落ち着け、俺。仮にショコラの言葉に噓がなかったとしても、この好きは言うなれば、犬が飼い主に向けるそれと同じだ。断じて、恋愛的な意味合いは含ふくまれていない。

「奏さん、どーしました？」

　しっぽ毛をひょこひょこさせながら、上うわ目め遣づかいを向けてきたショコラと、ばっちり目が合ってしまった……正直、可愛かわいい。ショコラはビジュアルだけを見るならば、そこらのアイドルをぶっちぎるくらいのレベルだ。

　両親が長期不在で、家に美少女と二人っきり。その子に好きだと宣言された。

　客観的に事実を羅ら列れつしてみると、この状じよう況きようはヤバい……理性を保つ為に、一いつ旦たん気持ちをリセットしなくては。

「……ショコラ、ちょっと先に風ふ呂ろに入ってもらえるか」

「おふろですか？　わかりましたっ」

　助かった……ちょっと一人になって、気分を落ち着かせ──

「って、ここで脱ごうとするなっ！」




「ったく、何考えてんだあいつは……」

　ショコラを脱だつ衣い所まで強制連行した後、リビングに戻もどってきて、ソファーに腰かける。

　深呼吸を繰くり返し、浮うわついた気分を鎮しずめ、自分の置かれた状況を再さい確かく認にんする。

　絶対選択肢と付き合うようになってから一年強。こいつに翻ほん弄ろうされている内に、高校生活も、あっという間に三分の一以上が過ぎてしまった。

　この一年で起こった事といえば……女子に嫌われて、女子にキモがられて、女子に蔑さげすまれて……駄だ目めだ、こんな事を続けてちゃ絶対に駄目だ。

　決めた。俺は絶対選択肢を脳内からとっとと追い出して、まともな学園生活を送るんだ！

　ショコラは絶対選択肢の解除を手伝いに来た神の僕しもべ（自じ称しよう）らしいけど、あの通り全く役に立つ気配がないし、ここは自分でなんとかしなくては。

　そう決意を固めた瞬しゆん間かん──





【選べ　①明日、登校中に女によ体たい化して脱衣する

　　　　②明日、登校中に爬は虫ちゆう類るい化して脱だつ皮ぴする

　　　　③明日、登校中にチャラ男化して脱だつ童どう貞ていする】






　…………落ち着こう。

　落ち着いてまず、頭を整理しよう。

　俺の名前は甘草奏。十六歳の高校生で、血液型はＯ。今は自宅のソファーで考え事をしている最中。

　そして、明日、脱衣か脱皮か脱童貞する男だ。

　………………泣きたい。







　私自身が、学園ラブコメを全力で拒絶している②
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　…………落ち着きましょう。

　落ち着いてまず、頭を整理しましょう。

　私の名前は枯かれ木ぎ美み咲さき。十六歳の高校生で、血液型はＡＢ。今は所属する二年三組の帰りのホームルーム中。

　私の記き憶おくははっきりしています。妄もう想そう癖へきなどありませんし、霊れい感かんなどオカルト的な素養も皆かい無む。超ちよう常じよう現象とは縁えんの無い、ごく普ふ通つうの人間です。

　では──




【選べ　①「みなさん、私のパンツを見てください！」　②パンツを脱いで、頭に被かぶる】




　頭の中に浮うかんで来ているこの選択肢は一体何なのでしょう。

　文字でも音声でもなく、脳内に直接送り込まれているような奇き妙みような現象。

　そして、それに付ふ随ずいして気になる点がもう一つ。

　選択肢とは別に、私の脳内で再生されていた、私ではない誰だれかの記憶。そう、甘あま草くさ奏かなでとかいう男がこの選択肢に翻弄されている様。

　そしてその中で一番初めに出現した選択肢は、今私に出ているものと同じ内容……このリンクは何を意味しているのでしょうか。

　……いや、そんな事を考える必要はないですね。そもそもこんな非科学的な事があるはずが無いのです。

　そうです、これは白昼夢でも見て──




【選べ　①「みなさん、私のパンツを見てください！」　②パンツを脱いで、頭に被る】




　……いるわけではなさそうです。

　この科学全盛の時代にこんな馬ば鹿かな事が……しかし、私の頭の中に選択肢が居座っているのは厳然たる事実です。

　まあその存在に対する考察は後にするとして……ともかくこのような破は廉れん恥ちな選択をするなど、到とう底ていできる事ではありません。ここは完全に無視して──

「うっ……」

　そこで、強きよう烈れつな頭痛が襲おそってきました……これも甘草奏の記憶と同じです。

「ど、どうしたの枯木さん」

　先生が心配そうな視線を向けてきます。

「……なんでもありませんので、お気き遣づかいなく」

　完全にやせ我が慢まんでした。痛い……割れるように痛いです。この選択肢が甘草奏のものと同様の性質なのだとすれば①か②、どちらかを選び取るまで消えないのでしょう。

「ぐっ……」

「や、やっぱりどこか体調が悪いんじゃ……」

「そんな事はありま──う……ああっ！」

　駄目です……これは我慢とかそういう問題ではありません！

　選ぶしか……ないです。




「……みなさん、私のパンツを見てください！」




「「「「「…………」」」」」

　教室が、静まりかえりました。

「え、えーっと……枯木……さん？」

「何も言っていません」

「え、で、でも──ひっ！」

　ガンッ！

　私は拳こぶしを力ちから一いつ杯ぱい机に叩たたきつけました。

「……何も、言っていません」

「は、はいっ！　分かりましたあ！　そ、それじゃあみんな、ホームルームは終しゆう了りようね～」

　先生が慌あわてた様子で解散を促うながし、なんとかうやむやにする事ができました。

　しかしまだ数人、遠巻きに私を眺ながめている人達がいます。

「…………何か」

「「「「「っ……」」」」」

　思いきり睨にらみ付けた所、なんとか退散してくれました。

　一人きりになった教室で、私は机に突つっ伏ぷしました。

「っ……」

　なんたる……なんたる屈くつ辱じよくでしょうか！

　公衆の面前で……しかも男が沢たく山さんいる前で、あんな事を口にしてしまうとは……

　駄目です……もう何も考えられません。

　帰りましょう……私は重いため息を吐つきながら、席を立ちました。




　帰宅する道すがら、私は考えます。

　あの選せん択たく肢し──甘草奏が絶対選択肢と呼んでいたあれは、一体全体何なのでしょう。

　人の脳内に指令を出し、強制的に従わせる……ありえない。あんなものが存在しているはずがありません。

　しかし、先さき程ほど私を襲った頭痛は紛まぎれもなく本物……起こってしまっている以上、認めざるを得ません。

　甘草の記憶から鑑かんがみるに、選択肢の出現が一度で終わりという楽観的観測はできそうにありません。なんとかして消し去る方法を──

「あのー」

　そこで、私の後ろから声がかかりました。

　振ふり返ってみると、そこには他校の生徒の姿がありました。忌いま々いましい事に男です。

「何か御ご用ようですか」

「ハンカチ、落としましたよ」

　男の手にはたしかに私のハンカチが握にぎられていました。考察に熱中するあまり、落とした事に気付かなかったようです。

　いくら男とはいえど、親切にしてもらった以上、礼を失する訳にはいきません。

「ありがとうございました」

　私は最低限の言葉を発し、軽く頭を下げました。

「あ、あの……」

　しかしそのまま去ろうとした所で、その男からまた声をかけられます。

「僕がハンカチ拾ったのも何かの縁かも……よかったら、その辺でお茶しませんか？」

　…………またですか。

　この類たぐいの誘さそいを受けるのはこれで何回……いや、何十回目でしょうか……初対面の人間にそんな事を言える神経が理解出来ません。本当に男という人種は何を考えているのでしょうか……

「お断りします」

　私は端たん的てきな回答を述べました。

「そ、そうですよね。な、なんかごめんなさい。別に下心があった訳じゃなくて、君があんまり綺き麗れいなもんだから、つい変な事口走っちゃって……じゃあお茶が無理ならＳＮＳの連れん絡らく先だけでも交こう換かんしませんか？」

　昼休みのあの男よりはまともな思考回路を有しているようですが、それでも引き下がらないあたりに、男という生き物の浅ましさが表れています。

「勘かん違ちがいしているようなので、お伝えします。私は、貴男あなたと喫きつ茶さ店てんに入る事を拒きよ否ひしたのではなく、貴男と関かかわる事全ぜん般ぱんに対しての拒絶を示したのです。故ゆえに、これ以上の問答は全くの無意味です」

「…………」

　その返答に男は黙だまりこんでしまいました。もしかすると怒おこり出すかもしれません。ここで『ごめんね、またの機会にね』と微笑ほほえみでもしていれば、円満に断れたのでしょうが、私にそんな芸当ができるはずもありま──




【選べ　①「ごめんね、股またが痒かゆいからまたの機会にね」※実際に股を搔かきながら　②「ごめんね、タマが痒いからまたの機会にね」※実際にタマを搔きながら】




　無いものをどうやって搔けというのですか！

　まさか……選んだ瞬しゆん間かんにそれが生えてくるのでしょうか。

「っ……」

　あまりの怖おぞ気けに体が震ふるえました。あんな汚けがらわしい器官を有するなんて……死んでも御ご免めんです。

　……と、いう事は──

「ごめんね、股が痒いからまたの機会にね」

　ポリポリ。

「え？……え？……あ、あの……さ、さよなら……」

　その男はほぼ逃にげるような感じで去っていきました。あれが俗ぞくに言う『引いた』という状態なのでしょう。

「…………」

　後に残されたのは、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす私。

「………お、おお……」

　あまりの屈辱に、妙みような嗚お咽えつがもれてしまいました。男にあのような醜しゆう態たいを晒さらすなど、我が人生において最大級の汚お点てんです。

　これは……これは由ゆ々ゆしき事態です！

　早くこの選択肢を何とかする方法を探して──

「あらあら、随ずい分ぶんと苦い顔してるね」

　そこで背後から、誰かに声をかけられました。

　振り返った先に立っていたのは一人の少女。

「君、枯木美咲ちゃんだよね」

　おそらく私と同年代くらいであろうその少女は、綺麗な青あお髪がみが特とく徴ちよう的で、とても可愛かわいらしい顔立ちをしていました。

「そうですが……どこかでお会いした事が？」

　記き憶おくを辿たどっても、この少女には見覚えがありません。こんな特徴的な容姿の人物、一度見たら忘れるはずがないのですが。

「いや、初対面だよ。まあ私はずっと君を見てたけどね」

　……意味が分かりません。もしかして電波系などと呼ばれている輩やからなのでしょうか。何かの勧かん誘ゆうという可能性も考えられます。

「申し訳ありませんが、失礼します」

　今の私には、このような怪あやしい人物に関わっている暇ひまはありません。

「選べ」

「っ……」

　私は足を止め、目を見開きました。

「……なぜ、そのフレーズを？」

　少女はその問いには答えずに、続けます。

「イケメン貧びん乏ぼうと結けつ婚こんするか、ブサイク金持ちと結婚するか……みたいな究極の選択ってあるじゃない？　でもああいうのって使い古されてて、あんまり面おも白しろみがないよね」

「…………」

「私はそれよりもっと刺し激げき的な方が好きかなあ。そう、たとえば──パンツを脱ぬいで、頭に被かぶる、とか」

「っ！」

　間ま違ちがいありません。この少女は……脳内選択肢の事を把は握あくしています。

「何でって顔してるね。ふふ、簡単だよ。あの呪のろいを君に課してる犯人は私だから」

「なん……ですって」

　そこで少女は口の端はしを吊つり上げ、笑いました。

「私の名前は天あま上がみ空そら。恋れん愛あいを司つかさどる神様だよ」

























　神様、という言葉からどんな事をイメージするだろうか。

　空の上から誠実に人間を見守っている？

　天使を携たずさえ、慈じ愛あいに満ちた微笑ほほえみを絶やさない女め神がみ？

　髭ひげの生えた、温おん厚こうなおじいちゃん？

　否いな。

　俺の知っている神はチャラくて適当で、何の信しん頼らいもおけないような駄神だ。

　あんな奴やつにはなんの期待もできないけど……それでも今、俺は神かみ頼だのみしたくてしょうがない。

　今、突つきつけられている究極の選せん択たくを何とかしてくれ、と。

　それは、よくある『イケメン貧びん乏ぼう』と『ブサイク金持ち』どっち？　なんていう仮定の話じゃない。




【選べ　①土下座しながら、女子達にパンツを見せてくれ、と懇こん願がんする　②ブリッジしながら、女子達に自分の上に座ってくれ、と哀あい願がんする】




　俺が『絶対選せん択たく肢し』と名付けたこの呪いは、その名の通り、絶対にどちらかを選ばなけりゃならない。そう、たとえそれがどんな理り不ふ尽じんな内容だろうと。

　選ぶのを躊躇ためらったり、拒否しようものなら……

「ぐああっ！」

　この通り、強きよう烈れつな頭痛が襲おそってきて、逆らう事はどうあがいても不可。

　くそ……やるしか……ない。

　俺はちょっと泣きそうになりながら、声を張り上げた。

「女子の皆みなさんっ！　どうかこの俺の上に座っていただけないでしょうかっ!!」

　……ブリッジ状態で叫さけぶ俺に、クラス中の女子から白い目が向けられている。

　いや何が悲しいって、そこに込められた意図が『甘あま草くさどうしたんだ？』ではなく、『また甘草が変な事やってるよ』だという事だ。

　そう、俺はこの絶対選択肢のせいで、突とつ発ぱつ的な奇き行こうを繰くり返すキャラとして認にん識しきされてしまっている。

「うう……ほんとの俺はこんなんじゃないのに……」

　ブリッジを解いてへこんでいた所へ、一人の女子が声を掛かけてきた。

「甘草君、だいぶ心にダメージを負ったようね」

　雪ゆき平ひらふらの。その名を表すかのような白く輝かがやく髪が特徴的な女の子で、基本クールな感じなんだけど──

「そんなあなたを、晴せい光こう学園のナイチンゲールと謳うたわれたこの私が癒いやしてあげるわ」

「いや……そんな通り名、一回も聞いた事ないんだが……」

「おかしいわね……はっ、分かったわ。あなた、自分がアルチンゲールだからってナイチンゲールを馬ば鹿かにしてるわね」

「いきなり下品すぎるわ！」

「下品？　じゃあ話題を変えましょうか……そうね、チンチン……………………………………………………電車の話なんてどうかしら」

「ミリオネ○でもそんなに溜ためねえよ！」

「業界人っぽい言い方をすると、電車チンチンね」

「裏返せばいいってもんじゃねーぞ！」

「この前、ザギンにシースー食べに、チャンネーと電車チンチンで行ってきたわ」

「明らかに最後浮ういてんだろ！」

　……この通り口を開けば下ネタのオンパレード。加えてひどい毒どく舌ぜつというおまけ付きだ。

　せっかく綺き麗れいな顔をしているのに、色々と残念な女子だった。

「しかしお前、今のはいくらなんでも酷ひどすぎるだろ……」

「なんだか今日は特別だから、好き勝手にやっていいと言われている気がするの」

「誰だれにだよ……そもそもお前、普ふ段だんから好き放題やってるだろ……」

「あら、私が本当に好き放題やったら、教育委員会が性教育委員会に変わってしまうわよ」

「意味分かりませんけど！　もういい加減に下ネタやめろ！」

「まあそんなに言うなら、この位にしておきましょうか」

　ひとしきりボケ倒たおして満足したらしい雪平は、教室の奥の方へ歩いていってしまった。

　疲つかれる……雪平と話してるとメチャクチャ疲れる。ただでさえそうなのに、絶対選択肢の直後とあっては、精神的にかなりきついものがあった。

「はあ……気分転てん換かんに顔でも洗ってくるか」

　水道に向かおうと教室の扉とびらを開けたその時、

「…………うん？」

　目の前に、牛がいた。

「…………えっと……」

　どうリアクションしていいやら困る俺の前で、二足歩行のその牛は自らの頭に両手を当てて……そのまま引っこ抜ぬいた。

「うおっ！」

「あはは、甘っちびっくりした？」

「……遊ゆう王おう子じか」

　その着ぐるみの中から顔を出した少女の名前は、遊王子謳おう歌か。

　なんと日本を代表する天下の大だい企き業ぎよう、『ＵユーＯオーＧジー』の社長令れい嬢じようなんだけど、未いまだに完全には信じられない。

「お前……一体なにしてんだ？」

「むふふ、知りたいですかな」

　遊王子は一歩近寄って、俺の眼前まで顔を近づけてくる。

　艶つやを放つ黒くろ髪かみロングが揺ゆれて、俺の鼻先をくすぐった。

「か、顔が近いっ！」

　この遊王子、どうにも言動が子供っぽく、自分が十六歳の女の子だという事を自覚してない節がある。

　俺の言葉を受けた遊王子は、少し顔を離はなして（それでもやや近い）語り始めた。

「この着ぐるみはね、『ＵＯＧ玩がん具ぐ』イチオシの『くろげわぎゅうさん』だよっ。子供達に大人気の『しろぶた君』のライバルキャラとして登場したばっかりなんだっ」

　断言する。絶対に流行はやらない……だってこの牛、死んだ魚みたいな目してて怖こわいもの。

「そーちゃくっ！」

　そんな俺の感想など知るよしもない遊王子は、再びくろげわぎゅうさんヘッドを身につけた。

「あはははっ！　みんなー、くろげわぎゅうさんだよーっ」

　そしてそのまま廊ろう下かを爆ばく走そうしていった。

　子供だ……思考回路が完全に子供だ。あれで成績は学年トップだって言うんだから、世の中どこか間ま違ちがってる。

「あ、奏かなでさーん」

　不意に、ふわっとした感じの声が後ろから飛んできた。

「これをみてくださいっ」

「お、ショコラか」

　その少女は流りゆう麗れいな金きん髪ぱつをなびかせながら、ちょこちょことした足取りで俺の傍そばまで寄ってくる。

「お前そんなにお菓か子し持って……また恵めぐんでもらったのか？」

「はい、このがっこうのみなさんは、やさしー人ばかりですっ」

　両手に菓子を抱かかえ、嬉うれしそうに言葉を発する度たびに、触しよつ覚かくのように伸のびた髪かみの毛がぴょこぴょこと動く。

　なんとこのショコラ、普ふ通つうの人間ではない。

　俺の絶対選択肢を解消する為ために、サポートとして神が派は遣けんしたはずなんだけど──

「とほほへはなべはん、ほふかへのほふでふけぼ、ぼーしたんべふは？」

「いや、ひとっかけらも分かんないからな……ちゃんと飲み込んでから喋しやべれ」

「ぼううでふば……そへではぼーしばふ」

「いや、だからな……」

「ぼぼぼーぼ・ぼーぼぼ」

「それは言えんのかよ！」

　この通り、ほとんど何も考えていないほわほわな感じなんで、正直、なんの役にもたっていない。

　それどころか、俺の家に居座って、食っちゃ寝ねの生活を送っている……ショコラさんマジニート。

「全くお前は……ん？」

　そこで昼休み終しゆう了りようのチャイムが鳴り響ひびいた。

　ブリッジ椅い子すで女子に顰ひん蹙しゆくを買い、雪平の下ネタを聞かされ、遊王子のフリーダムさに付き合わされた後、ショコラのアホアホ空間に巻き込まれる……最低の昼休みだったな。




「はあ……」

　五時限目が始まっても、俺の気分は晴れなかった。

　どうして俺の周りの女子は極度に残念な奴やつばっかりなんだろうか……

　これは決して大おお袈げ裟さに言ってるわけじゃない。事実、雪平と遊王子は、裏のミスコンとでも呼ぶべきもので票を集め、『お断り５フアイブ』なんていう不ふ名めい誉よな称しよう号ごうを与あたえられている。

　まあ、俺もなぜかそこに入っちゃってるんだけども……

　しかし俺は素すで変人の雪平や遊王子とは違ちがう。本当はごくごくノーマルな人間なのに、忌いま々いましいこの絶対選択肢のせいで、校内でも指折りの変態扱あつかい……泣きたい。

　贅ぜい沢たくは言わない。俺の望みはただ一つ。この絶対選択肢をなんとか消し去って、平へい穏おんな日常を──




【選べ　①ＲＰＧの世界へ飛ばされる※戻もどってこられるタイミングはランダム　②ＢＬの世界へ飛ばされる※誰かと愛を成じよう就じゆするまで戻ってこられない】




　……待て待て待て。一体何をおっしゃってやがるんですかこのクソ選択肢野や郎ろう様は。

　ＲＰＧってドラク○とかＦ○とかテイル○とかのあのＲＰＧだよな？　その世界に飛ばされる？　いやいやいや、さすがにあり得ないだろ。

　……でも今までの傾けい向こうからして、選択肢が示している事こと柄がらは、選べば必ずその通りになる。そこに常識や物理法則は一いつ切さい通用しない。

「ぐっ……」

　こうして考えている間にも、催さい促そくの頭痛が発生し始めた。

　く……ＢＬって、男同士がとんでもない関係になるアレだよな？　その世界で愛を成就ってことは……

「──っ」

　背筋に寒気が走り、思わず尻しりの穴を引き締しめてしまった。

　駄だ目めだ、②は絶対にあり得ない。という事は、消去法で①しかない訳だけど……

「ぐああっ！」

　だ、駄目だもう頭痛が限界だ！　選ぶしかない！

「もう……どうにでもなれっ！」

　半ばやけくそ気味に①を選び取ったその瞬しゆん間かん──




　意識が真っ白になった。




「っ!?」

　そして、唐とう突とつな浮ふ遊ゆう感かん。

「って、おわわっ──痛っ！」

　それに疑問を抱いだく暇ひまも無く、落下して尻から着地してしまう。

「……ん？」

　辺りを見回して愕がく然ぜんとする。

「こ、これは……」

　そこは村だった。

　いや、市町村とかの村では無くて、本当にただ『村』としか表現できない場所だった。

　柵さくの中では見たこともない家か畜ちくが草をほおばり、その脇わきの畑には芋いものような作物が等とう間かん隔かくに埋うめられており、目に入る建物は、何やらレンガみたいな素材で造られている。

　俺の眼前には日本……いや、現在の地球とは到とう底てい思えない牧歌的な風景が広がっていた。

「マジで……ＲＰＧの世界なのか？」

　ついさっきまで高校の教室にいたはずなのに……

「う……うわわっ！」

　不意に、背後から声がした。

「き……来た……」

　振ふり返ってみれば一人の少年が、呆ぼう然ぜんとした様子で俺の方を指差していた。

「来たって……俺？」

　少年は俺の問いには答えずに、そのままじりじりと後ずさっていく。

「ゆ、ゆゆゆ、勇者が来たーっ！」

「……は？」

　そのまま背を向けて走り去っていく少年。

「な……なんだ？」

　訳が分からずに立ち尽つくしていると、少年が大勢の人間を引き連れて戻ってきた。

「おお、お告げの通りだ！」「ついに……ついに救世主が現れたぞ！」「勇者様！」

　その人達は皆みな一様に、俺に対して、キラキラした視線を向けている。

　救世主？　勇者？　一体何の話だろうか。

　俺が首をかしげていると、人ひと混ごみの中から、一人の老人が歩み寄ってきた。

「失礼、私わたくし、村長のムラジーと申しますじゃ」

　輝かがやく禿はげ頭あたま、胸の辺りまで伸びた顎あご髭ひげ、上部が渦うず巻まきになった木製の杖つえ。

　こちらも風景と同じく、正に絵に描かいたような村長だった。

　どうでもいいけど、リアルで語ご尾びに～じゃ、ってつける爺じいちゃん、初めて見たな……

「いきなりの無礼をお許しくださいですじゃ。しかし村民の興奮も無理からぬ事。つい先日予言があったのです。『黒こく影えいの月、緑りよく陽ようの時、運命さだめの印を刻みし救国の雄ゆう、天空より飛来し、魔まの元げん凶きようを討うち滅ほろぼす』と」

　なんだよその厨ちゆう二にっぽい文言は……

「いや俺、そういうんじゃないですけど……」

「またまたご謙けん遜そんを」

「いや、謙遜とかじゃなくてですね……」

「ふむ。そこまで言うのならば、確かく認にんさせていただきましょうか。勇者は、臀でん部ぶに梅干し形のアザがあるはずですじゃ」

　なんだよそれ……あの一族の星形はかっこいいけど梅干し形って……しかもケツにって……そもそもこの世界に梅干しがあるのかよ……

　ツッコミは絶えないけど、それはともかく、そんな判別し易やすい目印があるなら丁度いい。

　もちろん俺にそんなアザ無いんだから、村長にちょっと物もの陰かげまでつき合ってもらって確認を──




【選べ　①勇者でない事を証明する為、この場で半ケツをさらす　②勇者でない事を証明する為、この場で全ぜん裸らブレイクダンス】




　……おい、ここでも選せん択たく肢し出るのかよ。

　そして半ケツかブレイクダンスってお前……若い女の子とかもいるんですけど……

「ぐうっ……」

　襲おそってくる頭痛。異世界においても選択肢はおそろしいまでに平常運行だった。

　……やるしかない。

「俺は……勇者じゃないっ！」

　勢いよくズボンを下ろして、半ケツを見せつけた。

「…………」

　沈ちん黙もくする村人達。まあいきなりこんな事したら普通はドン引きするよな……悲しい事に、こういう反応には慣れっこだ。

　しかし、振り返った俺を待っていたのは、予想と違うリアクションだった。

「なんだよ、期待させやがって」「ちょっとかっこいいと思ってたのに、勇者じゃないんなら用無しだわ」「クソッ、ふざけんなよ！」「で、でもいいケツしてるよな」

　いや最後の奴おかしいだろ！

　……まあそれは措おいておくとしても、いくら何でもみんな手の平を返しすぎじゃないだろうか。それだけ勇者に対する期待が高かったって事なんだろうけど……

　そんな事を考えている中、村長が俺の肩かたに手を置いた。

「それでは、出て行ってもらおうか」

「は？」

「この村は貧しい……勇者ではない者を置いておく余よ裕ゆうはないのじゃ」

「い、いや、それはそうだろうけど、何もそんないきなり出てけなんて……うわっ」

　突とつ然ぜん、俺の体が宙に浮ういた。

「ちょっ……」

　村長に指示された大男（優に二メートルはある）が、俺を肩に担かつぎあげていた。

「いや……展開が急すぎるだろっ！」

　ＲＰＧの最初ってもっとこう、村人と話して世界観確認とか、村内でのお使いイベントとか、なんかこうユルい感じでしょうよ！

　しかし、現実（？）は非情だった。俺は大男によって担がれたまま、有う無むを言わさず門の入り口まで連れてこられる。

「ちなみに、この近辺は凶きよう悪あくなモンスターの集合地帯だからせいぜい気をつけるんじゃな」

　メチャクチャ不ふ穏おんなセリフを吐はく村長。

「痛いてっ！」

　そしてそのまま、門の外に投げ出される。

「これはせめてもの餞せん別べつじゃ」

　門が閉められる寸前、粗そ末まつなこん棒が俺の脇に転がってきた。

「それではな」

「ちょ、ちょっと待てええええっ！」

　門は固く閉とざされて、どんなに強く叩たたこうが、微び動どうだにしない。

「く……」

　いきなり異世界に飛ばされた挙げ句、外に投げだされるとか……理り不ふ尽じんにも程ほどがある。

「まあ、嘆なげいててもしょうがないか……」

　とりあえず辺りの様子を確認しようとしたその時、

「うっ……」

　俺のすぐ脇で、得体の知れない犬が寝ねているのが目に入った。

　どのくらい得体が知れないかというと……頭が二つある。

「ＺＺＺＺＺ」

　現状、気持ちよさそうに寝ているが、口を閉じていても収まりきらないものっすごい牙きばが呼吸に合わせて物々しく上下している。

　強い……これ絶対強いやつだ。村長も凶悪なモンスターの集合地帯って言ってたし、そもそもデカいもの。

　その体長、およそ俺の一・五倍……犬ってレベルじゃねーぞ。

　これはヤバい……起こさないようにその場から離はなれようとした矢先──

「…………グルウ？」

　……お犬様、お目覚め。

　硬こう直ちよくしてどうする事もできない俺と、モンスターの目が合った。

「こ……こんちは」

　俺が引きつりながら言葉を発した瞬間、

「ガルウウウッ！」

　いきなり襲いかかってきた！

「ぎゃああっ！」

　俺は無我夢中で手にしたこん棒を振り回した。

「よし！　当たっ……た？」

「グルオオオオッ！」

「ひいいいっ！」

　怒おこらせただけだった！

　モンスターは口をがばり、と開けて完全な捕ほ食しよく体勢をとった。

　そして後ろ足で十分な溜ためを作り……再び跳とびかかってきた。

「ガルウウウウッ！」

　避よけなくては！　と頭は警告を発するが、恐きよう怖ふですくんでしまって体が動かない。

「──っ！」

　駄だ目めだやられる！

　覚かく悟ごして目を瞑つぶった瞬しゆん間かん──

「正義の味方さんじょーっ！」

　後方から何者かの声が響ひびいた。

　そして俺が目を開いた直後──

「グギャラアッ！」

　燃えさかる火球が飛来。モンスターに直ちよく撃げきし、そいつは炎ほのおに包まれた。

「な……んだ？」

　事態が飲み込めず動転する俺の前で、炎に包まれたままのモンスターがドサリ、と崩くずれ落ちた。

「グル……オオ……」

　そして断だん末まつ魔まの声と共に、その場から消しよう滅めつした。

　いや、比ひ喩ゆとかじゃなくて、跡あと形かたもなく消え去った。

　たしかにＲＰＧだと死体とか残らないでこういう演出になるけど──

「甘っち、だいじょぶだった？」

　すぐ後ろから声がかかり、思考から引き戻もどされる。

「ゆ、遊王子？」

　振ふり向いた先にいたのは、真っ赤なマントコスチュームを身に纏まとった遊王子だった。

「お、お前……なんでここに？」

　こっちの世界に飛ばされたのは俺だけじゃなかったのか……

「え？　うーんとね、なんか気がついたらこっちの世界に来てたよ。もうそろそろ、三日くらいになるかなー」

　三日前……俺とは大分ズレがあるけど、人の事を異世界まですっとばす絶対選択肢の事だ。時間も操作できたとしてもなんの不思議もない……いや、あるんだけど、そうなっちゃってる以上、今ここで気にしてもしょうがない。

「ところで、さっきの火の玉みたいなのはお前が？」

　俺の質問を受けた遊王子は、待ってましたとばかりに目をキラキラと輝かせながら、Ｖサインをしてみせた。

「そーそー、あたしね、魔ま法ほう使つかいなんだっ」

　嬉うれしそうにその場でくるり、と回転する遊王子。制服の時にも増して超ちようミニスカートなんで、あやうく中身が見えそうだった……だからもうちょっと自分の年ねん齢れいを自覚してくれ。

「かっちょいーでしょ？」

　そんな事には全く思い至っていない様子の遊王子は、楽しそうに話を続ける。

「あ、そーだ、聞いて聞いて。さっき甘っちを助けたあの火属性の魔法さ、名前がちょっと変わってて面おも白しろいんだよ」

「変わってる？　どんな名前なんだ？」

「シューゾー」

「は？　なんて？」

「シューゾー」

　……おい、まさかそれって……修○の事か？　いや、たしかにあの人熱いけどさ……イフリートとか言われてるけどさ……なんで異世界で魔法の名前になってんだよ。

「いや、ふつうさ、ファイアとかフレイムとか、そんなんじゃないのか？」

「うーん、あたしに言われても、もう決まっちゃってるもんだしなー。あ、ちなみに他ほかの魔法の名前も変わってるんだよっ」

　……嫌いやな予感しかしないんだが、遊王子が言いたくて仕方なさそうな様子なんで、仕方なく聞いてみる事にした。

「じゃあまず水属性は？」

「テンネンスイ」

「ただのおいしい水じゃねえか！」

　最も早はや魔法でもなんでもなかった。

「風属性は？」

「マタサブロウ」

「だからこの世界にねえもん名前にすんなよ！」

　まあ著作権はもう切れてるから大だい丈じよう夫ぶなはず……って、そういう問題でもないな。

「土属性は？」

「ジミデメダタナイ」

「そういう事言っちゃだめええ！」

　土属性なめんな。それがテーマのラノベだってあんだぞ。

「光属性は？」

「ハゲチラカシテル」

「その辺のオッサンかよ！」

　光ってるだけで攻こう撃げき力絶無だろ、それ。

「雷かみなり属性は？」

「髪かみが無いナリ」

「さっきのオッサンじゃねえか！」

　こんな天てん丼どんの為ために属性枠わく二つも使うとか……

「闇やみ属性は？」

「ダーク」

「そこだけ普ふ通つうか！」

　いやこれ……カオスにも程があるだろ。

「なはは、面白いよねーっ。あ、そういえばもう一個、月属性ってのがあるんだよ」

　ああ、ゲームによってはたしかにあるな、月の精せい霊れいルナとか、よく聞くし。

「で、その月属性の魔法の名前は？」

「ガッコウイキタクナイ」

「ただの月曜日じゃねえか！」

　おいマジでなに考えてんだ、この世界の魔法は……

「ん？」

　げんなりしていた所で、遊王子が何かを感じたらしく、急に空を見上げた。

「あ、甘っち、あれ見てあれっ」

　言われるままに、遊王子の指差す方を見上げると、

「うおっ」

　体長五メートルはあるかと思われる巨きよ大だいな鳥が、遥はるか上空から俺達の方へ向かって急降下してきていた。

「クエエエエエエエッ！」

　その怪かい鳥ちようは奇き声せいをあげながら、翼つばさを思いっきりバタつかせる。

　その動作によって小型の竜たつ巻まきが生み出され、轟ごう音おんをたてながら俺達に向かってきた。

「お、おい、ヤバいんじゃないか」

　うろたえる俺に対して、遊王子は余よ裕ゆうの表情で、襲おそい来る竜巻に向かって手をかざした。

「ジミデメダタナイ！」

　その言葉と共に、遊王子の手から大量の土ど砂しやが発生、物理法則を無視して、上空に向かっていき、竜巻に衝しよう突とつ、完全相そう殺さいした。おお、すごいぞジミデメダタナイ！

　しかしまだ危機から脱だつした訳ではない。怪鳥本体が大分近い所まで迫せまってきている。

「むむ、あの鳥結構強そうだなー。ここは合体魔法でいこっかな」

　合体魔法……これもゲームではよくあるシステムだけど、遊王子はそんなものまで使いこなしてるのか。

「よし、火と土を合体させるよっ」

　シューゾー×ジミデメダタナイか……一体どんな魔法になるんだろうか。

「ナンテイウカ……フツウ」

「駄目じゃねえか！」

　しかし、駄目なのは名前だけだった。大気が歪ゆがむ程ほどの爆ばく炎えんに、大量の土砂が融ゆう合ごう。まるで溶よう岩がんのようになったそれは、俺達の目前まで迫っていた怪鳥に直撃した。

「グエエエエエエエッ！」

　あまりの熱に悶もだえながら墜つい落らくする怪鳥。そのままさっきの犬型と同様に、跡形もなく消滅してしまった。

「やったね！」

　遊王子が満面の笑えみで、Ｖサインをしたその瞬間、

《テレテレテレッテー！》

　突とつ如じよとして、変な音が響きわたった。

「ん？　なんだ？」

　辺りを見回してみるが、見み渡わたす限りの平原で、音源になるようなものは見あたらない。

「あ、これね、レベルアップした音だよ」

「レベル……アップ」

　そんな概がい念ねんが存在するのか……改めてゲームの世界にいるという事を実感する。

「むふふ、これであたしはレベル30だよん」

　その場で嬉しそうにくるりと回ってみせた。しかし、もう既すでにレベル30とは……俺に会うまでの三日間で、結構な数のモンスターを倒たおしていたらしい。

「あ、今のレベルアップで新しい魔法覚えたみたい……えーっと、魅み了りよう属性だって」

　魅了属性……その響きからすると、相手に状態異常を引き起こす類たぐいのものだろうか。

「で、名前は？」

「キャバクラ」

「だから世界観自重しろ！」

　俺のツッコミをよそに、遊王子が首をかしげる。

「あれ？　この魔法、効果がいまいちわかんないなー」

「覚えたての魔法はみんなそうじゃないのか？」

「大体覚えた瞬間に、頭の中にイメージが浮うかんでくるんだけど、これはいまいち曖あい昧まいなんだよねー」

　そうなのか。まあその辺の感覚は、本人にしか分からないんだろう。

「って事で、甘っちそこに立っててね」

「は？……お前まさか、俺を実験台にする気か？」

「だいじょーぶだいじょーぶ。攻こう撃げき魔法じゃないのは確かだし、変な感じになっちゃったらすぐに解除するから」

「ほんとかよ……」

　半信半疑で遊王子の前に立つ俺。

「じゃ、いくよっ。せーの、キャバクラッ！」

　遊王子の手から、なんかピンク色のもやもやしたオーラが向かって来た。

　だ、大丈夫かこれ。なんかメチャクチャ嫌いやな予感が──
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「うおっ」

　唐とう突とつに現れた選せん択たく肢しに面めん食くらうが、迷っている暇ひまは無かった。ここは……②だっ！

「うおお、キャバクラ返しっ！」

「へ？」

　どこの世界にいようが、絶対選択肢は絶対だ。その加護を受けた俺は、魔法を超ちよう越えつした力でピンクのもやもやを撥ね返した。

　完全に虚きよを突つかれた遊王子は、キャバクラをもろにその身に受ける。

「う……あ？」

「ゆ、遊王子？」

　その目が、急速に光を失い、とろん、とした感じになった。

「だ、大丈夫か──って、へ？」

　様子をうかがおうと傍そばへ寄った瞬しゆん間かん、いきなり抱だきつかれた。

「シャッチョーさーん」

「ちょっ……」

　なんだこれ……その表情こそにこやかだが、目が完全に虚うつろだ。キャバクラによって、自意識を失ってるのか？

「シャチョーさんダイスキ！」

　いまどきこんなキャバ嬢じよういねえよ！

「ま、待て、遊王子」

　引きはがそうとするが、存外に力が強くてうまくいかない。

「オカネクレタラ、オッパイサワッテイーヨ」

「それもう違ちがう店じゃねえか！」

　そうしている間にも、ぐいぐいと体を押しつけてくる遊王子。く……これ以上は俺の理性がヤバい。

「遊王子……目を覚ませえっ！」

　緊きん急きゆう事態と判断し、力の限り押しのけた。

　ぐにゅん。

「ん？　なんだこの感かん触しよく………………げ」

　勢い余った俺の手は、なぜか遊王子の胸に当たってしまっていた。

「う、うわ、悪いっ！　すぐに放──」

「甘っ……ち？」

「へ？」

　まさか………………………元に戻もどってる？

「な、なんで……甘っちがあたしの……おっぱい触さわって……」

　遊王子の顔が、見る間に真っ赤に染まっていき、その直後──

「うわあああああああっ！」

「お、おい、遊王子っ！」

　もの凄すごい勢いで駆かけていってしまった。

「な、なんでこうなるんだよっ！」

　慌あわてて追いかけようとしたその矢先、

「痛っ！」

　足に激痛が走り、その場に倒れ込む。

「な、なんだ……つっ！」

　再びの激痛に下を見てみれば、なんとトラバサミが足の甲こうに食い込んでいた。

　おそらくは小型のモンスターに対して仕し掛かけられたトラップだろうけど、それに引っかかってしまったらしい。

「く……うっ」

　両手でなんとかはずしたものの、痛みはそう簡単には消えなかった。

「くそ……なんてついてない……」

　まあでも、傷口自体はそんなに深くないのが不幸中のさいわ──

「あれ？」

　急激に立ちくらみがした。

「お？……お？」

　姿勢を保つことが出来ずに、その場に座り込んでしまう。

　な、なんだこれ？　胸の辺りが気持ち悪いし、体に妙みような痺しびれが走って、頭もぐわんぐわんする。

　まさか……毒が仕込んであったのか？

「う……だ、駄だ目めだ」

　全く力が入らずに、近くにあった岩にもたれかかるようにして背を預けた。

「あら、随ずい分ぶんと無様な姿を晒さらしているわね」

　そこで突とつ然ぜん、頭上から聞き慣れた声がかかった。

「ゆ、雪平……」

　顔をあげてみると、教会のシスターみたいな衣装を身に纏まとった雪平の姿があった。

「お前、その恰かつ好こうは……」

「見ての通り、僧そう侶りよよ」

　僧侶か……ＲＰＧでは大たい抵てい、ＨＰや状態異常回復といった仲間を補助する呪じゆ文もんを中心に覚える職業だ。

　渡わたりに船とはこういう状じよう況きようの事を言うんだろう。

「た、助かった。実は毒にやられたみたいなんだ。毒消しの呪文とか覚えてたりするか？」

「毒消し？　もちろん僧侶として当然の嗜たしなみね」

「よかった。じゃあ、早く治してくれ」

「…………」

「雪平？」

　なぜだか沈ちん黙もくする雪平。

　そして、親指と人差し指で円形を作って差し出してきた。

「まさか……金取るのか？」

「ええ。有り金全部で許してあげるから早くよこしなさい」

「追い剝はぎか！」

「まあ冗じよう談だんよ。小こ銭ぜにで勘かん弁べんしてあげるから、ちょっとジャンプしてみてくれるかしら」

「ヤンキーのカツアゲじゃねえか！」

　……さすがにネタだと思いたいが、雪平だから本気で言ってる可能性もある。

「ちなみに払はらうとしたらいくらなんだ？」

「千ニセサツよ」

「ん？　ニセサツ？」

「あら、知らないの？　ニセサツというのはこの世界の通貨単位よ」

「ややこしいな！」

　しかし、この世界での貨か幣へい価値が分からないから、千ニセサツが高いのか安いのか全然分からない。

　仮に円と等価値と考えるならば、それほど法外な請せい求きゆうというわけでもないだろう。

「あ、参考までに言っておくと、この世界で家を建てる時の平均相場は百ニセサツよ」

「ぼったくりってレベルじゃねーぞ！」

「あら、あなたの命の価値はそんなに安いものじゃないはずよ」

「なんでちょっとかっこよく言ってんだ！」

「甘草君、そんなに興奮すると毒の回りが早くなるわよ」

「オメエのせいだよ！」

　声を荒あららげる俺。

「まあ、そろそろいいかしらね」

　一通りボケ倒たおして満足したらしい雪平は、ようやく治ち療りようしてくれる気になったようだった。

「それじゃあ解げ毒どくの呪文を──ん？」

　一歩踏ふみ出した雪平の視線が、下に向けられる。

　つられて見てみると、雪平の足が何やら地面に埋うめられたスイッチを踏んでいた。

《デロデロデロデロン》

　辺りに響ひびき渡る、不気味な音。

「な、なんだこれ？」

「……どうやら『呪のろいのスイッチ』を踏んでしまったみたいね」

「『呪いのスイッチ』？　なんだそれ？」

「さまざまなマイナスの効果があるトラップなんだけど、今回は呪文封ふうじの呪いだったみたいね」

「呪文封じ……と、いう事は？」

「ええ、しばらく解毒の呪文は使えないわ」

「じゃあ、俺はどうなるんだ？」

「肉の内側から腐くさって死んでいくわね」

「グロすぎんだろ！」

　断じて無表情で言うセリフではない。

「まあそれは冗談としても、しばらくはここから動けないでしょうね」

「マジか……一体どうすりゃいいんだ」

「コマッタワネ」

「なんだその棒読みは……もうちょっと感情を込めて言ってくれよ」

「困ったわね（笑）」

「馬ば鹿かにしてんのか！」

「ええ」

「ああ、馬鹿にしてんだったらしょうがな──くねーよ！」

「甘草君、そんなに興奮すると毒の回りが早くなるわよ」

「だからオメエのせいだよ！」

　……遊王子もそうだったけど、なんでこいつらは異世界に来てまでノリがいつもと同じなんだよ……

「ん？」

　なんだか雪平の様子がおかしかった。

「雪平？」

「ど、どどど、どうしようどうしよう。こんな事になるんだったら、早く治してあげればよかったよう」

　うつむきながら何かを口にしているが、小さくてよく聞こえない。

「雪平、なんて？」

「……なんでもないわ」

　顔を上げた雪平は、無表情のまま、俺に向かって一歩、踏み出した。

「ど、どうした？」

「こうなったら……最終手段しかないわね」

「最終手段？」

　雪平はそのまま、すっ、としゃがみ込む。

「一体何する気だ？」

「傷口から……直接毒を吸い出すのよ」

　その提案は、随分と原始的なものだった。

「いや、そんな事したらお前が危ないだろ」

「それは問題ないわ。僧侶には職業特性として毒耐たい性せいが備わっているから、この程度で私が毒に侵おかされる事はないわ」

「そ、そうか……じゃあ頼たのむ」

　雪平に害が及およばないんだったら、やってもらうしかない。

「ええ……じゃあいくわよ」

　しかし、雪平は俺の足に顔を近づけたまま固まってしまった。

「あ、ああ、甘草君の足を舐なめるなんて……うう……恥はずかしいよお」

　またしても何か呟つぶやいているが、声が小さすぎてこんなに近くにいるのに全然聞こえない。

「どうした？」

「……なんでもないわ……いくわよ」

　いつも通りの淡たん々たんとした口調になった雪平は、俺の足の甲に唇くちびるを触ふれさせた。

「うっ……」

　むずがゆいような気持ちいいような、何とも言えない奇き妙みような感覚に包まれる。

　それに加えて、いくら治療とはいえ、女の子にこんな事をさせているという罪悪感も同時に襲おそってきた。

　そんな俺の葛かつ藤とうをよそに、ちゅぷ……ちゅぷ……という、雪平が毒を吸い出す音だけがその場に響いていた。




　そして、数分後。

「……終わったわ」

　顔を上げた雪平は、治療の終しゆう了りようを宣言した。

　俺は立ち上がって、体の状態を確かく認にんする。

「おお、大分軽くなってる」

　微かすかな痺れも残ってるし、まだ本調子とは言い難がたいが、この感じだと少なくとも普ふ通つうに歩いたりする分にはなんの問題もないだろう。

「いやー助かった、雪平、ありがとな」

　雪平の方へ向き直り、お礼の言葉を口にしたけど、

「吸っちゃった……甘草君の血……吸っちゃった」

　またしても小声で何かを呟いている雪平は、自分の世界に入っているらしく、俺の言葉は耳に届いていないみたいだった。

「ってお前、なんか顔赤くないか？」

　まさか吸い出した俺の毒が、雪平の毒耐性を上回ってしまったんだろうか。

　傍そばまで寄っていって声をかける。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「……大丈夫とはなんの話かしら？」

　自分の世界からは脱だつしたらしい雪平だったが、まだ顔は赤いままだ。

「いや、顔が赤いから、俺の毒がまわっちゃったんじゃないかと思って……」

「……これはそういうのではないから心配無用よ」

「それならいいけど……お？」

　雪平の口の端はしが、俺の血で汚よごれてしまっているのが目に入った。

「うわ、悪いな、俺のせいで」

　ほぼ反射的に、雪平の唇の端に付いた血を親指で拭ぬぐって、ぺろりと舐め取った瞬しゆん間かん、

「!?」

　雪平の目が驚きよう愕がくに見開かれた。

「あ、甘草君、それは、かっ……かかか……かっ！」

「か？」

　なんだ？　なんでいきなりテンパってるんだ？

「間接……キ……キ……」

「キ？」

「きゃああああああああああああああっ！」

「……へ？」

　いきなり雪平の拳こぶしが眼前に迫せまり──




「うう……ん」

　目が覚める。

「い……つっ！」

　と、同時に痛みが顎あごに襲ってくる。

「そうだ、俺は雪平に殴なぐられて……」

　顎をさすりながら立ち上がる。

「雪平？」

　辺りを見回しても、その姿は見あたらなかった。

　まだちょっとふらふらするけど、残っている毒のせいなのか、雪平の攻こう撃げきによるものなのかは分からない。

「ん？　なんだこれ？」

　そこで、俺を中心にして何か半球上の不ふ透とう明めいな膜まくが展開されている事に気付く。

　不思議に思ってそれに触れた瞬間、

「うわっ！」

　パリーン、という小気味よい音と共に、砕くだけ散った。

「もしかして結界……か？」

　状じよう況きようから察するに、呪いが解けた雪平が、俺が気絶している間モンスターに襲われないように張ってくれたってのが自然だけど………そんな事するなら、起こしてくれればいいのに。

　そもそもなんで殴られたんだか、全然分からないし。

「さて……どうするかな」

「あ、奏さんですっ」

　唐とう突とつに後方から声がかかり、振ふり返る。

　そこには見慣れた金きん髪ぱつの少女の姿があった。

「……ショコラか」

　まあ遊王子と雪平がいたんだから、ショコラもこっちに来ててもおかしくはないよな。

　気になるとすれば、身につけている衣装だった。

　遊王子にも増して肌はだの露ろ出しゆつが多く、まるで水着みたいな恰かつ好こうだった。

　魔法使いや僧そう侶りよとのバランスを考えたら、戦士系だろうか。鎧よろいや剣けんを持ってないから、格かく闘とう系の方かもしれない。踊おどり子なんかの特とく殊しゆ系もありえるな。

「ショコラ、お前のジョブは一体何なんだ？」

「ふーどふぁいたーです」

　フード……ファイター？

　それってテレビでよくやってる大食い番組の出演者の事だよな……どう考えてもＲＰＧ世界のジョブにはならなそうなんだけど……

「ふっふっふ。きいてください奏さん。わたしはものをたべるだけで、れべるあっぷできるのです」

　なんだそのチートシステムは……

「で、レベルアップするとどんな技わざを覚えるんだ？」

「おなかがすきます」

「は？」

「えっと、ですね。れべるあっぷすると、いぶくろが大きくなって、それまでよりたくさん食べられるようになります」

「つまり……まとめると？」

「ねんぴが悪くなります」

「クズみてえなジョブだな！」

　俺のツッコミをまるで気にせずに、ショコラはにこにこと笑えみを浮うかべていた。

「それではこの世界でわたしがたべて、おいしかったものをはっぴょうしていきますっ」

「いや、別に興味無いんだが……」

「まず第一にですね──」

　聞いちゃいねえ……

「『モノヘゲラブのブガベラブ焼き』です」

「……なんて？」

「『モノヘゲラブのブガベラブ焼き』です」

「悪い……もう一回だけ言ってくれるか」

「はい、『モノヘグラブのブガベラブ焼き』……あ、まちがいました。『モノヘゲラグのブガベラブ焼き』……あ、またまちがいました。せーかくには『モノヘゲラブのブガベラブ焼き』です」

「どうでもいいわ！」

　そもそもモノヘゲラブってなんだよ……とても食い物の名前とは思えないんだが。

「全然頭に入ってこないから、もっと短い食材のにしてくれ」

「わかりました。そういうことなら、『タコのブガベラボ焼き』をおすすめします」

「こっちにタコは存在するのか……というか調理法さっきと変わってないし」

「ちがいますよ、奏さん。さっきのは『ブガベラブ焼き』で、こんどのは『ブガベラボ焼き』です」

「それもどうでもいいわ！」

「あ、ちなみに『ブガベラボ』ってこっちの言葉で『どうでもいい』って意味ですよ」

「どんなミラクルだ！」

「ちなみに『どうでもいい焼き方』って意味なんでほんとうはただの『タコ焼き』です」

「最初からそう言えや！」

「あ、でもほんとうにただタコを切ってやいただけなんで、『タコ焼き』ですけど『タコ焼き』じゃないです」

「めんどくせえええええ！」

「そういえば、奏さんが大事にとっておいた高級くっきー、たべちゃいました」

「どさくさに紛まぎれて何カミングアウトしてんだ！」

　マジか……あれかなり楽しみにしてたのに。

　これはきつく説教しなくて──

「ん？」

　一いつ瞬しゆんにして空が暗くなった。何事かと思い、見上げた瞬間、

「なん──っ!?」

　そいつは、轟ごう音おんを立てながら、俺達の前に着地した。

「ド、ド、ド……」

　ドラゴンだった。

　さっきの怪かい鳥ちようも大きかったけど、とてもそんなレベルじゃない。体長十五……いや二十メートルはあるだろう。

　しかも、見た目からしてそんじょそこらのドラゴンじゃないのは明らかだった。

　だって体がギラッギラ金色だもの……ボスだよ。これ絶対ドラゴンの中でもボスクラスだよ。八大竜りゆうとかあったら、絶対最後に出てくるタイプ。

　これは……ヤバすぎる。

「おっきいですねえ」

　戦せん々せん恐きよう々きようとしている俺の横で、悠ゆう長ちようにアホみたいな感想を漏もらすショコラ。

「ほえー」

　そして、虫メガネみたいなものを取り出して、ドラゴンに向けた。

「こ、こんな時になにやってんだショコラ」

「これはあいてのすてーたすを調べられるあいてむなんですが、このどらごんさん、れべる99ですよ」

　カンスト……だと？

「に、逃にげるぞショコラッ」

「はあ」

　なんだその気の抜ぬけた返事は！　こいつには危機感が無いのか！

「ＧＲＵＵＵ」

　その時、ドラゴンが唐突に口を開けた。

　そして──

「なっ……」

　空気を切り裂さくような音と共に、そこから一直線の炎ほのおが放たれた。

　否いな。それは最も早はや、炎などという生易しいものではなく、一筋のレーザービームだった。

　それが放たれた先を見やる。

「噓うそ……だろ？」

　遥はるか後方にそびえ立っていた山が……吹ふき飛んでいた。

　だ、駄だ目めだ、これは文字通りレベルが違ちがい過ぎる……ん？

「このどらごんさん……まるやきにしたらおいしそうです」

「そ、そんな事いってる場合かっ！」

「ＧＲＵＵＵ……」

　最悪な事に、そのタイミングでドラゴンが俺達に視線を向けた。

「う……あ……」

　そのあまりの迫はく力りよくにすくんでしまい、動けなくなる俺。

　そして、ドラゴンが片足を上げた……ヤバい……踏ふみつぶされる！

　駄目だ……これはどう考えても逃げられない。脳が瞬しゆん時じに悟さとったその瞬間、

「ショコラッ！」

　体が、反射的に動いた。

　ショコラを押し倒たおし、その上に覆おおい被かぶさる。

　そんな事をしても無む駄だなのは分かり切っていたけど、半ば本能的な行動だった。

　くそっ、何とかショコラだけでも助ける方法は──

「……………………………………………ん？」

　しかし、いつまで経たっても衝しよう撃げきは襲おそってこなかった。

　おそるおそる目を開けてみる。

「ショコ……ラ？」

　そこには、信じられない光景が広がっていた。

「どらごんさん、あんまりあばれちゃだめですよ」

　ショコラがその細ほそ腕うで一本で、ドラゴンの足の裏を受け止めていた。

「よいしょっ」

「ＧＵＯＯＯＯＯ！」

　ショコラが軽く押し返すと、ドラゴンの巨きよ体たいがとんでもない勢いで吹っ飛んでいった。

　その距きよ離りは百メートル近くにも及および、そこでようやく勢いを失い頭から地面に落ちた。

「ＧＵＰＵＰＵＰＵＰＵ……」

　ドラゴンは、そのまま泡あわを吹いて気絶してしまった。

「どう……なってんだ？」

　開いた口が塞ふさがらないとは、こういう時の事を言うんだろう。

「かんたんな事です」

　ショコラはにっこりと笑った。

「わたし、れべる９９９ですから」

「いやどんだけ食ったんだお前!?」

　……そりゃあレベルが９９９あれば、たとえスキルが『腹ぺこ』しかなかったとしても、素す手でで99のドラゴン倒せるわな。

「これにて、いっけんらくちゃくですね」

「はは……なんかもう、全部馬ば鹿からしくなってきた……」

　脱だつ力りよくしながらショコラの横顔を見つめたその瞬間──

「あれ？」

　唐とう突とつに目眩めまいがして、その直後、視界が真っ白になった。

　この感覚は…………




　　　　＊




「はっ……」

　唐突な目覚め。

「ここは……」

　純白のシーツにベッド。クリーム色のカーテン。鼻につく消毒液のにおい……

「戻もどってきた……のか？」

　いくら見回しても辺りには、双そう頭とうの犬も、怪鳥も、ドラゴンも存在しない。

　そう、ここは間違いなく私立晴光学園の保健室だった。

「あ、目がさめたみたいですよ」

　カーテンがめくられて、見知った顔が現れた。

「ショコラ……」

「やっほー、甘っちだいじょぶ？」

「私達、三人も付き添そう必要あったのかしら」

　続いて顔を覗のぞかせる遊王子と雪平。

「よかった……お前らも戻ってこられたのか」

「もどるってなんのはなしですか？」

「いや、ＲＰＧの世界からだな……」

「ＲＰＧ？　あはは、甘っちまだ寝ねぼけてるみたいだねっ！」

「寝ぼけてる？」

「甘草君、あなた授業中に居い眠ねむりしたあげく、どうやっても起きなくて、今までずっと間ま抜ぬけ面づらでいびきをかいてたのよ」

　ずっと寝てた？……じゃあさっきまでのは全部夢……だったのか？

　それとも本当に選せん択たく肢しで飛ばされて、ショコラ達がその記き憶おくを消されてるだけなのか？

「まあ……戻ってこられたんだからどっちでもいいか」

　しかし、今後の精神衛生上、前者であると信じたい。

　うん、そうだ、全部俺の夢だったって事にしよう。いくら絶対選択肢でもあんなメチャクチャな内容は──




【選べ　①ホモしかいない世界へ飛ばされる　②ゲイしかいない世界へ飛ばされる】




　あんのかよ！

　う………………ぐう……

　俺は、泣きそうになりながら片方を選びとって、現実逃とう避ひを始めた。

「ば、馬鹿馬鹿しい。そんな世界が存在するはず──っ!?」

　俺は目を疑った。それまで着用していた制服が蒸発したかのように、一瞬で消失してしまった。

　つまり、俺が今身につけているのは下着のみ。

　こ、この状態でその世界に飛ばされたら──

「い、嫌いやだあああああああああああああああああああっ!!」







　私自身が、学園ラブコメを全力で拒絶している③
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「神様……ですって」

　私の疑問とも独り言ともとれない呟つぶやきに、天あま上がみ空そらと名乗った少女は答えます。

「うん、そうだよ。こう見えても私、結構偉えらかったりするんだよね」

　その瞳ひとみには一いつ切さいの虚きよ偽ぎの色が覗うかがえません。

　しかし、そんな非科学的な話を信じられるはずがありません。

　私が否定の言葉を口にしようとした瞬しゆん間かん──

「…………っ」

　また他人の記き憶おくが頭の中に流れ込んできました。

　それは、先日と同じ甘あま草くさ奏かなでという男のものでした。

　例の選せん択たく肢しにより、なにやらテレビゲームのような世界に飛ばされてしまったという、荒こう唐とう無む稽けいな内容。

　普ふ通つうなら夢や妄もう想そうの類たぐいと切って捨てる所ですが、その記憶は妙みように生々しく、現実感を帯びていました。

　そして──

『い、嫌いやだあああああああああああああああああああっ!!』

　そこで、甘草奏の記憶は途と切ぎれていました。

　この不可解な現象は一体なんなので──

「あれ。枯かれ木ぎちゃん、ぼーっとしてどうしちゃったの？」

　その天上空の声で、ふと我に返ります。

　体感的には相当長かったのですが……時計を確認してみても、ほとんど時間の経過はありません。

　やはり夢？　いや、でもあれは──

「おーい、枯木ちゃんってばー」

　再び天上空が声をかけてきます。

　そうです、今は訳の分からない他人の記憶よりも、神を名乗るこの少女の正体を探さぐる事の方が優先事じ項こうです。

「私、神様だよー。もうちょっと構ってくれてもいいんじゃない？」

「神？　馬ば鹿か馬ば鹿かしいですね。そんなものが存在するはず──っ!?」

　私は目を疑いました。それまで着用していた制服が蒸発したかのように、一いつ瞬しゆんで消失したのです。

　つまり、私が今身につけているのは下着のみ。

「……本当に神……なのですか？」

「あれ？　そっちが先？　もっとこう『キャーッ！』とか『エッチ！』みたいなのを期待したんだけどなあ」

　そうですね、普ふ通つうはそういう反応をして然しかるべきです。私は女子として大事な何かが欠落しているのでしょう。

「なんかつまんないから戻そーっと。ほいっ」

　その掛かけ声と共に、私の制服が戻ってきます。

　……これはもう、トリックとかそういう次元のものではありません。

　神かどうかは措おいておくとして、目の前の彼女が、人間を超ちよう越えつした何かである事は認めざるをえないでしょう。

「その顔は認めてくれたみたいだね。それじゃあ改めましてこんにちは。私は恋れん愛あいの神、天上空だよ」

「……その神が、私に何の用ですか？」

　私は警けい戒かいしながら問いかけます。神と名乗るこの少女の笑え顔がお……何やらとてもうさん臭くさいです。

「あ、そんなに構えないでよ。別に悪わる巧だくみとかしてる訳じゃないから。私はただ、恋愛っていうものを理解したいだけなんだ」

「理解したい？……恋愛の神なのに、ですか？」

「そうだよ。私はまだ、自分が司つかさどる恋愛っていうのがなんなのか、全然分からないんだ。それを理解する為ために、色々と頑がん張ばってる所ってわけ」

「下らない」

　私はその発言を、ばっさりと切って捨てました。

「そんなもの、理解する価値の無い感情です」

「いいねえ、枯木ちゃん」

　天上空は満足そうに私の目を見ました。

「私の期待通りで嬉うれしいよ。教えてあげるね。君がそういう人間だから、呪のろいのターゲットになったんだよ」

「……それはどういう意味でしょうか？」

「あのね、私はとーっても長い間人間達を観察してきたけど、どうしても恋愛が理解できないんだ。でね、人間の中にも、私ほどじゃないにしても恋愛に鈍にぶかったり、恋愛を忌き避ひしている子が存在するんだよね」

　天上空は私を見て、にやりと笑います。

「そういう私と同種の人間が恋こいに落ちる瞬しゆん間かんを観察すれば、私もその感情が理解出来るんじゃないかなって」

　同類の行動を己おのれの参考にする……まあロジックとしては理解できなくはないですが、しかし──

「それと頭の中の選択肢と、どういう因果関係があるのですか？」

「あ、大して意味は無いよ」

　至し極ごく軽い調子で答える天上空。

「ほんとに効率を求めるならさ、強制的に恋愛するような呪いにした方がいいんだよね。でもそれって私の趣しゆ味みじゃないんだなあ。もっとこう、面おも白しろおかしく異性と絡からんで、結果恋愛に結びつけばオッケーみたいな感じで」

　……どうやらこの神は大分享きよう楽らく的な性格をしているようです。

「もう一つ、質問があります」

「はいはい、何かな？」

「甘草奏という男は何者ですか？」

「あれ？　何で枯木ちゃんが奏君の事知ってるの？……あ、もしかして繫がっちゃってるのかな？」

　その表現の意味はいまいち分かりませんが、私の頭の中に、甘草奏の記憶が流れてきているのは事実です。

「ふふ、ごめんね。彼はさ、大本命なんだ」

「大本命？」

「そうだよ。彼はね、私が恋愛を知る為に絶対必要な──特別な男の子なんだ」

　天上空は、ひどく歪いびつな笑みを見せました。

「という事で枯木ちゃん。君はぶっちゃけると予備なんだよね。呪いの対象者が私の目的を知った上でパターンってのも試ためしてみたくてさ。そんな訳だから、とにかくまあ気楽にやってもらって構わないからね」

　天上空の言い回しは迂う遠えんで、いまいち要点が摑つかめません。

「もっと明確に述べてください。貴女あなたは私に何を求めているのですか？」

「だから、男の子を好きになるこ──」

「ありえません」

　私は被かぶせ気味に即そく答とうしました。

「ふふ、まあ私はそれでも構わないけどねー。枯木ちゃんが末永く呪いと付き合う気なら」

「それもありえません。私はそのような事に付き合う気は毛頭ありません。即そつ刻こくこの呪いとやらを解除して──っ!?」

　私はまた、目を疑いました。

　ほんの瞬まばたき程度の間に、天上空の姿が影かげも形も無くなっていたのです。

　周囲に隠かくれられるような物はなく……消えた、としか形容しようがありません。

「男を好きにならないと……選択肢がなくならない？」

　一人残された私の頭に、絶望の二文字が躍おどりました。

　そんな事……一生無理ではないですか。




「…………」

　翌日、暗あん澹たんとした気分のまま登校した私を迎むかえたのは──

「あ、あの、枯木さんよかったらこれ貰もらって──」

「お断りします」

　ラブレターを持って下げ駄た箱ばこで待ち構えていた男でした。

「い、一いつ生しよう懸けん命めい書いたからせめて読んでもらうだけでも……」

「無む駄だです。私が貴男あなたに恋愛感情を抱いだく可能性は絶無で──」

　そこで私は、はた、と動きを止めます。

　もし……もしも私がこれを受け取り、万が一この男に恋愛感情を抱くような事があれば……選せん択たく肢しは無くなるのでしょうか。

　私は、自分が目の前の男と手を繫つないで歩いている所を想像してみました。

「…………っ」

　駄だ目めです。猛もう烈れつな吐はき気が襲おそってきました。思い浮うかべただけでこれなのですから、実際にそんな事になったら、本当に嘔おう吐としてしまう可能性すらあります。やはり男など……最低の生き物です。

　男と恋するくらいなら、一生選択肢と付き合った方がまだ──




【選べ　①尻しり文字で『おしり』と書く　②乳文字で『おっぱい』と書く】




「……………………」

　私は今、生まれて初めて殺意というものを抱きました……自分の脳内に対してですが。

　なんですか……なんなのですかこれは！　意味が分かりません！　こんな事をしなければいけない意味が分かりませんし、②はそもそも単語自体の意味が分かりません！

「…………」

「さん？……どうしたの、もしかして体調悪い？」

　ラブレター男が心配そうに私を覗のぞき込みます。

　体調が悪いどころではありません。今にも割れそうに頭が痛いのです。

　これは………………ぐうっ……やるしか…………ぐ、うううっ！……ありません。

「…………」

　私はラブレター男にお尻を向けて──

「え？……え？」

　お・し・り

「ちょっ……枯木さん、何してんのっ!?」

　それを一番知りたいのは……私ですっ！




　教室についた私は、机に突つっ伏ぷして頭を抱かかえました。

　私が……この私が男に向かってお尻をっ……

　帰りたい……もう本気で帰りたいです。

　そこで、教室の隅すみの方から話し声が聞こえてきました。

「ねえ、聞いた？」

「なになに？」

「さっき枯木さん、告白してきた男子に向かって、お尻振ふって踊おどったらしいよ」

「はは、何言ってんの。あの枯木さんに限ってありえないっしょ」

「でも、見たって言ってるの一人や二人じゃないし……」

「マジで？……いや、やっぱりキャラじゃないで──あ、でもそういえば昨日……パンツ見てくれとか言ってたよね」

「うん……あれ、やっぱり聞き間ま違ちがいじゃ……ないよね」

　見れば、その二人だけではなく、クラスの皆みなが私の方をチラチラと窺うかがっています。

　このままだんまりを決め込んでどうにかなるような雰ふん囲い気きではありません……なんとか……なんとかしなくては。

「みなさん、聞いてください」

　落ち着きましょう、私。クラスの皆は、普ふ段だんとあまりにかけ離はなれた私の行動に、戸と惑まどいを感じている状態です。まだ決定的な事態には陥おちいっていません。

　私はいつも通りの平然とした表情のまま、教きよう卓たくへ向かいました。そして、淡たん々たんと語りかけます。

「昨日は私の発言により混乱を与あたえてしまい、誠まことに申し訳ありませんでした。あのような事をしてしまったのには、訳があるのです」

　喋しやべりながら頭をフル回転させます。あれだけの人数に見聞きされたのですから、今いま更さらパンツ発言やお尻文字をなかった事にはできません。

　下手に無かった事にするよりも、認めてしまって、そうせざるをえなかった理由付けをした方がよいでしょう。

　……しかし、そう簡単には思いつきませんでした。当たり前です。女子高生のパンツ見てくれ発言に正当性などあるはずもありません。

　……そうです、私は劇団に所属していて、そのセリフや動きを不意に口走ってしまったという事にしましょうか。

　少し……いや、大分苦しいですが、この際仕方ありません。

「みなさん、実は私は──」




【選べ　①教卓の上でウン○座りしながら、好きな歴史上の人物を叫さけぶ　②教卓の上で乳にゆう拓たくをとる】




　なんですか乳拓って!?　もしかして魚拓の乳バージョンですか！　馬ば鹿かなんですか！

　そんな事……そんな事出来る訳がありません！　もうこれは消去法で①しかない訳ですが……こちらも相当な地じ獄ごくです。

　…………私は、尊敬する俳人に、心の中で謝罪しました。

　ごめんなさい……堀ほり内うち雲うん鼓こさん。




　　　　＊




　ガン！　ゴガン！

「ちょっ……何してるの枯木さんっ！」

「見ての通り、壁かべに頭を打ち付けています」

　ゴガガンッ！

「や、やめなさーいっ！」

　私は養護教きよう諭ゆに、ベッドから無む理り矢や理り引きずり下ろされました。

「どっ、どうしたのよ枯木さん、目覚めていきなりこんな事……いつも冷静なあなたらしくもない」

「……面めん目ぼく次し第だいもありません」

「い、いや別にそこまで頭下げなくていいから……で、一体何があったの？　教室でその……変な事しながら変な事口走っていたみたいなんだけど」

　……変な事はしましたが、変な事は断じて口走っていません。私はただ、好きな歴史上の人物を叫んだだけです。

　その後で、あまりの屈くつ辱じよくと羞しゆう恥ちの為ために意識を失い、この保健室まで運ばれてきた、と……ああもう、このまま消えてなくなってしまいたいです。

　私は先生に離れてもらい、ベッドの上で蹲うずくまりました。

　なんとか……なんとかしなくては。事態はもう、演劇どうこうでごまかせる範はん疇ちゆうではなくなっています。対処療りよう法ほうではなく、根本的解決……つまり、選択肢を消し去るしかありません。

　つまりは、私が恋こいをしなくては…………無理です。

　それは……どう頑がん張ばっても無理です。

　状じよう況きようは完全に詰つんでいます……どうすればいいんでしょう。

　せめて誰だれかに相談できれば……といっても、頭の中に選択肢が～なんて言ったら、おかしくなったと思われるだけです。

　こんな私の状況を理解してくれる人間なんて──

　…………いや、一人だけいますね。

　私と同じ呪のろいをかけられている人間が。

　男をあてにするなど誠に遺い憾かんなのですが、もうそんな事を言っていられる状況ではありません。

　あの男──甘草奏に接せつ触しよくしましょう。

　そうと決まれば、ここで燻くすぶっている暇ひまはありません。私はカーテンを開けベッドから下りました。

　丁度そのタイミングで──

「ごほっ！　ごほっ！　うう……すまんが、ちょっと休ませてくれんかね」

　小太りで、頭とう髪はつが限りなくゼロに近い男が保健室に入ってきました………校長です。

「あら、校長先生。お風邪かぜですか？」

　養護教諭が心配そうに語りかけます。

「うむ、やられてしまったようだね。お、君は、風紀委員長の枯木美咲君じゃないか」

　そこで私の存在に気付く校長。

「君のおかげで校内の規律が保たれているよ。これからも頑張ってくれたまえ」

　男からの労ねぎらいなど欠片かけらも嬉うれしくありませんが、まさか校長を無視する訳にもいきません。

「はい。これからも風紀委員長として、他ほかの生徒の模も範はんとなるべき行動を──」




【選べ　①股こ間かんに手をあてて、もぐ　②股間に手をあてて、最低級の下ネタを言う】




　だから無いものをどうやってもげというのですか!?



















【選べ　①股間に手をあてて、もぐ　②股間に手をあてて、最低級の下ネタを言う】




　馬鹿なの？……マジで馬鹿なの？

「ぐああああっ！」

　早くないですか……頭痛がくるの早くないですか。あんたもうちょっとこう、情けとか──

「あげろぐえっ！」

　やるやる！……やりますよ！　やればいいんだろ！

　俺は、股間に手をあてて──

「もぎたて一番搾しぼりっ！……ってもげる訳ねーだろ！」

「「「…………」」」

　クラスの女子達から白い目で見られるのも、もう慣れたもんだ。

　そう、慣れてるから全然辛つらくない……辛くないよな……辛くないもん……ぐす。

「甘あま草くさ君」

　こぼれそうになった涙なみだをなんとか押しとどめていた所で、背後から声がかかった。

「ふらのか……」

　雪ゆき平ひらふらの。白く輝かがやく髪かみが特とく徴ちよう的な、顔立ちの整った女の子だが──

「今、もごうとしたのはチンチ○かしら？」

「お前なんて言った!?」

「キンタ○だけど」

「ひどくなってんじゃねーか！」

　……このように、口を開けば下ネタのオンパレードなので、『お断り５フアイブ』などという不ふ名めい誉よな称しよう号ごうを与えられている……ちなみに俺もだけど。

「奏かなでさーんっ」

　そこでドアが開いて、ショコラが入ってきた。

「きいてください、奏さんっ。五組のだんし、山やま戸とさんと座ざ裸らさんは、とってもなかがよくて、らぶらぶなんだそうですっ」

「……なんでそれを俺に言うんだ」

「いますぐまざってきてくださいっ」

「交ざるか！」

　……このショコラ、訳あってうちに居い候そうろうしているんだけど……隙すきあらば、人をホモの道に引きずり込もうとする腐くさりきった奴やつだ。あと、食っちゃ寝ねするだけのニートだし……何で俺、住まわせてるんだろう。

「お、なんか楽しそうだねっ！」

　そこでまた、別の軽快な声が響ひびく。

　その主は遊ゆう王おう子じ謳おう歌か。言わずと知れた大だい企き業ぎよう、『ＵユーＯオーＧジー』の社長令れい嬢じようであるにもかかわらず、そのフリーダムすぎる言動から、『お断り５』入りしている変わり者だ。

「いや、全然楽しくはないけど……ん？　何持ってるんだ？」

「あ、これ？　ゲームなんだけど、奏っち知ってる？」

　謳歌が手にしたパッケージに描えがかれていたのは、『カタオモイ☆乙女おとめ』の文字。

　それは、二年くらい前に発売されたギャルゲーだった。そのタイトル通り、ヒロイン達はみんな主人公に惚ほれているのに、超ちよう鈍どん感かんな主人公は全くそれに気付かない。

　なんとか主人公の気を引こうとするヒロイン達の健けな気げな姿がおおいに受け、ここ数年のギャルゲーでは一番の大ヒットとなった作品だ。

　メディアでもかなり取り上げられ、この間までアニメも放送されていたので、オタクじゃなくても名前だけは聞いた事ある、なんて人も多いだろう。

「ああ、『カタ女じよ』だろ。知ってるけど、どうしたんだ？」

　知ってるどころか、かなりやり込んだゲームだ。全ヒロインルートクリア、ＣＧコンプリートは当然として、細かい選せん択たく肢しによる分ぶん岐きも網もう羅らし、攻こう略りやくサイトに頼たよらずにテキスト既き読どく率百パーセントまでこぎつけた。

「なんかねー、開発部の人達がスピンオフ作品を出したいらしくて、サンプル作ったから、高校生の意見が聞きたいんだって」

　開発部？　ああ、そういえば、カタ女作ってるメーカーって、ＵＯＧの系列だったな。

　まああれだけ売れてるんだから、スピンオフの企き画かくが出るのも当然だろうな。

　謳歌はバッグに手を突つっ込んで、勢いよくパッケージを取り出した。

「まず一個目は……これだっ！」

『カタオモイ☆乙女』公式スピンオフ第一弾だん『肩かた重おもい☆トメ』

「ただの婆ばあちゃんじゃねえか！」

　パッケージには、肩に手をやり苦痛に顔を歪ゆがめる老ろう婆ばが描かれている……公式が病気だ。

「……却きやつ下かだろ、どう考えても」

「うーん、駄だ目めかー。じゃあ二個目だねっ」

『カタオモイ☆乙女』公式スピンオフ第二弾『片かた方ほうゲイ☆片方ホモ』

「もう原形ねえじゃねえか！」

「奏さんはどっちがいいですかっ」

「なんでお前割り込んできた!?　どっちも嫌いやだわ！」

　興奮ぎみのショコラに、ドン引きしながらツッコミを入れる。

「さっきから、何の話をしているのかしら？」

　横からふらのが質問してくる。ああ、こういうの疎うとそうだしな。

「聞いた事ないか？　『カタオモイ☆乙女』っていうギャルゲーについてだ」

「ギャルゲー……ああ、萌もえ豚ぶた用のビッチな女しか出てこないっていうアレね」

　……もの凄すごい偏へん見けんだった。

「あのな、最近のギャルゲーはストーリーもしっかりしてて、特にカタ女は──」

「どうせ、会った瞬しゆん間かんに股またを開いてくるような女しか出てこないんでしょう」

「ビッチってレベルじゃねーぞ！」

「何か勘かん違ちがいしていないかしら？　私は、出会い頭がしらにカニの真似まねをする女しか出てこないんでしょう、と言っているのよ」

「誰だれが買うんだそんなもん！」

　その横で、謳歌がまたバッグをまさぐっていた。

「じゃあ、とっておきの三個目を──」

「もういらんわっ！」

　かぶせ気味にツッコミを入れたその瞬間──





【選べ　①　『カタオモイ☆乙女』の世界へ飛ばされる

　　　　②　『肩重い☆トメ』の世界へ飛ばされる

　　　　③　『片方ゲイ☆片方ホモ』の世界へ飛ばされる】






　なん……だこれ？

　この絶対選択肢に常識は通用しない。どんなに非現実的な内容でも、選択すれば必ずその通りになる。それは今までに嫌と言うほど体験済みだ。

　つまり、俺はどれを選んでもゲームの中の世界に飛ばされる事になる……いくらなんでもそんな事、ありえるのか？




【なお、いずれの選択をした場合においても、エンディングに辿たどり着かなければこの世界には戻もどってこられません】




　……ご丁てい寧ねいに追記が来ましたよ。

　でもこれは裏を返せば、クリアさえしてしまえば戻ってこられるって事か……

「ぐっ……」

　そこで、催さい促そくの頭痛が襲おそってくる。

　く……選ぶしか無い。

　でも②とか、どうすればエンディングに行けるのか想像がつかない。トメさんの肩こりを解消させればいいのか、はたまたトメさんと恋こいに墜おち──考えるのやめよう。

　③に関しては論外だし……消去法で①しかないよな。

　躊躇ためらいつつも①を選んだ瞬間──

「うっ……」

　一瞬にして視界が真っ白になり、俺の意識は断たち切られた。




　　　　＊




「うう……ん？」

　気がつくと、俺は地面に寝そべっていた。

「……ここは？」

　体を起こしながら辺りを見回す。

「外……だな」

　俺の呟つぶやきが示す通り、ここはどう見ても屋外。さっきまで晴せい光こう学園の二年一組にいたはずなのに……

　辺りには、通学、通勤中らしい学生やサラリーマンの姿が見られる。

　どこだろうか？　少なくとも、俺が毎日通っている道とは似ても似つかない。でも、なんだか不思議な感覚だった。初めて見る風景のはずなのに、全然そんな気がしない。

「あ、これって……」

　そこで気がつく。

　カタ女だ。この風景は、カタ女のアニメでよく見た、主人公の通学路だ。

　マ、マジでカタ女の世界に来てるのか……

「……ん？」

　そこで自分の恰かつ好こうも変わっている事に気付く。

　それはカタ女の主人公が通う、好すきヶが浜はま高校のブレザーだった。

　……ここまでくるともうここがカタ女ワールドだと受け入れるしかない。改めて絶対選択肢の無む茶ちや苦く茶ちやさ加減を思い知らされた。

「はあ……こうなったらもう……やるしかないよな」

　ため息と共に、決意を固める。どこまで非科学的だろうが、事実として異世界（？）に来てしまった以上、気持ちを切り替かえて脱だつ出しゆつの為ためにエンディングを目指すしかない。

　そう考えながら曲がり角にさしかかった時、

「はうう～、遅ち刻こくしちゃうよお～」

　何やら間延びした声が響いてきて──

「おわっ！」

「うわっ！」

　誰かと衝しよう突とつした俺は、その場に尻しりもちをついてしまった。

「は、はう～」

　俺の胸におでこをぶつけてしまったらしいその女の子は、地面にぺたん、と座り込んで額をさすっている。

　先に立ち上がった俺は、その子に手を差し伸のべる。

「ごめん、だいじょうぶだっ……うえええええっ!?」

　思わず奇き声せいを発してしまったが、無理もない。

　その女の子は『カタオモイ☆乙女』のメインヒロイン、片かた恋こいノゾミだったからだ。

　明るい栗くり色いろのツインテール。とろんとした眠ねむたげな瞳ひとみ、かわいらしく突き出たアヒル口……どこからどう見てもノゾミだ。

「あ、あの～」

　啞あ然ぜんとする俺に、ノゾミ（？）は怪け訝げんな表情を浮うかべながら立ち上がった。

「私の顔、なんか付いてるかな～？」

「い、いや、何でもない。ちょっとびっくりしちゃってさ」

「そっかあ～。よかった～。あ、ぶつかっちゃってごめんね～。私、片恋ノゾミっていうんだ」

「や、やっぱり……」

「やっぱり？」

「あ、いや、なんでもない……」

　主人公が転校初日のノゾミとぶつかる……まさにカタ女の冒ぼう頭とう部分そのままだ。俺が主人公ポジションに収まっているとするなら、この時点で彼女の情報を知っているのは不自然だろう。

　そこまで考えを進めた所で──




《①ちょっと話をしていく　②恥はずかしいので、この場から立ち去る》




　目の前に、選択肢が現れた。

　おお、これも正にカタ女そのままの展開だ。

　このゲームは腐くさる程ほどやりこんでいるから、攻略法は頭に叩たたき込まれている。ここで①を選べばノゾミの好感度は一気にあがるはずだ。

　しかし……絶対選択肢に比べて、この選択肢のなんと平和な事か。どっちを選んでも被ひ害がいがないなんて……最高すぎる。

　おっと、そんな事考えてる場合じゃないな。早くこの世界から脱出しなくては。

　まあ、好感度を上げる為だけに接するってのはなんか悪い気がするけど……そこはゲームだと思って割り切るしかない。もちろんここは①を選ぶ事にする。

「君、見慣れない顔だけど、ひょっとして転校生？」

　主人公と寸すん分ぶん違たがわぬセリフを発する。できるだけ原作をなぞった方がうまくいく可能性が上がるだろう。

「うん、そうなんだよ～。君、同じ学年の人だよね？　あ、よかったら学校まで一いつ緒しよに行ってくれないかな～？」

　こちらも原作通り、好意的な反応を見せるノゾミ。よし、この調子で──




【選べ　①「学校なんかよりホテル行かない？」　②「セック○しようぜ！」】




　……馬ば鹿かなの？　こんなとこまで出張ってくるなんて、マジで馬鹿なの？

「ぐううっ……！」

　拒きよ否ひすると激痛が襲ってくるのもいつも通りだ。ぐ……ゲーム内に来てまでこの仕打ちか……

「ど、どうしたの？」

　急に頭を抱かかえて苦しみだした俺に、心配そうな声をかけるノゾミ。

「……学校なんかよりホテル行かない？」

「……え？」

　よ、よし！　あまりに唐とう突とつすぎたんで、よく聞き取れなかったらしい。ここはうまくごまかして──




【選べ　①半ケツを出して「撫なでてください」　②半ケツを出して「舐なめてください」】




　ごまかせるか！

　お前マジでふざけんなよ選せん択たく肢し！　なんで初対面の美少女の前でそんな事──

「ぐああああっ！」

　尋じん常じようじゃない頭痛が。

「あ、あの……大だい丈じよう夫ぶ？」

　再び心配してくれるノゾミ……くそお……くそおおおおおおおおおおおおっ！

　俺は、断腸の思いで、ズボンをずりさげた。

「な…………………………………………………………………………………撫でてください」

　ノ、ノゾミなら……全国のオタ男子の心を虜とりこにした心優やさしい天使、ノゾミなら……この状じよう況きようも受け入れてくれるかもしれな──

「ひ、ひいいいいいいいっ！」

　……ですよねー。

　俺は涙なみだ目でズボンを引き上げながら、一目散に逃にげていくノゾミの後ろ姿を眺ながめていた。

「お、終わった……」

　これでノゾミのフラグは完かん膚ぷなきまでに叩き折れてしまった。この状態からのリカバリーは不可能に近いだろう。元の世界に戻る為には、他ほかのヒロインを攻こう略りやくするしかない。

　……ここはちょっと落ち着いて、状況を整理しよう。

　カタ女は大別すると、三つのルートに分けられる。




☆片恋ノゾミ　ルート

　いじらしいノゾミの姿に悶もん死しする人間多数。カタ女といえば彼女、といえるほどに有名なヒロインだ。あんなに分かりやすい態度に気がつかない主人公、死ねばいいのに。




☆毒どく蝮まむしサキ　ルート

　スケバンのサキが、デレていく様を丹たん念ねんに描びよう写しやするルート。デレ期に入ってからは、露ろ骨こつに好き好きオーラ全開なのに主人公はやっぱり気がつかない。死ねばいいのに。




☆星ほし空ぞらミルク　ルート

　主人公のクラスメイト、星空ミルクは、人類抹まつ殺さつの為に他星系から送り込まれたアンドロイドだったのだ。だが、ミルクはふとした事から主人公に惚ほれてしまい、使命と恋こい心ごころの狭はざ間まで葛かつ藤とうするが、主人公はどうしても気付かない。抹殺されてしまえばいいのに。




　さっきの選択肢で①の《ちょっと話をしていく》を選ぶと、ノゾミと一緒に登校する事になるが、②の《恥ずかしいので、この場から立ち去る》を選んだ場合、別のヒロインが登場してくる展開になる。

　そんな感じで考え事をしながら歩いていたら、いつの間にか、川沿いの土手まで来てしまっていた。

　ゲーム通りの展開だとするならばここは──

「おいテメエ、なめてんのかコラァ！」

　俺の思考を遮さえぎるように、何やら物ぶつ騒そうな声が響ひびいてきた。

　下の河原に目を向けてみれば、何やら不良っぽい奴やつらが誰だれかを取り囲んでいる。随ずい分ぶん物騒な状況だけど、これもカタ女のストーリー通りのイベントだ。

　だとすればその中心にいるのは、ヒロインの一人、毒蝮サキ──

「って、うええっ!?」

　俺の視界に飛び込んできたのは、金きん髪ぱつのヤンキー風少女ではなく……見慣れた黒くろ髪かみの女の子だった。

「お、謳おう歌か？」

　何度目を凝こらしてみても、間ま違ちがいない。恰好こそ毒蝮サキと同じスケバンスタイルなものの、中身は完全に謳歌だった。

　な、なんであいつまでゲームの世界に来てるんだ？




《①助けに入る　②助けを呼ぶ》




　そこで、選択肢が出現する。

　この選択肢も原作そのままだけど……とりあえず①しかないよな。

「ちょっと待った！」

　俺は、混乱した頭のまま割り込んでいった。

「ああん？」

「う……」

　不良のリーダー格らしき奴が睨にらんできた。な、なんだこいつ怖こわいぞ……

　ゲームだと立ち絵すら出てこないモブで、アニメでもちょっとコミカルに描写されていたのに、ここでは坊ぼう主ずにソリコミという、無む駄だに気合いの入ったビジュアルをしていた。

　だが、元の世界に帰る為ためには、ここで引き下がる訳にはいかない。

「女の子をこんな人数で取り囲むなんて普ふ通つうじゃないだろ。この子がなんかしたのか？」

「このアマが、俺の愛あい猫びよう『いなりん』に勝手にエサをやりやがったんだ」

「理由かわいいな！　別にいいじゃねえか！」

　原作だとサキの方から不良達にケンカをふっかけてるシーンなんだけど……中身が謳歌になった事によって、展開に変化が起きてるみたいだ。

「うるせえ！　『いなりん』にエサあげていいのは俺だけなんだよ！」

　逆ギレしたソリコミが、胸むなぐらを摑つかんできた。

　さて、どうするか……荒あら事ごとはあんまり得意じゃないんだけ──




【選べ　①股こ間かんを触さわらせ、ともだちん○する　②股間を触らせ、「それは私のおいなりさ○だ」】




　どっちでもやる事同じじゃねえか！

「ぐあああああっ！」

　すぐさま激痛が襲おそってくる……早くしろって事か……

　俺は、ソリコミの空いている方の手を握にぎって、下の方に誘ゆう導どうしていき──

「……それは私のおいなりさ○だ」

「なっ…………」

　ソリコミは目を見開いて絶句し、しばらく固まった後──

「な、なんだこいつヤベえ……お、おい、お前ら、行くぞっ！」

　ドン引きして、取り巻きを引き連れ去っていった。

　よかった……のか？

「あはは、きみ、面おも白しろいねっ！」

　そこで謳歌が声をかけてくる。

「きみ？……ていうかお前、こんなとこに来てるのに、なんでそんなに普ふ段だん通りの感じなんだ？」

「こんなとこ？」

「そうだ、いきなりこんなゲームの世界に来て、混乱してないのか？」

「ゲームの世界？」

　首をかしげる謳歌。なんだ？　さっきから微び妙みように話が嚙かみ合ってない気が……

「お前……遊王子謳歌だよな？」

「ゆうおうじおうか？　だれそれ？　あたし、毒蝮サキだよ？」

「…………マジか」

　目の前の少女は着ている服以外、毒蝮サキとは似ても似つかない。どっからどう見ても謳歌なんだけど……どうやら設定が混ざってしまっているらしい。

　という事は、さっきまで一緒にいた謳歌がそのままこっちの世界にきてるってわけじゃないのか？

「ねえ、きみの名前は？」

「ああ、俺は……」

　そこでふと考えてしまう。これは、どっちで答えるのが正解なんだろうか？　カタ女本来の主人公は運うん野の命めい人と（キラキラってレベルじゃない）だが、どうしたもんか……

　俺は少し迷って、ゲームの設定に合わせる事にした。

「……運野命人だ」

「うんのめいと？……じゃあ、うんっち？」

「その呼び方やめろ！」

　まあ、原作でも最初はサキに、運うん公こうとか言われて蔑さげすまれるから、イメージとしてはあんまり変わんないんだけど……

「やっぱりさっきの無しだ……甘草奏で」

「そーなの？　じゃあ甘っち……だとなんか違い和わ感かんあるな……奏っち。うん、奏っちで！」

　そう言って浮うかべた笑え顔がおは、どこからどう見ても謳歌だった。

「あ、ちょっとお腹なかすいてきたなー」

　そう言って軽く腹をさする謳歌（サキ）を眺めていた時──




《①バッグの中のやきそばパンを差し出す　②バッグの中のメロンパンを差し出す》




　これも、原作通りの選せん択たく肢しだった。

　一見硬こう派はなサキだが、実は相当な甘党だ。つまり、ここは②を選ぶのが正解だ。性格が謳歌なんでちょっと迷う所だけど……原作をなぞった方が無難だろう。俺は、バッグの中に手を突つっ込んだ。

「なあ、よかったらこのメロン──」




【選べ　①バッグの中の、やきそばの香かおりがするパンツを差し出す　②バッグの中の、メロンの香りがするパンツを差し出す】




　お前帰れよもう！

　……はい、文句言っても消えませんよね。分かってますよ。

「──の香りがするパンツ、もらってくれないか」

　俺の手に握られていたのは、よりにもよって女物の、超ちようエロい感じのＴバック……そしてメロンフレーバー。

「え？……え？」

　それが何かを認にん識しきした謳歌（サキ）の顔面が、真っ赤に染まった。

「か……か……」

　そしてぷるぷると体を震ふるわせた、その直後──

「奏っちのスケベーッ!!」

「お、おいっ！」

　制止も空むなしく、一目散に駆かけて行ってしまった。

　……まずい。これで、ノゾミに続いて、サキ（謳歌だけど）のフラグも破は壊かいされてしまった……おのれ、絶対選択肢め……

　心の中で、選択肢に悪態をついたその時、

「うっ……」

　急に目の前が真っ白になり──




　そして、夜。

「え？　夜？　え？」

　気がついたら、完全に日が暮れていた。今の今まで朝だったはずなのに……さすがギャルゲーの世界、場面転てん換かんはお手の物って事か。たったワンクリックで時間も場所もすっとばすからな。

「で、ここは……屋上か」

　さて、原作通りならこのシチュエーションでは、星空ミルクが登場するわけだけど──

「ぎゃあああっ！」

　そこで急に、とんでもない轟ごう音おんが響く。

　尻しりもちをついた俺の目に飛び込んできた光景、それは──

　屋上の床ゆかに、人が突き刺ささっていた。

「な……なっ……」

　繰くり返す。屋上の床に、人が突き刺さっていた。

　……いや、たしかにカタ女でも、ここはミルクが宇宙から飛来してくるシーンなんだけど……ミルクは綺き麗れいに着地するはずだ。

「う……」

　屋上に突き刺さったその少女と目が合う。

「……」

　ふらのだった。それは思いっきりふらのだった。

　まあ、謳歌がサキ化していたから、何となく嫌いやな予感はしてたんだけど……

「そこのあなた」

　ふらの（？）が無表情のまま、話しかけてくる。

「……なんだ？」

「ちょっと一発抜ぬいてくれるかしら」

「お前絶対わざとだろその言い方！」

　見た目だけじゃなく、セリフも完全にふらのだった。

　まあ、何にせよこのままでは話が進まないので、手を貸して引き抜いてやる。

「助かったわ……それじゃ」

「お、おい、待てよ……」

　ミルクと同じ、メタリックで露ろ出しゆつの多い衣装に身を包んだふらの（？）の背中に声をかける。

「あ、そうだ言い忘れていたわ」

　振ふり返ったふらの（？）は無表情のまま一言。

「私の存在は忘れなさい。さもないと……殺すわよ」

「う……」

　原作でもここは、ミルクが主人公の命人に口止めをするシーンだが、好こう奇き心しん旺おう盛せいな命人は、臆おくさずにミルクとコミュニケーションをとろうと試みる。

　ここもそれに沿った行動をするのが吉きちだろう。

「おいおい、いきなり物ぶつ騒そうだな。まずは名前くらい教えてくれよ。俺は、甘草奏」

　あ……つい本名で名乗ってしまったが、さっきの謳歌（サキ）の時も、結果的にそうなったし、そこは別にいいか。

「……私の名前は星空ミルクよ」

　やっぱりそういう設定なのか……

「ちなみに、下の名前は白はく濁だく液と書いてミルクと読ませるからよろしく」

「そんなわけねえだろ！」

「上から読んだら星空ミルク。下から読んだらくるみぽんちお」

「違ちがうだろ！　お前もう黙だまれ！」

「わかったわ。ただ、上が黙ったとしても、私の下の口はもっとおしゃべりよ」

「お前最低だな！」

「え……そんな……照れるわ」

「なんで喜んでんだ！」

　駄だ目めだもうこいつ完全にただのふらのだ。

「まあふざけるのはこの位にして……あなた、命が惜おしければ、これ以上私に関かかわらないほうがいいわ」

　ふらの（ミルク）が、原作に近いセリフを口にしたその時、




《①これ以上関わらない　②がっつり関わる》




　まあ、これは②しか考えられないよな。残念ながら他ほかのヒロインのルートに入れる可能性は、ほぼなくなってるし。




【選べ　①がっつり殴なぐられる　②がっつり抹まつ殺さつされる】




　……まあ、タイミング的にちょっとくるかな、とは思ってましたよ、ええ……

　……①しかない……いや①しかないんだけど……問題は、がっつりというのがどの程度かというこ──

「ひでぶっ！」

　頰ほおに、とんでもない衝しよう撃げき。

「へげしっ！」

　ちょっ……これ……洒落しやれにならな──

「はげらばあっ!!」

　……予想以上にがっつりだった。




　数分後、ボコられまくった俺は床に倒たおれ伏ふしていた。

　そんな俺を見下ろして、ふらの（ミルク）が呟つぶやく。

「ねえ、最後にキンタ○も殴っていいかしら」

「いいわけねえだろ！」

「……そう。ならあなたにもう興味はないわ」

　そのまま、すたすたと去って行ってしまうふらの（ミルク）。

　ヤバい……これはヤバいぞ。

　ノゾミ、サキ（謳歌だけど）、ミルク（ふらのだけど）全すべて玉ぎよく砕さい……このままじゃ、元の世界に帰れない。

　他に可能性があるとすれば──

「……アレか」

　脳のう裏りに、ある一つの考えが浮うかぶ。

「いや、でもあのルートは──っ!?」

　その瞬しゆん間かん、またしても視界が真っ白に包まれた。




「はっ!?」

　そして気がつくと、またしても時がすっとんでいた。

　時刻は夕暮れ。当然のように周りの風景も変わっている……学校近くの公園だ。

　こ、このシチュエーションは──

「奏……」

「うっ……」

　後ろから声を掛かけられて思わず息を吞のむ。

　この、男心をくすぐるような天然の甘い声……振り返らずとも間違いようがない……あいつだ。

　この時間帯、この場所でこのキャラが出てきたという事は──

『春原ヨウルート』に入ったという事だ。

　それは、ノゾミ、サキ、ミルクのどのヒロインとも、ルートに入る程ほど好感度を上げず、かといってＢＡＤエンドに行くほど低くもしないという、微び妙みようかつ絶妙な好感度状態を保った場合にのみ現れる、隠かくしルートだ。

　主人公、命人の親友、春原ヨウ（名字の読み方は『すのはら』ではなく『はるはら』である。そこはさすがに自重しているものの、カタ女開発者の、人生への多大なるリスペクトがうかがえるネーミングだ。何を言っているか分からない人は気にしなくていい）はとにかく女の子っぽい。声から容姿から仕草から、どれをどうとっても女の子にしか見えない。だが生物学的には間違いなく男だ。

　命人も、あまりにかわいらしいその仕草に度たび々たびドキッとしたりするものの、一線を越こえることは無い（当たり前だけど）。

　しかし……しかしこのルートではそれが裏返る。

　ヨウルートに入った日の朝、それまで男だったはずのヨウが女になる。何故なぜ、とか思ってはいけない。このルートではヨウが女の子になる。それが絶対的な事実だ。

　無む茶ちや苦く茶ちやな展開だけど、まあそこはゲームだし……というか現実世界でも俺、女の子にされたりしてるからな……

「……う」

　その時の事を思い出したら気持ち悪くなってきたけど、今はそんな場合じゃない。

　とりあえず、答えながら振り返る事にする。

「な、なんだ、春は──ら？」

　俺は、固まった。

　そこにいたのが、ハゲたオッサンだったからだ。

「え？……え？」

　もう一度言う。そこにいたのはハゲたオッサンだった。

「ど、どうしたんだ、お前……」

「ぼ、僕にも分からないよ。朝起きたら急にこんな風になってて……」

　妙に体をくねらせながら、原作と全く同じセリフを発するヨウ（ハゲたオッサン）。

　朝起きたらオッサンになってたとか……教科書で、巨きよ大だいな虫になってた話を読んだ事あるけど……ある意味それより悲ひ惨さんなんじゃないだろうか。

「奏……僕……こんな体になっちゃったけど……今までと同じように仲良くしてくれる？」

　げ、原作ではその上うわ目め遣づかいに命人が悶もだえる場面なのに、なんだこの絶望感は……

　答えに困ってしまった俺は、とりあえず命人のセリフをなぞる。

「あ、ああ……」

「ほんと、嬉うれしいっ！」

「うわあっ！」

　ヨウ（ハゲたオッサン）が抱だきついてきた。

　思わず振り払はらってしまった俺に、ヨウ（ハゲたオッサン）は悲しそうに俯うつむいてみせた。

「やっぱり……嫌……かな？」

　嫌です。

　そりゃあ、ハゲたオッサンに抱きつかれたら誰だれだって嫌でしょうよ……とは言えるはずもなく。

「そ、そんな事はないぞ……」

　再び命人のセリフをなぞる俺……なんかこれ、ドツボにはまっていってる気がするぞ。

「ほんと？……じゃあ……」

　もじもじしながら顔を赤らめるヨウ（ハゲたオッサン）。原作通りなら次は、手を握にぎってとせがまれるはずだ。心の準備をしておかなくては。

「キスして」

「なんで!?」

　俺のバリケードは一いつ瞬しゆんで粉々に破は壊かいされた。

「なんか……なんか僕……女の子みたいな気持ちになっちゃって……」

　うん、あなた、原作でも同じ事言ってましたよね……でも今、ハゲたオッサンですから。

「奏さんっ！」

「おわあっ！」

　急に声をかけられて、飛び退のく。

　そこに立っていたのは──

「シ、ショコラ……」

　見慣れた金きん髪ぱつの女の子だった。

「ショコラ？……わたしの名前はパルフェですよ？」

「パ、パルフェ？」

　いや、服装こそいつものチョコレートカラーじゃなくて、白を基調とした、カラフルなパフェみたいな色合いだけど、それ以外はどっからどう見てもショコラだよな……またこの世界の設定が混ざってるのか？……いや、パルフェって……これはカタ女じゃなくて、他のギャルゲーの話だよな……怒おこられない事を祈いのろう。

「奏さん、これはちゃんすですっ」

　ショコラ（パルフェ）がすごく弾はずんだ声で話しかけてきた。

「な、なんの？」

「ホモのです」

「意味分かんねえですけど!?」

「これ以上ない、ホモックちゃんすです」

「アタッ○チャンスみたいに言ってんじゃねえよ！」

「男のひとと男のひとにはさまれて……奏さんの何かがうらがえります」

「何がだよ！」

　ショコラだ……やはりこいつも完全にただのショコラだ。

「あ、あの……この子は？」

　置いてけぼりにされたヨウ（ハゲたオッサン）が、おずおずと声をかけてくる。

「あ、ああ、ちょっとした知り合いでだな……」

　言葉を濁にごす俺に対して、ショコラ（パルフェ）は声を張りあげた。

「あなたに、奏さんをやりたい放題にするけんりをあげますっ」

「勝手にやるな！」

　俺も声を張り上げたその時──




【選べ　①ヨウが女の子になる　②ヨウが女の子ようじよになる】




　……珍めずらしく俺に被ひ害がいがない絶対選せん択たく肢しだけど……なんだよこれ、②とか選ぶわけないだろ。幼女のヨウとか見てみたいなんて……ちょっとしか思わない……ちょっとしか。

　①だ①！　①に決まってるだろ！

　俺が、誰かに言い訳するように①を選んだ瞬間──

　美少女がいた。紛まごうことなき美少女が、そこにいた。

「え？……え？」

　戸と惑まどいつつも、しばらく自分の姿を確かく認にんしていたヨウは……その事実を受け入れた。

「奏……僕、女の子になっちゃったみたい……かわいい？」

「あ、ああ……」

　ええ、かわいいです、すごく。

「よかったあ」

「う……」

　な、なんだその反則的な笑え顔がおは……惚ほれてまうやろ！

　傍そばまで寄ってきて、顔を赤らめ、足をもじもじさせるヨウ。

「あのね……僕……僕……実は、男の子だった頃ころから奏の事──」

「だ、だめですーっ！」

　ショコラ（パルフェ）が、珍しく必死な感じで割り込んで来た。

「な、何かな？　君、さっきは奏の事、好きにしていいとか言ってたよね」

「そ、それはあなたが男のひとだったからですっ！」

　いやおかしいだろ！

　ショコラ（パルフェ）のその様子を見て、何かに気付いたような感じのヨウ。

「ひょっとして君……」

「はい、わたしは奏さんの事がだいすきですっ」

　なんの躊躇ためらいもなく頷うなずくショコラ（パルフェ）。う……改めて他人の前で言われると、やっぱり照れるな。

　どう反応したもんか困っていた所へ──

「あーっ！　奏っちが女の子といちゃいちゃしてるーっ！」

「…………」

「お、謳歌にふらの……」

　唐とう突とつに、謳歌（サキ）とふらの（ミルク）が現れた。

　いきなりな展開に、頭がついていかなかったが、そこへ更さらなる追い打ちが。

　ウインウインウイン！

　急にヒロイン達の頭上に、カラフルなオーロラのようなものが降り注いだ。

　こ、これはもしかして……

『修しゆ羅ら場ばバッドエンド』じゃないか？

　あまりに鈍にぶすぎて、誰からの思いにも気付かない命人に業ごうを煮にやしたヒロイン達が、一いつ斉せいにヤンデレ化。命人を○してしまうという、バッドエンドの中でもかなりダークな内容だ。

　ヒロイン達のイメージを壊こわしかねないエンドなので、宇宙からの唐突な精神操作電波によって、彼女達が正気を失い、欲よく望ぼうだけが暴走している、という設定の下もとに起こる、特とく殊しゆイベントとなっている。今のオーロラっぽいのは、おそらくその精神操作電波だろう。

　と、いう事は──

「奏……」

　不気味な感じで呟つぶやくヨウは、目の焦しよう点てんが全く合っていない。

「甘草君……」

「奏っち……」

　ふらの（ミルク）と謳歌（サキ）も正気を失ったような表情をみせている。

　で、でもおかしいぞ。本来ならばこれは、正ヒロインのノゾミ、サキ、ミルクの三人と命人の間で起こるイベントのはずだ。

　まあ、フラグが折れたノゾミが参加しないで、なりゆき上、代わりにヨウがいるのはまだ分からないでもない。

　だがこれは、片かた想おもいに気付かないという事が原因になっているイベントだ。いくらカタ女の設定を受けているとはいえ、このサキとミルクのベースは謳歌とふらのなんだから、俺に片想いしてるなんて事、ある訳が……

　そんな事を考えている内に、ふらの（ミルク）が目の前まで寄ってくる。

「甘草君……私がこれだけ想っているのに……あなたは……いつも……いつも……いつもっ！」

「え……ちょ……待っ……ぐええっ」

　そのまま首を絞しめてくるふらの（ミルク）。な、なんだこの力は……

　傍にいた謳歌（サキ）に助けを求めるが──

「げほっ……お、おい、見てないで……げほっ……助け──ぐええっ!?」

　なぜかみぞおちに思いっきりパンチを食くらわせてきた！

「奏っちの……奏っちの……にぶちんおたんこなすーっ！」

　そのまま、連続パンチを繰くり出してくる謳歌（サキ）。

「お、お前ら、やめっ……げほっ！……ぐえっ！……げほっ！……ぐえっ！」

　首絞めとみぞパンが情け容よう赦しやなく続く……こ、このままじゃヤバい──

　が、真にヤバいのはここからだった。

「僕のものにならない奏なら……イラナイ！」

「ひ……ひいいっ！」

　手に包丁を持ったヨウが、よたりよたりと歩み寄ってきていた！

「お、お前ら、あれ見ろあれっ！　ヤバいから放せっ！」

　が、ふらの（ミルク）と謳歌（サキ）は俺を絞めるのと殴なぐるのに夢中でヨウに気がついていない。

「ぐえっ！……げほっ！……ショ、ショコラ助け──ってお前何やってんだ!?」

「奏さんの……おしりの穴……ひろげましょう」

　正気を失ったショコラ（パルフェ）が俺のケツを左右に引っ張っていた！　お前だけなんか方向性違ちがうだろ！

「かれきにはなをさかせましょう……おしりのあなをひろげましょう」

「意味わかんねえ!?」

「奏死ね」

「うおおっ!?」

　そうこうしているうちに、ヨウが眼前まで迫せまっていた。

「ま、待て……待てっ！」

　俺の制止など全く耳に入っていない様子で、包丁を振ふりかざして腹の辺りに照準を合わせるヨウ。

「よ、よせええええっ!!」

　ヨウが、ぼそりと呟いた。

「中に……誰だれもいませんよ」

「お前ここでそのセリフは違うだろわああああああああああああああああああっ！」




　　　　＊




「うわあああああああっ！」

　急速に、意識が覚かく醒せいする。

「ああああっ……って、え？　こ、ここは？……」

　顔を上げつつ辺りを見回すと、目に飛び込んで来たのは晴光学園、二年一組の教室。

「奏さん、だいじょーぶですか？」

「へ？　あ、ショ、ショコラか……」

　元の世界に……戻もどってきたのか？

「奏っち、机に突つっ伏ぷしてずっとうなされてたけど、だいじょーぶ？」

　謳歌も声をかけてくる。

「お前、謳歌……だよな」

「へ？　そーだよ？」

　きょとん、とした表情の謳歌。服装もいつも通りの赤いブレザーだし、サキのようなスケバンの恰かつ好こうはしていない。自分の腹もさすってみるが、当然、穴など開いていない。

「よ、よかったあ……」

　ほっと胸をなで下ろした所で、ふらのの声が。

「甘草君、どんなエロい夢を見ていたのかしら？　下半身からミルクが漏もれ出ていたわよ」

「お前はどこでも変わらねえな！」

「？　何を言っているのか分からないわね……それより甘草君、精神の方は本当に大だい丈じよう夫ぶかしら？　うなされ方が、引くほど気持ち悪かったんだけど」

　う……そんなレベルだったのか。まあ、ギャルゲーの世界に行っていたなんて話したら、さらにドン引きされるだろうし、悪い夢でも見てた事にした方がいいだろう。

「はは、実はお前らが俺に、片想いしてる夢見ててさ」

「「……え？」」

　謳歌とふらのの表情が固まる。

　あ……ヤ、ヤバい！　弾はずみで余計な事言ってしまった！

　でも、変に言い繕つくろうのもなんだし、ここは軽い感じで流しとこう。

「はは、笑っちゃうだろ？　そんな事、百パーセントありえないのにな」

「「…………」」

　謳歌とふらのは、啞あ然ぜんとしたような表情になる……ふ、ふざけた感じで言ったのがまずかったか？

「そ、そんなに怒おこるなよ。そりゃ、どうやっても、何があっても、絶対に起こらないような事を言った俺が悪かったけど──」

「「………………」」

　あ、あれ？　なんかフォローすればする程状じよう況きようが悪化してるような……

「甘草君……」

「ど、どうした、ふらぐえええっ！」

　思いっきり喉のどを突かれた！

「……馬ば鹿か」

　ふらのはそのまま、小声で何かを呟きながら、去っていってしまった。

「げほっ！　げほっ！……な、なんなんだよあいつは。謳歌、あいつちょっと酷ひどいよな。俺の言う事は聞かないだろうから、ちょっとお前から言ってやってぎゃああっ!?」

　いきなりつねられた！

「な、なんで？……」

「あ、ごめん……ついつねっちゃった……でも……でも……奏っちのばかっ！」

　そのまま、ふらの同様、去っていってしまう。

「え？……え？」

　脳のう裏りにクエスチョンマークしか浮うかんでこない俺。

「ショ、ショコラ……あいつらなんであんなに怒ってるんだ？」

　そばにいたショコラに問いかけると、珍めずらしく、ちょっと呆あきれたような表情を見せた。

「……奏さんにおんなのこの相手はむりみたいですね……やっぱりもうホモのえじきになるしかないと思います」

「なぜに!?」

　……俺、なんか悪い事しただろうか？

「はあ……」

　あいつらがなんで機き嫌げんを損そこねてしまったのかは分からないが、そもそも、悪いのは絶対選せん択たく肢しだ。こいつのせいでギャルゲーの世界に飛ばされる事がなければ、こんな展開にはならなかっただろう。

　やはり、俺の人生を台無しにしているのはこの絶対選択肢だ。こいつさえさっさと脳内からいなくなれば──




【選べ　①股こ間かんのモノからちょっとだけ漏らす　②股間のモノがちょっとだけ小さくなる】




「くそおおおおおおおおっ!!」

　俺の股間と瞳ひとみから、それぞれ違う液体がこぼれ落ちた。







　私自身が、学園ラブコメを全力で拒絶している④
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「甘あま草くさ……奏かなで……はっ!?」

　私は慌あわてて自分の口を押さえました。

　彼からどう情報を引き出すかで頭が一いつ杯ぱいになり、思わずその名前を口走っていたようです。

　この私が無意識に男の名を呼ぶなど、あってはならない事態です……少し落ち着きましょう。

「…………ふうう」

　私はようやく辿たどりついた晴せい光こう学園の校門の前で、深呼吸しました。

　頭の中に流れ込んできた甘草奏の記き憶おくから、学校名は分かりましたがそこは県外……それもかなり遠方でした。

　という事で、私は今日生まれて初めて学校をサボタージュしてしまいました。

　小学校の頃ころから続く皆かい勤きん賞も途と絶だえてしまいましたが、背に腹はかえられません。私の人生がかかっているのですから。

　これは決して大おお袈げ裟さではありません。なぜなら──




『もぎたて一番搾しぼりっ！……ってもげる訳ないでしょう！』




　……校長の前で、あんな事を言わされたのですから。

　最低級の下ネタなどと言われても思いつかず、催さい促そくの頭痛が襲おそってきて……丁度そのタイミングで頭に流れ込んできた甘草奏の記憶から、その行動をなぞるしかありませんでした。

　早く……本当に早くなんとかしなくては。

　その鍵かぎとなるのはやはり、甘草奏です。

　あの男に聞きたい事は、山ほどあります。

　この選択肢について、私の知らない情報を有しているのか。

　なぜ、私の中に彼の記憶が流れ込んできているのか。

　なぜ、あそこまで尊厳を踏ふみにじられて、自殺せずにいられるのか。

　私の中に流れ込んできた、三つの記憶の時系列も気になります。甘草奏の、他の人物への呼こ称しようが変化していた事から、ギャルゲーとやらの世界に飛んだものが一番後だと考えられます。

　しかし、だとすると甘草奏の反応がいささか不自然です。以前にもファンタジーゲームの世界に飛んだ記憶があるはずなのに、ギャルゲーとやらの時も、まるで異世界が初めてのような反応をしていました。

　まあファンタジーゲームの件は、本当に夢だった可能性もありますが、少なくともその記憶の最後で、ホモかゲイ、どちらかしかいない世界に飛んだのは現実のはずです。

　甘草奏の中で、この三つの記憶はどういう認にん識しきをされているのでしょうか……どうにも解げせません。

　色々と考えている内に、ちらほらと下校する生徒の姿が見られるようになってきました。

　甘草奏は部活動には所属していないようですので、ここで待ち伏ぶせしていれば、必ず接せつ触しよくできます。

　そこでもう一度、校庭を覗のぞき込んだ先で──




「お、俺の股間に爆ばく弾だんがっ！　誰だれか……誰かさすって鎮ちん静せい化させてくれええええっ！」




　私の捜さがし人、甘草奏が下着一枚で校庭の真ん中に寝ねそべり、変態行こう為いをしていました。

　実際に生で見ると……なかなかに酷い有様です。

　しかし、同情している暇ひまはありません。

　私はあの男から何としても情報を聞き出さねばならないのです。

　あの変態行為の元げん凶きようである、脳内選択肢について。

「誰か……誰かさすってくれえええええええっ！」

　……とはいえ、さすがにあの状態では接触したくありません。

　あまりに見苦しいその姿から目を背そむけて数十秒が経過した頃──

「甘草ァ！　またお前かっ！」

　非常に野や蛮ばんな感じの声が聞こえてきて、私は再び校庭に目をやりました。

「ぎゃああああっ！　踏まれた！　俺の爆弾がグリグリされてるううううっ！」

「うるせえ！　いい加減にしねえと縊くびり殺すぞコラアアアアアッ！」

「ご、ごめんなさいいいいいっ！」

「あっ……」

　甘草奏は、物ぶつ騒そうな雰ふん囲い気きの小学生らしき女の子に追いかけられ、校内に逃にげていってしまいました……一体あの子は誰なのでしょう。

　いや……今はそれはどうでもいいですね。問題なのは、甘草奏の姿を見失ってしまった事です。

　この高校は日本でも有数のマンモス校で、敷しき地ち面積も広大です。闇やみ雲くもに追いかけるのは得策ではありません。

　という事はこの校門で待っているしか──

「あら、見慣れない顔ね」

　そこで、どこかで聞いた事のある声が聞こえました。

「……雪ゆき平ひら、ふらの？」

　顔を上げると、甘草奏の記憶に出てきた女子が立っていました。

　女子にあるまじき、下品でいかがわしい言動の連発……私にはまるで理解できない生き物です。

　普ふ段だんなら絶対に関かかわりたくない人種ではありますが、甘草奏の知人である彼女から、何か得られる情報があるかもしれません。

「あなた、どこかで会ったかしら？」

　怪け訝げんそうな表情の雪平ふらの。

「……いえ。私は今度、こちらに転校してくる予定の枯かれ木ぎ美み咲さきという者です。この学校に在ざい籍せきしている親しん戚せきがおりまして、そこから同学年の有名人である貴女あなたの事を聞き及およんでいました。不ぶ躾しつけに名前を呼んでしまい、申し訳ありませんでした」

　私は噓うそ八はつ百ぴやくを並べながら頭を下げました。甘草奏の記憶から察するに、この雪平ふらのは選択肢の存在を認知していないようです。余計な事を口走らないようにしながら情報収集せねばなりません。

「なるほど、そういう事だったのね。ではもしかしたら同じクラスになるかもしれないわね。ここで会ったのも何かの縁えんかもしれないわ。お近づきの印にパイオツの触さわりっこをしましょうか」

「…………」

「お近づきの印にパイオツの触りっこをしましょうか」

「…………」

「お近づきの印にパイオ──」

「あの……聞こえなかった訳ではなくて、あえて無視しているのですが」

「あら、それは残念ね。私のパイオツ触りテクは、池いけ上がみのディフェンスと同じくらい定評があるのだけれど」

　……一体この人は何なのでしょうか。とても年とし頃ごろの女子のセリフとは思えません。男でもここまで直接的に破は廉れん恥ちな輩やからはそうそういないでしょう……極きわめて不快です。

　ですが、ここで辞去してしまっては何の情報も得られません。上辺だけでも友好的な関係を築かねばなりません。

「貴女の要求には応こたえられませんが、お近づきの印として握あく手しゆなら──」





【選べ　①パイオツから手が生えてきて握手する

　　　　②パイオツから口が生えてきてハックシュン！

　　　　③パイオツで一発芸※恥はずかしがったらやり直しだＹＯ】






　…………この湧わき上がる怒いかりは一体どこにぶつければいいのでしょうか。

　①と②など選んだ日には、どこぞの研究所に送られて人体実験されてしまうかもしれません。かといって③も……

　語ご尾びがアルファベットになっている所も、より怒りを増ぞう幅ふくさせる要因となっています。

「ぐっ……」

　しかし、もうお馴な染じみになりつつある頭痛は、躊躇ためらう暇を与あたえてくれません。

　やるしかないのですが……急に一発芸といわれても、そんなもの今までに一度もやった事がありません。今回は模も倣ほうすべき甘草奏の記憶もありませんし……

「………………」

　頭痛に耐たえながら考えた結果──私は拳こぶしを高く突つき上げ、思いっきり叫さけびました。

「パイオー、いっっっぱーツ！」

「「「「「っ!?」」」」」

　下校中の生徒達が足を止め、一体何事かとこちらを見つめています……割と本気で泣きたくなってきました。

　そして雪平ふらのの反応は──

「……なかなかやるわね」

　認められてしまいました!?

「おい、誰だあの美人？」

「さあ？……つーかなんか……変な事叫んでたよな」

「ああ……聞き間ま違ちがいじゃない……よな」

「あの雪平と一いつ緒しよにいるし……そういう人間なのかもな」

　く……なんでこんな他県くんだりまで来て、冷ややかな視線に晒さらされなければならないのでしょうか。

　ここは一時退散して、少し離はなれた所から校門を見張る事にし──

「およ、ふらのっち、何してんの？」

　そこで、聞き覚えのある声が割り込んできました。

「あら、遊ゆう王おう子じさん」

　そこに立っていたのは黒くろ髪かみロングの美少女──遊王子謳おう歌かです。

　この少女も甘草奏の記き憶おくの中に出てきていました。雪平ふらののような破廉恥な振ふる舞まいはしませんが、その言動はあまりに自由すぎて幼よう稚ちです。

「およ、この子だーれ？」

「枯木美咲さん。今度うちに転校してくるそうよ」

「へー、そうなんだ。あたし遊王子謳歌。よろしくね、美咲っち！」

　満面の笑えみと共に手を差し出してきます……なぜ初対面の人間に、ここまで馴なれ馴れしく接する事ができるのでしょうか……女性はもっと慎つつしみ深く、貞てい淑しゆくであるべきです。

　この遊王子謳歌も、あまり関わりたくない類たぐいの人間です。が、さすがにここで無視する訳にもいきません。

「よろしくお願いします」

　私も手を差し出し、遊王子謳歌と握手を交かわします。

「あら？」

　その後ろで、雪平ふらのが何かに気付いたような声をあげました。

「遊王子さん、何かのビンがポケットからはみ出しているわよ」

「え？……あれ、これアバズレンＺだ。間違えて持ってきちゃったみたい」

「遊王子さん、それはたしか──」

「そう。あたしが開発した、飲むとえっちぃ気分になっちゃう、ちょっと危ないおクスリだよ。だからお母さん以外には飲ませないようにしてるんだ」

　……母親には飲ませているんですね。相当に歪ゆがんだ家族関係のようです。

　おっと。遊王子謳歌の家庭の事などどうでもいいのです。早く甘草奏の情報を聞き出さなくては。

「あの、お二人にちょっとお尋たずねしたい事が──」





【選べ　①アバズレンＺを飲む

　　　　②アバズレンＺを鼻から飲む

　　　　③アバンストラッシュをくらう】






　……③は初めて聞く単語ですが……物理法則を超ちよう越えつしたこの選せん択たく肢しにおいて、抽ちゆう象しよう的な内容を選ぶのは危険極まりありません。

　といいますかこの選択肢……選択というのは名ばかりでただの消去法ではないかという気がしてきました。

「ぐっ……」

　……まあ何にせよ、選ばなければいけない事に変わりはないのですが。

「………………失礼します」

「え？……あっ」

　私は遊王子謳歌の手から、アバズレンＺのビンを奪うばうようにして回収し、口に運びました。

「…………んくっ」

　……ああ、飲みきってしまいました。この媚び薬やくがどの程度の強さなのかは分かりませんが、集中して平静を保つように努めなければなりません。

　とはいえ所しよ詮せんは学生がお遊びで作った代しろ物ものです。自分で言うのも何ですが、私のような堅かた物ぶつにそんなに劇的な効果があるとは──

「あ……はあんっ」

　…………え？

　耳を疑いました。今、非常に淫みだらな声を出したのは……私なのでしょうか？

　冗じよう談だんではありません。私が……この私が、このような真似まねを──

「あ……ああんっ」

　な、なんですかこれは！……か、体の内側から……未知の快感が湧き上がってくるようです！

「ああ……あああっ！」

　だ、駄だ目めです……声が……声が止まりません。

「ちょっとそこのお兄さん、これ以上聞いていくなら百円になるわよ」

　雪平ふらのが金かね儲もうけを始めました!?

「あはは、うちのお母さんよりは効き目が薄うすいからだいじょぶだいじょぶ」

　貴女の母親は一体どうなっているのですか！

「あふ……はあ……はあっ」

　心の中でツッコミを入れている内に耐えきれなくなった私は、地面に座り込んでしまいました。

「おいおい、なんでこんなに人が集まってんだ」

「見ろよ、あの女子がなんかエロい事になってんだ」

「マジか……つうか、めっちゃ可愛かわいくね？　もっと近くに寄ってみようぜ」

「いや、でもあそこで『お断り５フアイブ』の雪平が……」

　更さらにギャラリーが集まってきてしまいました。幸い（？）にも雪平ふらのが集金しようと目を光らせているので遠巻きにではありますが、突とつ破ぱされるのも時間の問題でしょう。

　それまでになんとか、自力でこの快感を打ち消して──

「あれ？　ふらのさんと謳歌さん、どーしたんですか？」

　そこでやたらに気の抜ぬけた声が聞こえて、金きん髪ぱつの少女がギャラリーの隙すき間まから入ってきました。

　あれはたしか……ショコラという名前だったはずです。

「あらショコラさん、ちょっとこの雌めす犬が発情期に入ってしまってね」

　雪平ふらののとんでもなく雑な説明が入ります。

「うーん。何か他ほかの水分摂とれば薄まって、少しは症しよう状じようが緩かん和わされると思うんだけどなー。えっとあたしは……あ、モロダシンＣもポケットに入ってた」

　よく分かりませんが絶対に飲みたくありません！

「う……はああっ！」

　そうしている間にも、淫らな感情が内から溢あふれ出そうになっていきます。

「う……うううっ」

　な、なんという事でしょう。服が……服が脱ぬぎたくて仕方ありません！

　私の……この枯木美咲の誇ほこりにかけてそんな事をする訳には──

「く……ううっ」

　しかし、意識は拒きよ絶ぜつしていても体はいう事を聞いてくれません。私の手は勝手にボタンに伸のびていってしまいます。

　こ、このままでは──

「あ、それでしたらわたし、とってもいーものを持ってますっ」

　ショコラ嬢じようはそう言って、懐ふところから何かを取り出しました。

「はい、どーぞ」

　……この娘むすめは一体何を聞いていたのでしょう。

　バナナです……私の目の前にはバナナがありました。

　遊王子謳歌は水分と言っていたはずなのですが……

　しかしながら、何もないよりは遥はるかにマシです。胃の中にアバズレンＺだけというこの状じよう況きようは、早急に解消せねばなりません。

「あ、ありがとうございます」

　私は、ボタンにかかろうとしていた手を、何とかバナナに向かって伸ばして──





【選べ　①おっぱいポロリしながらペロリと食べる

　　　　②おっぱいモロモロ出しながらモリモリ食べる

　　　　③おっぱいにセットしてオットセイみたいに食べる】






　ふざけているのですか！　こんな……こんな真似ができる訳が──

「う……ぐううっ！」

　そこで耐えがたい痛みが襲おそってきました。そして、アバズレンＺの効果も当然残っていますので、気を抜くとまた、ボタンに向かって手が伸びてしまいます。このままでは①や②を選ばずとも、自動的に胸を晒してしまう事に……

「…………くっ」

　私は、ショコラ嬢からバナナをもらい受けると、自らの胸の隙間に差し込んで──

「オウオウッ！　オウオウオウッ！」

　……オットセイを模しながらバナナを食しました。

「お、おい……なんか……ヤベえぞ」

「ああ……やっぱり雪平とか遊王子のお仲間って事だな」

「正直引くわ……行こうぜ……」

　私の奇き行こうに、ギャラリー達は潮が引いたようにいなくなっていきます。

「オウ……オウウッ……」

　食べ終わるまでオットセイをやめられない私は、鳴きながら心の中で泣きました。

「うう……うぐ……」

　そして、なんとか食べ終わり、屈くつ辱じよくに呻うめく私の肩かたに、雪平ふらのが手を置きます。

「相当やるわね」

　更に認められてしまいました!?

　そして、遊王子謳歌も笑いかけてきます。

「あはは、面おも白しろかったよー」

　誰だれのせいでこうなったと思っているのですか！

　そして、ショコラ嬢も無む邪じや気きな感じで聞いてきました。

「ああやってバナナ食べるとおいしいんですか？」

　そんなわけがないでしょう！

「も……もういいです。貴女あなた達に関かかわっているとろくな事がありません」

　しかし、雪平ふらのは解放してくれませんでした。

「見えるわ……未来のあなたがオットセイプレイで夫の精を満足させる様子が」

　どうやったらそんな下らない事を思いつくんですか！

　遊王子謳歌も、私の拒きよ絶ぜつの意思を汲くみ取る様子がありません。

「ねえねえ、今度はアシカの真似まねしながらバナナ食べてみてよ」

　あんまり変わらないでしょう！

　そして、ショコラ嬢じように至っては──

「おうおうっ！　おうおうおうっ！」

　私の真似を始めました!?

　う……客観的に見るとこんなに酷ひどかったんですね。

　……ともかく、この三人から情報を引き出すのは困難という事が判明しました。やはり直接甘く──

「お、三人揃そろって何やってんだ？」

　そこで、後方から男の声がして、私は振ふり向きました。

「ん？　なんか見慣れない子も一いつ緒しよにいるな」

「甘草……奏」

























　ある日の昼休み。

『甘あま草くさ……奏かなで』

　……ん？

　名前を呼ばれた気がして、ふと振り返る。

　しかし、そこには誰の姿もなかった。

「気のせい……か」

「ちょっとそこのエロ草君」

　今度は気のせいじゃなく、たしかに呼ばれた。

　ふらのだ。でもこいつエロ草って言ったよな……こいつ今、エロ草って言ったよな。

「…………」

　反応するとまた調子に乗ってボケを被かぶせてくるのが分かりきっているので、無視する事にする。

「あら、聞こえなかったかしら。あなたを呼んだんだけど、エロクソ君」

　原形無くなってんじゃねーか！……と、ツッコミたくなったが、すんでの所で踏ふみとどまる。

「…………」

「フルネームで呼ばないと分からないかしら、エロクソナデナデ君」

　我が慢まん……我慢だ。

「…………」

「私を無視するとはいい度胸ね。エロクソが幼女をナデナデする事案が発生君」

「もう名前じゃねーだろそれ！」

　駄だ目めだった……

「ふふん」

　いや、そこで私の勝ちね、みたいなドヤ顔されても……

「というかお前さ……そんなにエロエロ連呼するなよ……」

「ごめんなさい。ちょっと昨日、江え戸ど時代の暮らしを紹しよう介かいする番組を観みたものだから、頭の中がエロでいっぱいになっていたのよ」

「は？　それでなんでエロが関係してくるんだ？」

「分からないの？　江戸＝エロじゃない」

「いや……かけらもわかりませんけど」

　強しいて言うならば、語感がちょっと似ているくらいだろう。

「はあ……しょうがないわね。じゃあ説明してあげるわ」

　ふらのは、黒板の前まで俺を連れていき、チョークを走らせた。

「ほら、『江』と『戸』って分解すると、『エ』と『ロ』が入っているじゃない」

「いや、まあたしかに入ってるけども……」

　だからと言って江戸＝エロというのは飛ひ躍やくしすぎだろう。大体パーツが余ってるし。

　ふらのはそんな俺の疑問を察したようだった。

「まあ、甘草君の考えている事は分かるわ。確かに使っていない部分が余っているわよね。あと、甘草君のアレの皮も余っているわ」

「なんで余計な事言ったし！」

　余ってない……俺の皮は断じて余ってない……余ってないですよ？

「自分で言っておいて何なのだけど、実は江戸＝エロというのは正確じゃないわ」

　言いながら、ふらのは更さらにチョークを走らせる。

「さて、江戸の江は『氵』と『エ』、江戸の戸は『[image: ]』と『ロ』と『─』で構成されているじゃない？」

　まあ、『戸』の最後のはらいの部分を『─』と捉とらえるのはちょっと無理な感じがしないでもないけど……

「さて、さっきの通り、ここから『エ』と『ロ』を抜ぬき出して『エロ』。そして残りの『氵』と『[image: ]』と『─』を会わせて──」

　言いながらふらのが黒板に書いた文字は『汁しる』

「これで分かったでしょう？」

「……いや、さっぱり分かりませんけど」

「要するに江戸＝エロ汁じるなのよ」

「エロ汁ってなんだよ……」

「○○○○だけど」

「……………………」

「○○○○だけど」

「聞こえなかったわけじゃねえよ！」

　……駄目だこいつ、女子高生として……いや、人として終わっている。

「とにかくそれを適用すると、江戸っ子はエロ汁っ子になるわ」

　……何言ってんだこいつ……マジで何言ってんだ……

「つまり、江え戸ど前まえ寿ず司しは、エロ汁前寿司なのよ」

　……くだらなすぎる。

「江○川乱歩は、『エロ汁に乱れる歩あゆみ』になるわ」

「誰だれだよ！」

　大体、『川』を使っていないし、無む理り矢や理り過ぎる……

「ちなみにここでも皮が余っているわ」

「川だろ！」

「エド・はるみはエド・はるみのままね」

「じゃあ言う必要ねえだろ！」

　俺がいい加減うんざりしかけた所で──

「お、なになに？　エロエロな話してるのー？」

　謳おう歌かが会話に入って来た。

「そうよ、遊ゆう王おう子じさん。今エロ汁の話で盛り上がっていた所よ……甘草君の股こ間かんが」

「黙だまれ！」

「そうなの？」

「そんな純じゆん粋すいな目で股間を見られても困るんですが……」

「あはは。エロ汁ってなんだかよく分からないけど、似た感じのなら持ってるよ」

　謳歌はそう言って、懐ふところから勢いよく何かを取り出した。

「これは……」

　謳歌が高々と掲かかげたビンには、『グレートアバズレン』との記述があった。

　前に持ってきた『アバズレンＺ』は、女性向けの精力剤ざい──という触ふれ込みの単なる媚び薬やくだったがこれは……

「アバズレンＺと何が違ちがうんだ？」

「あ、うん。それをたしかめる為ために、お母さんの朝食に混ぜてみたんだけど──」

「だからお前は母親を何だと思ってるんだ！」

「実験動物モルモツトだよ？」

「!?」

「お母さん、そう呼ぶとすっごい喜ぶから」

「駄目だこの家もう手て遅おくれだ！」

「あはは。でねでね、『グレートアバズレン』飲んだお母さんが、『私は銭湯のプロよ』とか言い出して、いきなり脱ぬぎだして大変だったんだ」

「なんで鉄てつ也やさんみたいになってんだ！」

　声を張り上げる俺の横で、ふらのが『グレートアバズレン』のビンを手に取る。

「あら、これも一種のエロ汁ね」

「もうその話やめろ！」

「見て見て奏っち。『グレートアバズレン』の他ほかにも、『アバズレンＺ』に似たシリーズがたくさんあるんだよ」

　謳歌は言いながら、嬉うれしそうにビンを並べていった。一体どこにこれだけの量を持ってたんだよ……

　疑問に思いながら、一個ずつ確かく認にんしていく。

『モロダシンＣ』

　酷ひどい……

『ウマナミンＡ』

　これも酷い……

『リポビクンＤ』

　そろそろ怒おこられるからやめた方がいいだろこれ……

『鋼はがねの錬れん金きん術じゆつＣ』

「ただのダジャレじゃねーか！」

　思わず声に出してツッコんでしまった。

『重課金Ｐ』

「単にモバ○スにはまってる奴やつじゃねーか！」

『Ｇ・Ｗの次はＸ』

「ガンダムの放送順並べてるだけだろ！」

　酷い……これは酷い。

「あはは、うちにあった試作品まとめて持ってきたから、よくわかんないのが多いよねー」

『アバズレンＺ』は謳歌自身が開発したらしいが、他のも同レベルで酷すぎるな……天下のＵユーＯオーＧジーが一体なにやってんだよ……

「みなさん、楽しそうになんのおはなしをしてるんですか？」

　厄やつ介かいな事に、ショコラまで話に入って来た。

「エロ汁の話よ」

「違うだろ！」

　余計な事を口走るふらの。

「えろ汁ってなんですか？」

「ショコラ……お前は知らなくていい」

　しかし、ショコラは興味を持ってしまったようだった。

「きになります。えろ汁っておいしーんですか？」

「ええ。それはもう、気絶する程ほどおいしいわよ」

　さらに余計な事を吹ふき込むふらの。

「でもエロ汁は大人の飲み物だから、ショコラさんにはまだちょっと早いと思うわ」

「そーなんですか……でも、わたしもえろ汁飲んでみたいです……」

「いや、お前らエロ汁エロ汁言い過ぎだから……」

　ほら、みんなこっちに注目してるし……

「奏さん、きょうのよるはえろ汁がいいですっ」

「ぶっ！」

　たまらず吹き出してしまう。

「奏さん……えろ汁ほしいです」

　物欲しそうに、俺に上うわ目め遣づかいを向けるショコラ。

「おまっ……そんな事言ったら……」

　案の定、注目していたみんなが一いつ斉せいにヒソヒソ話を始める。

「おい聞いたか、エロ汁だってよ」「あんな純粋な子に、何言わせてるのかしら」「甘草……許せねえ」「甘草に……甘草に俺のエロ汁をぶっか──」

「だから最後の奴は誰なんだよっ！」

　そろそろガチで犯人を見つけないと、俺の貞てい操そうが危ない気がする……

　まあでも、今はエロ汁の話題をやめさせる事を優先しなくては。

「ショコラ、今日の夕食は好きなもの作ってやるから、エロ汁の話はもうやめだ」

「ほんとですかっ！」

　しっぽ気をぴょこり、と立てて喜ぶショコラの横で、ふらのが口を開く。

「甘草君、エロ汁から逃にげようとしてもそうはいかないわよ」

「お前のその異様なエロ汁熱はなんなんだよ……」

　そして、謳歌も新たなビンを取り出した。

「奏っち、なんかもう一個出てきたよ。『アバズレンダイザー』だって」

「今度は大だい介すけさんかよ！」

　俺がいい加減うんざりしかけたその時──




【選べ　①江え戸ど時代（偽にせ）に飛ばされる※一定時間でこの世界に戻もどれます　②エロ汁時代に飛ばされる※一定量のエロ汁を飲めばこの世界に戻れます】




　……おい、なんだこれ。

　江戸時代に飛ばされるとか、いくらなんでもぶっ飛びすぎだろ……絶対選せん択たく肢しが物理法則を無視した存在とはいえ、これはさすがに……

　まあ仮に本当だったとしても、一定時間我が慢まんすれば戻ってこられるみたいだし……選んでみるしかないか……エロ汁時代とかいうのは論外だし。

（偽）ってのがなんだか気になるけど……俺は、躊躇ためらいながら①を選びとった。

「──っ!?」

　瞬しゆん間かん、意識が遠くなり──




　　　　＊




「う……うん」

　目が覚める。

　なぜだか地面に寝ねそべっていたので、体を起こしながら記き憶おくを辿たどる。

　えーっと……そうだ、俺はたしか教室で江戸時代に飛ぶっていう選択肢を──

「なっ……」

　顔を上げた俺は、思わず絶句してしまった。

　俺の目に飛び込んできたのは、着物姿で行き交かう人々に、並び立つ長屋……それは時代劇の中でしか目にした事のない光景。

　江戸だ……完全に江戸だ。

　一瞬夢かとも疑ったが、目に飛び込んでくる景色、耳に入る人々の喧けん噪そう、混在する雑多な匂におい、それらの全すべてがあまりに生々しく……とても虚きよ構こうのものとは思えなかった。

　しかし、本当に時代を超こえてしまうとは……改めて絶対選択肢の凄すさまじさを思い知らされる。

　確認してみれば、俺の恰かつ好こうもいかにも時代劇のモブ町人、といったものに変わっていた。

「さて、どうしたもんかな……」

　選択肢には一定時間で元の世界に戻れるってあったけど、一体どのくらいなのか見当もつかないしな……

　じっとしていてもしょうがないので、とりあえず町を歩いてみる事にしよ──

「ちょっとそこのあなた」

　そこで不意に後ろから声がかかった。

　反射的に振ふり返ったその先にいたのは──

「あ、ふらの！」

　その姿を確認して、思わず声を張り上げてしまう。

　妙みような形の帽ぼう子しに、茶色っぽい着物、足あし下もとはわらじという見慣れない恰好だったが、顔といい声といい、完全にふらのだった。

「ふらの？　あなたは一体何を言っているのかしら？」

　なぜか怪け訝げんな表情をみせるふらの……

「何って……お前も飛ばされてきちゃったのか？」

「飛ばされた？」

　なんだ、なんかリアクションがおかしいな。とぼけてるようには見えないし……ほんとに別人なのか？

「それに、誰だれと勘かん違ちがいしているのか知らないけど、私の名前は松まつ尾お芭ば蕉しようよ」

「松尾……芭蕉？」

　芭蕉って、あの芭蕉だよな……いやいや、たしかにそれっぽい恰好ではあるけど……

「あら、その顔は信じていないようね」

「いや、俺の知り合いに似てるような気がして……」

「なるほど。その知り合いがふらのという名前なのね。残念ながら私とは別人よ」

　きっぱりと断言する。

　うーん……俺の時代のふらのが飛ばされてきた訳ではなさそうだ。

　だとしたら芭蕉がふらのに瓜うり二ふたつなのはどう考えてもおかしい。そもそも性別が違ちがうし……この辺が（偽）の部分なんだろうか？

「では私が芭蕉だという事を証明する為ために、一句披ひ露ろうしましょうか」

　言うが早いか、芭蕉（？）は勝手に詠よみ出した。

「古池や　蛙かわず飛び込む　水の音」

　それは、誰もが一度は耳にした事があるであろう一句だった。正直、これを知っていたからといって芭蕉だという証明にはならないと思うんだけど……

「その顔からすると、まだ疑っているようね」

　俺の内心を察したような芭蕉（？）は更さらに言葉を続ける。

「ここからが私の真骨頂よ。この句自体も非常に綺き麗れいにまとまっているのだけれど、少し刺し激げきが足りない気がしたから、少し手を加えてみたわ。これを聞けばあなたも、私が本物の芭蕉だと認めざるをえないはずよ」

　とてつもなく自信に満ち溢あふれた表情になる芭蕉（？）。

「女によう房ぼうに　旦だん那な飛び込み　水の音」

「お前絶対ふらのだろ！」

　こんな最低な下ネタをかます女子が二人といるはずがない。

「あなたも疑うたぐり深いわね……私はそんな名前ではないと言っているでしょう」

　……まあ本人がそう言うならもう芭蕉でいいや。なんか追つい及きゆうするのめんどくさくなってきたし。

「……じゃあ松尾さん」

「あら、そんな堅かた苦くるしい呼び方をしなくてもいいわよ。もっとフランクにバッキーと呼んで頂ちよう戴だい」

　バッキーってお前……しかもフランクとか……もっと江戸感を出せよ……

「じゃあ……バッキー」

「誰がボッキーよ！」

「言ってねえだろ！」

　……完全にいつもの教室でのやりとりと同じノリだった。

「お近づきの印に、もう一句披露したいんだけど、聞いてくれるかしら、ボッキー」

「なんで俺がボッキーだ！」

　無表情のまま下ネタを連発するこういう所も、ふらのそのまんまなんだけどな……

「嫌いやがらずに付き合って頂戴。実は私、このエロ俳はい諧かいを広めたいと思っているの」

「エロ俳諧ってお前……エロ詩し吟ぎんみたいに言うなよ……」

「エロ詩吟？」

　おっと。思わず口走ってしまったが、この時代の人間が知ってる訳ないよな。

「あ、いや、気にしないでくれ。聞いた事あるはずないよな」

「あると思います」

「知ってんじゃねえか！」

　どうなってんだここは……もう世界観設定甘いってレベルじゃないだろこれ……

　芭蕉は俺の戸と惑まどいには一いつ切さい構わずに、淡たん々たんと句を披露する。

「夏草や　兵つわものどもが　夢の跡あと」

　まあこれも有名すぎるほど有名な句だな。

「これも、もうちょっとパンチが利きいたアレンジを加えてみたわ」

　いや、しなくていいから。余計な事しなくていいから。

「甘草や　童どう貞ていなので　夢の精」

「完全に俺の事知ってるじゃねーか！」

「どういう事？　私とあなたは完全に初対面だけど」

「いやいやいや、俺の事知らないんなら、なんで甘草なんて名前が出てくるんだよ」

「え？　あなたの名前は甘草なの？　それは気の毒に。というか知らないの？　甘草というのは、彼女いない歴＝年ねん齢れいの男を表すネットスラングなんだけど」

「どんな奇き跡せきだ！」

　というかここ、ネットまであるのかよ……もうどこにツッコんだらいいのか分からない。

　そしてもう相手にするの疲つかれてきたな……

　俺がうんざりしかけたその時──

「やっほー、芭蕉っち、何してんの？」

　後方から何やら聞いた事のあるような声が響ひびいてきた。

　振り返ってみるとそこにいたのは──

「謳歌？」

　やたらに豪ごう華かな着物を羽織った謳歌が立っていた。

「へ？　謳歌？　誰それ？」

　このリアクション……やはりこの謳歌も、俺の知ってる謳歌とは別人なのか？

「い、いや、知り合いにちょっと似てる気がしたから……」

「ふーん。そーなんだ」

　しかし、芭蕉と一いつ緒しよで、服装以外は完全に謳歌にしか見えない。

「ちょっと。ナンパにしても同じ手を何回も使うのはどうかと思うわ、ボッキー」

「だから誰がボッキーだ！」

「あはは、きみ、芭蕉っちの友達？　よろしくねっ」

「あ、ああ……」

　思わず差し出された手を握にぎってしまう。こういうノリも謳歌そのものなんだけど……

「相変わらず元気ね、将軍は」

　芭蕉の口から、何やら物々しい単語が飛び出した。

「将軍？」

「うん、そうだよ。あたし将軍」

　平然と頷うなずく謳歌（？）。

「将軍って……渾あだ名なかなんかなのか？」

　謳歌（？）は、俺の問いに対して首をかしげてみせた。

「へ？　あたしは本物の徳とく川がわ将軍だよ」

　徳川将軍って……マジで？

　そういえば通行人がみんなこちらに注目している。ちょっと耳みみを傾かたむけてみると──

「おい、あれ将軍じゃね？」「将軍ちゃん、相変わらず暇ひまそうねー」「将軍が城下町にくると、毎回なんかしらトラブるんだよなー」

　……どうやら本当に将軍らしい。

　しかし、そうだとしたら将軍に対する態度が軽すぎるだろ。マジでどうなってんだこの江え戸どは……

　まあいい、もう深く考えたら負けだ。目の前の人間は将軍という事で話を進めよう。

「……ところで、何代目の将軍なんだ？」

　芭蕉の活動時期を考えると、綱つな吉よしあたりの可能性が高いだろうな。

「むふふ、あたしは十六代将軍だよ」

　将軍からは、斜ななめ上の返答が返ってきた。

「は？　十六代って……何言ってるんだ？　徳川は十五代で終わりだろ？」

「へ？　そんな事ないよ？」

　またしても不思議そうな顔をされてしまった。まあ、このエセ江戸なら、十六代将軍がいてもおかしくないか。

　しかし、本当に十六代将軍だとしても、その年代に芭蕉がいるのはおかしいよな……ってそれも今いま更さら俺の常識にあてはめてもしょうがないな。

　……俺の知っている江戸時代とどこまで違うのか、確かく認にんしてみるか。

「ちなみに、歴代の徳川将軍を全員教えてもらっていいか？」

「オッケー、あたしに任せてちょっ」

　胸をドンと叩たたく将軍。

「じゃあ最初に……十五代将軍は？」

　俺の知っている史実と同じならば、慶よし喜のぶのはずだ。

「徳川慶よし男お」

「よしお？　慶喜じゃないのか？」

「よしのぶ？　誰それ？」

「いや、誰それって言われても……」

　どうやらふざけてる訳じゃないみたいだ。

「……十四代は？」

　これも史実通りなら、徳川家いえ茂もちのはずだ。

「えっと……徳川持もち家いえ」

「ただのマイホームじゃねえか！」

　駄だ目めだ……これはもう駄目な予感がぷんぷんする。

「十三代は？」

　家いえ定さだだ……家定であってくれ。

「徳川イエッサー」

「外国人じゃねえか！」

　というかそれ、人の名前ですらないんですが……

「十二代は？」

　これは普ふ通つうなら家いえ慶よしだ。

「徳川家がヨッシー」

「どんな状じよう況きようだ！」

　赤ちゃんマリオでもさすがにそこに住む事はできないだろ……

「十一代は？」

　これは家いえ斉なりだ。

「徳川家いえナリ」

「なんかコロ助すけみたいな発音になってますけど！」

　たしか、キテレツ斎さいは江戸時代の人だったはずだけど、だからといって将軍の名前がこれでいいという理由にはこれっぽっちもならないよな……

「十代は？」

　これは家いえ治はるだったはずだ。

「家いえ貼はる」

「おお！　初めて合ってた！」

「ん？　どういう事？」

「いやいや、こっちの話だ。家に、治めるで家治だよな？」

「治める？　違ちがうよ。ぺったんこの貼はるだよ」

「ぺったんこ？……ああ『貼る』か」

　惜おしい……漢字違いだった。

「ちなみに、渾名はサロンパ○将軍だったって」

「将軍馬ば鹿かにしすぎだろ！」

　ここまでおかしいと、逆に続きが気になってくるな……

「九代は？」

　これは普通なら家いえ重しげのはずだ。

「徳川家のローンが四十年で気が重い」

「ただのサラリーマンの心境じゃねえか！」

　ラノベのタイトルじゃないんだから、文章みたいにするなよ……

「……八代は？」

　これは言わずと知れた吉よし宗むねだ。この人は徳川将軍の中でもかなり有名な部類だろう。個人的には暴あばれん坊ぼう将軍のイメージが強い。

「徳川松まつ平だいら健けん」

「駄目だもうどこにツッコめばいいのか分かんねえ！」

「ちなみに、名付ける時に、徳川松平健か徳川志し村むらけんで迷ったらしいよ」

「後ろもうまったく関係ねえじゃねえか！」

　いや、松平健も関係があるかと言われると激しく疑問だけど……

「七代は？」

　これは家いえ継つぐだ。

「徳川切きり嗣つぐ」

「英えい霊れいでも召しよう喚かんする気かよ！」

　ちなみに俺は、同作品に出てくる神父の声が異様に好きなんだけど……なんかあの声、何回も生で聞いた事ある気がするんだよな……まあ、声優さんに直接会った事なんてないから、気のせいだろうけど。

　ちょっと思考が脇わき道みちに逸それたな。さっさと続きを確認しよう。

「六代は？」

　これはたしか……家いえ宣のぶだったはずだ。

「徳川家のノブ」

「ただの一部品じゃねーか！」

　もう、俺の時代のキラキラネームがまともに思えてくるような酷ひどさだった。

「五代は？」

　これは綱つな吉よし。生しよう類るい憐あわれみの令れいなんかで有名な将軍だな。

「徳川よぉーしよしよし！」

「ムツゴロウさんじゃねーか！」

　動物好き繫つながりかよ……くだらなすぎる。

「四代は？」

　これは家いえ綱つな。

「徳川ＥイーＡエー２ツー７ナナ」

「コードネームみたいになってんじゃねーか！」

　もしくはスター・ウォー○とかに出てきそうな名前だよな……

「三代は？」

　だんだん残りが少なくなってきたな……これは家いえ光みつだ。

「笑しよう福ふく亭てい家いえ光こう」

「落語家みたいになってんじゃねーか！　徳川どこいった!?」

　家治（家貼）と逆で、漢字は同じでも読み方が違うパターンだった。

「二代は？」

　これは秀ひで忠ただだ。

「徳川ビデタダ」

「無料でケツ綺き麗れいにしてどうすんだ！」

　やだよ……そんな名前の将軍に国を任せんの、やだよ。

「じゃあ……徳川の最初の将軍は？」

　家いえ康やす。どんなに歴史に疎うとい人間でもその名前くらいは知っているだろう将軍だ。

「徳川犯人はヤス」

「ネタバレってレベルじゃねーぞ！」

　ひどい……史実と違うのはしょうがないにしても、この将軍達、あまりにひどすぎる。

　俺は、近くにいた芭蕉に声をかけた。

「な、なあ、ほんとに歴代将軍ってそれで合ってるのか？」

「ええ」

　芭蕉は、さも当然とばかりに頷うなずいた。

「あ、でも初代だけは間ま違ちがってるわね」

　そうなのか……まあ性格ふらのだからいまいち信用ならないが、一応聞いてみる。

「徳川犯人は崖がけの上で自白する」

「二時間ドラマじゃねーか！」

　しかももう家康のもじり要素ゼロだし……

「冗じよう談だんよ。徳川犯人はヤスで合ってるわ」

　いや、それも冗談にしか聞こえないんですが……

　こいつらが共きよう謀ぼうしてふざけている可能性は否定できないからな……まともそうな第三者に聞いてみた方がいいだろう。

「あの、ちょっといいですか？」

　俺は、その場を通りかかった男性に声をかけた。

「おう、なんでえ」

　男性は、リアル江え戸どっ子口調で答えてくれる。

「あの……徳川の六代将軍って誰だれでしたっけ？」

「はぁ？　おめえ何言ってんだ。そんなの徳川家のノブに決まってんだろうが」

　……マジか。

「えっと……ちなみに三代将軍は？」

「笑福亭家いえ光こうだろ？」

　さも当然とばかりに答える男性。

「じゃあ最後に……初代は？」

　これで犯人はヤスって言われたらもう認めるしかない。

「徳川犯人は謎なぞのエフェクトがかかって全身真っ黒」

「コナ○君じゃねーか！　それは江え戸ど川がわだろ！」

「かかかっ！　冗談の通じねえ奴やつだな。徳川犯人はヤスだろ」

　いや、だからそれも冗談にしか聞こえないんですが……

「あ、ありがとうございました……」

「おう、いいってことよ！」

　男性は、片手をあげながら去っていく。

「どうどう、信じてくれた？」

　将軍が嬉うれしそうに声をかけてくる。

「まあ信じざるを得ないよな……あ、ところでお前の名前は？」

　まだ十六代将軍としか聞いていない。

「あたし？　あたしは徳川ルイ16世だよ」

「もう制度が変わってるじゃねえか！」

　芭蕉が無表情のまま、淡たん々たんと呟つぶやく。

「細かい事気にしないでええやないかーい」

「それ53世だろ！　あの髭ひげのやつだろ！」

　駄目だ……これ以上こいつらと付き合ってると、ツッコミでこっちの身がもたない。

　もうこの場から離はなれようとしたその時、

「奏さん、奏さん」

「ん？」

　声がした方を見てみると、少し離れた路地裏から誰かが手招きをしている。ここからじゃ暗くてよく見えないけど、この声は……

　談だん笑しようする将軍と芭蕉から離れて路地裏に入ってみる。

「お、やっぱりショコラか」

　そこには見慣れた金きん髪ぱつの少女が嬉しそうに立っていた。

「奏さん、あえてよかったですっ」

「その反応からすると……お前はちゃんとショコラなんだな」

「ふみゅ？　わたしはわたしですよ」

　よかった。恰かつ好こうが花魁おいらんみたいだからちょっと心配だったけど、普ふ通つうにショコラだ。

「というか、この江戸は一体どうなってるんだ？」

「わたしもちょっと調べましたが、だいぶれきしがゆがんでしまっているようです」

「まあ、将軍の名前なんて誰一人として合ってなかったしな……」

「でもですね、大分すてきにゆがんでいるんですよっ！」

「素す敵てき？」

　なぜだか興奮したショコラは、しゃがみ込んで、地面に指で文字を書き始めた。

「奏さん、これはなんて読むかわかりますか？」

　ショコラの指差す先には、『公武合体』の四文字。

「公こう武ぶ合がつ体たいだろ」

　たしか、幕府が朝ちよう廷ていとの融ゆう和わを目指して推進した政策だったはずだ。

「ちがいます。これは、この江戸じだいでは、きみたけがったいと読みます」

「きみたけ？」

「はい、公きみ武たけさんという男のひとが、かたっぱしから他ほかの男性とがったいしていくという政策です」

「いやそれは政策でもなんでもないだろ……」

「ほかにもこーふんするゆがみがあるんですっ」

　しっぽ毛を最大限に振ふりながら鼻息を荒あらくするショコラ。

「徳川初代しょうぐんの犯人はヤスは、関せきヶが原はらのたたかいでしょうりをおさめますが、このたたかいのキャッチフレーズはなんだかしっていますか？」

　関ヶ原の戦いは一応あったんだな……ちょっと安心した。

「天下分け目だろ？」

「ちがいます、このせかいでは『お尻しりの割れ目』の関ヶ原です」

「いやケツ割ってどうすんだ!?」

「お尻の東側軍とお尻の西側軍の、そうぜつな戦いだったそうです」

　……何がどう壮そう絶ぜつだったかは聞かない方がよさそうだ。

「野や郎ろう歌か舞ぶ伎きってしってますか？」

「ああ、たしか、現代の歌か舞ぶ伎きの原型になったやつだよな」

「そうです。でもここでは『やらない歌舞伎』になってます」

「やらねえよ！」

　くそみそな香かおりがぷんぷんしやがる……

「ぶんかかんけいでは、まだありますよ。美人画でゆうめいな喜き多た川がわ歌うた麿まろさんは、このせかいでは、ＢＬ本の大家、喜多川受うけ麿まろとしてコミケで──」

「コミケまであんのかよ！」

　もうほとんど現代じゃないのか、ここ……

「ほかにも、西さい郷ごう隆たか盛もりと勝かつ海かい舟しゆうの会談によってなされた江戸城のおケツ開帳」

「いや無血開城だろ！」

　なんでこんなにショコラが喜ぶような、腐くさりきった歴史になってるんだろうか……

「はああ……なんてすてきなれきしのゆがみなんでしょうか」

　目をキラキラさせて、胸の前で手の平を合わせるショコラ。

「奏さん、わたし、こんな江戸じだいならずっといたいです」

「……いや、俺は帰るから一人で勝手に残ってくれ……」

　それにしても一定時間ってどのくらいなんだろう？

　そんな疑問が脳のう裏りをよぎった瞬しゆん間かん、

「──っ!?」

　急速に意識が遠くなり──




　　　　＊




「──さ。甘草」

「う……ん？」

　誰かが俺を呼ぶ声で、意識がゆっくりと覚かく醒せいする。

「こ、ここは……？」

　顔を上げると、そこは見慣れた二年一組の教室だった。

　よ、よかった……無事に戻もどってこられたんだな。

「どうした甘草、お前が居い眠ねむりなんて珍めずらしいな」

　日本史の先生が、俺を見下ろすように立っていた。

「あ、ああ、すみません、つい……」

　まさか江戸時代にいってましたなんて言えるはずもなく、とりあえず謝るしかなかった。

「じゃあ甘草に答えてもらうか。松尾芭蕉の代表的な句を一つあげてみてくれ」

　……なんてピンポイントな質問だろうか。

「はい。夏草や──」




【選べ　①江戸時代（偽にせ）バージョンで答える　②エロ汁じる時代に飛ばされる※一定量のエロ汁を飲めばこの世界に戻れます】




　……お前、どんだけ俺をエロ汁時代に飛ばしたいんだよ。

　常識的に考えて、ここは①しかないだろう……いや、全然常識的ではないけども……

「……あ、甘草や……童どう貞てい……なので…………夢の精」

「「「「「…………」」」」」

　教室が、何とも言えない空気に包まれる。

　数秒後、それまで固まっていた先生が、はっとしたように口を開いた。

「あ、甘草、俺の聞き間ま違ちがいだろうか？　もう一度言ってみてく──」

「はい」

　先生のセリフを遮さえぎるようにして、ふらのが挙手した。

「どうした、雪平」

「先生、童貞が許されるのは小学生までなので、甘草君を廊ろう下かに立たせてください」

「誰のせいだと思ってんだ！」

　思わずツッコんでしまったが、ふらのは軽く首をかしげた。

「？　甘草君、変ないいがかりはやめてもらえるかしら」

　く……たしかに正確には芭蕉のせいで、ふらのは関係ないんだけど……なんかもの凄すごい理り不ふ尽じんだ。

「甘草、質問を変えようか。徳川の三代目の将軍を答えてくれ」

　先生がとりなすように割って入ってくれた。でも、その質問は……

「はい。徳川い──」




【選べ　①江え戸ど時代（偽）バージョンで答える　②エロ汁時代に飛ばされる※一定量のエロ汁を飲めばこの世界に戻れます】




　……まあ、来ると思ってましたけどね。

「……しょ、笑福亭家いえ光こう」

　その時の先生の顔を表すなら[image: ]こんな感じだろう。

「……甘草、お前今、なんて言ったんだ？」

「……あの……笑福亭家いえ光こうです」

　後ろの席の謳歌が笑い出した。

「あはは、笑福亭だって。落語家みたいっ！」

「いやお前の先祖だから！」

「ん？　奏っち何言ってるの？」

　く……こいつも謳歌であって将軍ではないもんな……

「甘草……真ま面じ目めに答えなさい」

　温おん厚こうな先生がちょっと怒おこっていた。

「す、すみません」

「では、幕府が朝廷との融和を目指して推進した政策は？」

　せ、先生、そんな質問したらまた──




【選べ　①公きみ武たけに合体される　②エロ汁時代に飛ばされる※一定量のエロ汁を飲めばこの世界に戻れます】




　ほらな……ってなんか予想よりひどいんですけど！　公きみ武たけ合体って言って怒られて終わりじゃねえのかよ！

　ショコラが、期待に満ちた視線を向けてくる。

「わくわくですっ」

　いやお前が想像してるよりひどい事になってるから今！

　こ……これは……②を……選ぶしか…………ない……のか。

　く……くそおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!

　泣きそうになりながら②を選んだ直後、頭がクラクラとしだした。

　俺は……俺はこれからエロ汁時代に……飛ばされる。

　いや……こんなテンションじゃ駄だ目めだ！　負けるか！　エロ汁時代なんかに負けてたまるか！　エロ汁だろうがなんだろうが飲み干してさっさと帰ってきてやる！

　俺の……俺達の戦いはこれからだ！







　私自身が、学園ラブコメを全力で拒絶している⑤


[image: ]






　校門での邂かい逅こうから十数分後。

　私立晴せい光こう学園の屋上で、私は甘あま草くさ奏かなでと対たい峙じしていました。

　記き憶おくは途と中ちゆうで途と切ぎれていましたが、今こうしてここに立っているという事は、甘草奏は無事にエロ汁時代とやらから帰き還かんできたという事です。

　彼は無事に戦いを終えたようですが……私の戦いはこれからです。

「あの……話って何かな？」

　私は疑問を発した甘草奏を見み据すえます。

「うっ……俺……なんかした？」

　ただ単に見ただけなのですが、睨にらんでいるように感じられたのでしょう。

「いえ、貴男あなた個人には何の問題もありません」

　男である事……それだけが私の嫌けん悪おする唯ゆい一いつにして絶対の要素です。

　本来ならば、男と一対一で話す事すら苦痛なのです。早く目的を果たしてしまいましょう。

「実は私は──っ!?」

　そこまで話した所で、頭痛が襲おそってきました。

　何故なぜでしょう。別に選せん択たく肢しが出た訳でもないのに……まあ我が慢まん出来ない程ほどではありませんので、質問を続ける事にします。

「実は私は貴男と同じ──っ!?」

　先程よりも強い頭痛が……これはもしかして……『話すな』という事なのでしょうか。

　これは厄やつ介かいな事になりました。甘草奏に私が同じ境きよう遇ぐうだという事を伏ふせたままで情報を収集……さて、どうしたもので──





【選べ　①「実は私は貴男と同じで処せいてきけ女いけんがないです」

　　　　②「実は私は貴男と同じで露ろ出しゆつ狂きようなのです」

　　　　③「実は私は貴男とオナガザルごっこしたいのです」】






「……実は私は貴男とオナガザルごっこしたいのです」

　私のその発言に、甘草奏がぽかん、とした表情を見せました。

「そ、そうなんだ……正直……俺はあんまりしたくないけど」

　私だって絶対したくありません！

「えっと……」

　甘草奏が反応に困っています。このままでは、オナガザルごっこがしたくてわざわざ屋上まで連れてきたと思われてしまいます……早くリカバリーしなくては。

「……今のはちょっとしたジョークです」

「そ、そうか、そうだよな。いきなり変な事言い出すからびっくりしたよ。ジョークだっ──」

　そこで急に、甘草奏の動きがぴたりと止まりました。

「…………やるしか……ないのか……」

　そして数秒後、辛つらそうに呟つぶやいた直後──

　ぺろん。

「ひええっ!?」

　あまりの衝しよう撃げきに、私は素すっ頓とん狂きような声を発してしまいました。

「な、何をしているのですかっ……」

　臀でん部ぶです……甘草奏の臀部が剝むき出しになっています。

「いや……ちょっとした大人のジョークを……お尻しり怪かい獣じゆうケツペロリンっていうんだけど……」

「今時小学生でもそんな低てい俗ぞくな事しません！」

　思わずツッコミを入れてしまいましたが……間違いありません、甘草奏にも選択肢が出現したのでしょう。

「…………すんません……マジで」

　心中お察しします、と言ってあげたいのは山々ですが、ここは選択肢など知らない女子として振ふる舞まうしかありません。

「いえ、気になさらずに。貴男がそういう人間だという事は聞き及およんでおりますので」

「うう……まだ転校してきてない子にまでそういう認にん識しきを……」

　がくん、と肩かたを落とす甘草奏。しかし、今の私にフォローをしている余よ裕ゆうはありません。

　なんとか選択肢に関する情報を引き出さなくては。

　私がどう質問したものか、思案を始めた所で──





【選べ　①半ケツでお尻怪獣ケツペロリン

　　　　②半チチでおっぱい怪獣チチポロリン

　　　　③半目で……いや、白目でゴリラ怪獣ウホ顔リン】






　なんなのですかさっきからサルだのゴリラだの！

　しかし、どう文句を言おうと……やるしかない訳で。

「えっ……」

　私の渾こん身しんのウホ顔に、甘草奏がまたぽかん、とした表情を見せます。正確に言うと、白目を剝いているので確認はできていませんが……

「えっと……これは？……」

　……まだ頭痛も治まっていませんし、答えなければ、完かん遂すいした事にならないのでしょう。

「ゴ、ゴリラ怪獣……ウホ顔リンです」

「…………………………」

　引いています。ケツペロリンがウホ顔リンに思いっきり引いています……

「ご、ごほん……これはその……ちょっとした……ジョークです」

　うまい言い訳など浮うかぶはずもなく、さっきと同じ事を言う私。

「そ、そうか、そうだよな。ジョークなら仕方な──」

　そこでまた、甘草奏の動きが止まり──

　ぽろん。

　チチポロリンが出現しました!?

「…………」

「…………」

　……同じ呪のろいを持った二人の接せつ触しよくは、さながら地じ獄ごく絵図の様相を呈ていしてきました。

　なんとか……なんとかしなくては。

　なんとかして甘草奏に私の選択肢の事を伝え──ん？

　そこで私はふと、思います。

　ここまできたら、甘草奏も私の選択肢に気付いてもよさそうなものではないでしょうか。普ふ通つうの女子がこの様な奇き行こうをみせるなど、ありえないでしょう。そこになんらかの理由があるのではないかと考えるはずです。

「あの……さ」

　そこで甘草奏が遠えん慮りよがちに言葉を発します。

「なんでしょうか？」

「もしかして……転校してきたら『お断り５フアイブ』になるの、狙ねらってたりする？」

「……断じて違ちがいます」

　なるほど……この学校ではオナガザルごっこやウホ顔程度では、飛び抜ぬけた奇行には入らないのかもしれません。

　それにしても、選択肢と同等レベルを素でこなしている『お断り５』の雪ゆき平ひらふらのや遊ゆう王おう子じ謳おう歌か…………恐るべしです。

　……いけません、話がずれてしまいました。甘草奏に察してもらうのには期待できない以上やはり、間接的に情報を聞き出すしか──




【選べ　①甘草奏にキスする　②選択肢が一生消えなくなる】




　なん……ですか……これは。なんなのですかこれは！

　今までとは次元を異にする絶望感が私を包み込みます。

　こんなの……こんなのどちらも選べるわけが無いではないですか！

　②は論外ですし、①も……①もっ……

　口にしろ、という指定ではないですから、軽く頰ほおにするだけでも大だい丈じよう夫ぶなはずです。でも……でも。

「…………」

　私は甘草奏の顔を見つめます。とても綺き麗れいな造りをしていますし、少し話しただけですが、人格も善良な様子。選択肢さえなければ、きっと異性に人気が出ていた事でしょう。

　でも……でも駄目です……そういう事ではないのです。

「っ…………」

　あの男の顔が……母を置いて、他ほかの女と出て行った父の──あの男の顔が脳のう裏りに浮かびます。罵ば倒とうしながら追いすがる私の腕うでを突つき飛ばしたあいつの……冷たい……とても冷たい手の感かん触しよくが、鮮せん明めいに蘇よみがえります。

　頭では分かっているのです。男が皆みな一律にあいつのように、好色で性しよう根ねが腐くさっている訳ではないという事を。

　でも駄目なのです。あの幼少期の体験がトラウマとなり、私はもう反射的に男を拒きよ絶ぜつする体質になってしまっているのです。

　その私がキス？……ありえません。

　ですが、それをしなければ果てしなく選択肢と付き合う羽目に……この先の私の人生が終わるといっても過言ではありません。

　…………………………………………………………………………………こうなればもう、覚かく悟ごを決めるしかありません。

　プラスに考えましょう、捉とらえようによっては、トラウマを克こく服ふくするいいチャンスではないですか。

「……あの」

　私は意を決して、甘草奏に声をかけました。

「ん？　なに？」

「ちょっと……目を瞑つぶっていただけないでしょうか」

「え？……目？……まあ、別にいいけど」

　疑問には思ったようですが、特に拒こばむ事もなく素す直なおに目を瞑る甘草奏。

　これで……前準備は整いました。

　一方的に口づけする事になりますが、甘草奏には彼女もいないようですし、頰に軽く触ふれるだけですし、勘かん弁べんしてもらいましょう。

　私は、彼に向かって唇くちびるを近づけ──

「っ!?」

　その唇を触れさせようとした瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな吐はき気に襲おそわれました。

　駄だ目めだ……これは駄目です。

　男は下げ衆す、男は屑くず、男は野や蛮ばん、男は汚きたない……そんな言葉が頭の中を埋うめ尽つくしていきます。

　違います……最低なのはあの男だけです。世の中には、素す晴ばらしい男性だっているはずです。

　私は自らを奮い立たせて、再度口づけを試みました。

「あ……」

　駄目です……体が震ふるえて……これ以上動けません。

　なんで……なんでなのですか！

　これを……これをしないと私は一生選せん択たく肢しに──

「あっ……」

　そこで、甘草奏の瞳ひとみが開かれました。

「悪い……なんかただならぬ雰ふん囲い気きだったんで、目開けちゃった」

「…………」

「あの……もしかしなくても……キス……しようとしてたよね」

「…………」

　これは……言い逃のがれができません。

「申し訳ありませんでした」

　私は、その場で深く頭を下げました。

「無礼なのは承知しています……でも……でも私は……どうしてもそうしなければならないんです。こんなどこの誰だれとも知れない女とするのは不快かと思いますが……どうか一回だけ我が慢まんしていただけないでしょうか」

「ごめん、無理」

　甘草奏は即そく答とうしました。

「君がそうしたい理由は？」

　それは当然の疑問です。

「ごめんなさい……話せません」

「俺も恋れん愛あい経験が無いから偉えらそうな事言えないんだけど……キスってしなきゃいけないからするもんじゃないと思う」

「…………」

「したいから……相手が好きだからする。そうじゃなきゃ俺に対しても、君自身に対しても失礼だ」

「仰おつしやる……通りです。こういうものは……誰かに強制されるべきものではありません」

　では私は……私はどうすればいいんでしょうか。

「それに、そういう理り屈くつは抜きにしてもさ……そんな泣きそうな程ほど嫌いやがってる女の子にキスなんてしてもらえないって」

「……え？」

　言われて初めて気付きます。私の目め尻じりには……涙なみだが溜たまっていました。

　甘草奏は、私に怒いかりの視線を向けました。当然です。いきなり初対面の女がキスさせてくれとせがみ、その実、本人はそれを本気で拒きよ否ひしている……こんなもの、侮ぶ辱じよく以外の何物でもありません。

　私は、自分の浅はかさを深く恥はじました。

「……重ね重ね、申し訳あり──」

「誰？」

「……え？」

「さっきさ、誰かに強制されてるって言ったよな。君にそんな事させてるの……誰？」

　私は、何を言われたか理解するのに少し時間がかかりました。

　甘草奏が怒おこっていたのは私にではなく、それを強要していた者に対して？……どれだけお人好よしなんでしょう。

「俺、あんまり怒る事ないんだけどさ……女の子に無む理り矢や理りキスを迫せまらせる奴やつなんて……ちょっと許せない」

「あ、いや……誰とかではなく……」

「何か逆らえない理由があるんなら、俺が一いつ緒しよに行くからさ。ほら」

「あっ……」

　甘草奏が、私の腕を取りました。

「あ……あ……」

　その手は……とても……とても温かく──

「って、それもちょっと勇みすぎか。いきなりそいつのとこに乗り込むよりも、まずは事情を聞かせて──」

　そこで、甘草奏の動きがぴたりと止まりました。

「……………………………」

　そして──

「うっはああああペロペロォー。僕ちん床ゆか大好きペロペロォォォォォッ！」

　いきなり四つん這ばいになって床を舐なめ始めました。選択肢……無情なり、です。

　しかし気の毒ですが、私にはどうしてあげる事もできません。

「はっ」

　そこでふと思い出しました。そうです、私の選択肢もまだ継けい続ぞく中なのでした。甘草奏にキスするか、選択肢と一生付き合うか──

「……あれ？」

　選択肢が……ありません。

　これは……どうした事でしょう。

　この呪のろい、選ばない内に消えてくれるなどという甘いものではないはずです。

　もし、そんな事があるとすれば、それは根本的に──

「…………まさか」

　これは……そういう事なのでしょうか。

　先程から顔が爆ばく発はつしそうな程に熱を持っているのは──

「あ、あのさ……」

「ひゃうっ!?」

　いきなり声をかけられ、私は甲かん高だかい叫さけびをあげてしまいました。

「あの……なんか出鼻挫くじかれちゃったけど──ていうか俺が悪いんだけど──とにかく、事情聞いてそいつに文句言いに──あれ？　どしたの？」

「い、いえ……」

　ど、どうしましょう……まともに甘草奏の顔が見られません。

　私は……私はこんなに簡単な女だったのですか……

「そ、それはもう……大丈夫になりましたから」

「え？……どういう事？」

「…………………こういう事です」

「えっ？……」

　私は甘草奏の手の甲こうに、薄うすく口を付けました。

「そ、それはしたくてした事ですからっ！」

　そして、捨て台詞ぜりふのような言葉を残して、脱だつ兎との如ごとく逃にげ出しました。




　　　　＊




「はあっ……はあっ……ふうう」

　校門まで全力疾しつ走そうした私は、ようやく一息つきました。

　そして、自分の胸に手をやります。

　心臓が弾はじけんばかりに鼓こ動どうしているのは、物理的な要因だけではないのでしょう。

「これが……これが……恋こい」




「はい、おめでとう」




「っ!?」

　それまで誰だれもいなかった空間から、いきなり人が現れました。

「いやいや、まったく予想外の展開だね。まさか、枯かれ木ぎちゃんが奏君に恋して選択肢が消えるとはね」

「天あま上がみ……空そら」

　その少女……いや、神は、口の端はしを吊つり上げて私を見ます。

「まあでも所しよ詮せん予備は予備だね。君の恋する瞬間を観測しても、私は何も感じなかったよ。奏君と繫つながってたみたいだから、ちょっと期待してたんだけど……まあそれも消しちゃったやつだしね」

「消した？」

「そうそう。確かく認にんしてみたらさ、枯木ちゃんの頭に流れ込んできてたのは、私が奏君の頭から消去した分の記憶だったんだよね」

「記憶の消去……ですって」

　そんな馬ば鹿かげた事が本当に可能なので──いや、甘草奏の記憶の繫がり方の違い和わ感かんからして、それは事実なのでしょう。

　だとしたらそれは──

「…………」

「あ、『そんな事は倫りん理り的に許されません』みたいな顔だね。枯木ちゃんは優等生だからなあ。まあでも勘かん弁べんしてよ。これは奏君の為ためでもあるんだから」

「それはどういう意味でしょうか？」

「ふふ、今後の展開次し第だいでは奏君の記憶をいじる必要が出てくるからね。記憶の操作ってちょっとデリケートな作業だからさ、もしぶっつけ本番で何かあったら大変でしょ？　だから、今の内から予行練習してるってわけ。それに消してる内容も精神衛生上、むしろ忘れた方がいいようなやつばっかりだし」

　相変わらず、天上空の話は抽ちゆう象しよう的で摑つかみ所がありません。

「一体彼に……何をするつもりなのですか？」

「あはは。それは教えてあげないよ。なんたって、枯木ちゃんは恋のライバルだもんね」

「ああ、それに関してはご心配なく。私は今後、甘草奏とは一いつ切さい接せつ触しよくするつもりがありませんので」

「あれ、なんで？」

「たしかに私は甘草奏に瞬間的に恋をしました。でも彼が好きになるのは……私ではありません」

「え、どうしてそんな事分かるの？」

「恋する乙女おとめの直感です」

　おそらく彼が無意識に恋愛対象として捉とらえているのは、今日私が会った雪平ふらの、遊王子謳歌、ショコラ……この三人だと思われます。

「あの三人の方が、甘草奏には相応ふさわしいような気がするのです。不思議ですね……彼の事を好きなのは間ま違ちがいないのですが、なぜか心の底からそう思えます。未練はありません。私は私で、恋を教えて貰もらえた事に感謝し、新たな恋を探してみたいと思います」

　まずは、今まで好意を向けてくれた男の子達に、心ない受け答えをしてしまったのを謝罪する事から始めましょうか。

「うわー、なんか枯木ちゃん、表情が柔やわらかくなって、すっごい女の子っぽくなったよ。そしてなんか前向きになっちゃって……うまくまとまりすぎて、私的にはちょっとつまんないな。まあ、君は用済みだからこれ以上ちょっかいかけようとも思わないけど」

「そうしてもらえると助かります」

「だよね。それじゃーね」

「あ、そうです。天上空」

　私は、そっけなく去ろうとした神に向かって声をかけます。

「どしたの？」

「貴女あなたは気付いていないようですから、一つだけ教えてあげますね」

「へえ、何かな？」

　天上空は、余よ裕ゆうたっぷりの表情で私に問いかけます。

「貴女は今の私と同じです」

「ん？　いきなりどうしたの？　私と枯木ちゃんが同じ？」

「そうです……いえ、正確に言うと違いますね。貴女のそれは、私などよりよっぽど強いのでしょう」

「うーん、私も結構もったいぶった言い方するんだけどさ。枯木ちゃんの意図が伝わってこないなあ」

　だったら……はっきり言ってあげましょう。

「貴女は、甘草奏の事が好きなのですね」

「……え？」

　一いつ瞬しゆん……ほんの一瞬だけ、天上空が真顔になりました。

　でも次の瞬間には──

「あはは、随ずい分ぶん面おも白しろい事言うね、枯木ちゃん。でもそれは見当違いだよ。そうじゃなくて、奏君に私を好きになってもらうのが目的なんだ。その為ための計画も……バッチリだしね」

　そう言って、唇くちびるの端を吊り上げる天上空。

「そうですか。それは残念です。何をどうやっても、甘草奏が貴女を好きになる事はないですから」

「へえ、どうしてそう思うの？」

「恋する乙女の確信です」

「ふふ……それはどうだろうね」

　天上空は不気味な笑え顔がおを見せて……一瞬で消え去りました。

　彼女は何かを企たくらんでおり、その内容に絶対の自信を持っているようでしたが、私は全く危機感を抱いだきませんでした。

　彼なら……あの甘草奏なら、どのような妨ぼう害がいが入ろうと自分の想おもいを貫つらぬくでしょうから。

「……ん？」

　そこで、私の脳内にまた、甘草奏の記憶が流れ込んできました。

　私から脳内の選せん択たく肢しが消えた事により、彼とのリンクは断たち切られたはずですが……最後の残ざん滓しなのでしょう。それは非常に断だん片ぺん的かつ不ふ鮮せん明めいでした。

　しかし、はっきりと分かりました。この記憶は、幸せな結末に繫がっていると。

　やはり、私は間ま違ちがっていませんでした。

　どういう仕組みになっているのか分かりませんが、それは未来の光景。

　場面は夜。場所はどこかの神社。そこで甘草奏はいま正に、愛する人の名前を叫ぼうとしていました。

　その女の子の名は──


【十二巻へ続く】









　あとがき




　この十一・五巻から、担当編集さんが二代目Ｉ女史から三代目のＷさんに代わったのですが……Ｗさんも女性です。

　よりによってこの僕の担当が、初代のＹ女史から三人連続で女性……しかもＷさんは入社半年程ほどの新人さんです。

　社会人の皆みなさん。新入社員の女の子と電話でちん○について語り合った事はありますか？　僕はあります。

　学生の皆さん。後輩年下の女の子に、ぼくのかんがえたさいきょうのしもねたを披ひ露ろうして、それはちょっと……と否定された事はありますか？　僕はあります。

　社会人でも学生でもない皆さん。画面の中の女の子にちん○を踏ふまれるのを想像して楽しんだ事はありますか？　僕はあります。

　Ｗさん、これからよろしくお願いします（辞めないでね）。

　とはいえ巻頭でも書いた通り、執しつ筆ぴつの時系列的には最終巻である十二巻の方が先であり、そちらはＩ女史が担当です。これからその最終的な手直しもしますので、Ｉ女史との思い出や感謝の言葉は十二巻のあとがきにて。

　ちなみに、ボツになった怪かい獣じゆうチンモゲラのネタを読んだＩ女史から精神状態を心配されましたが、僕は元気です。

　ここからは謝辞です。

　一いつ葵きさやかさん。長谷はせ見み亮りようさん。齊さい田た博ひろ之ゆきさん。お忙いそがしい中イラストをいただきまして、誠まことにありがとうございました。

　イラストのユキヲさんを始めとして、のうコメに携たずさわっていただいている全すべての方々に感謝を。

　そして、読者の皆様に一番の感謝を。

　刊行状じよう況きようが予定と異なってしまい、誠に申し訳ありませんでした。十二巻は一ヶ月後の二月一日発売予定ですので、もう少々お待ちください。

　前巻で触ふれた新作についても、鋭えい意い準備中ですのでそちらもお付き合いいただければ幸いです。

　それでは、来月の最終巻でお会いしましょう。





二〇一五年十一月　春日部かすかべタケル　　































































この作品は、２０１３年作成の「俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している」ＴＶアニメ化記念書店店頭特別小冊子に収録されたユキヲ描き下ろしマンガです。















































































■口絵イラスト初出




（◇１）（◇２）（◇３）（◇４）

Ｂｌｕ‐ｒａｙ、ＤＶＤ限定版「俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している１～４」パッケージイラスト




（◇５）　「俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している８」Ｂｌｕ‐ｒａｙ付き同梱版パッケージイラスト




（◇６）　スニーカー文庫25周年フェア店舗特典シークレットカード




（◇７）　ザ・スニーカーＷＥＢ掲載　スニーカー文庫25周年お祝いイラスト







■本文初出




「甘草奏の甘くない日常」　ザ・スニーカーＷＥＢ掲載




「俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している　番外編」

『ザ・スニーカーpremium』収録




「ある可能性の話～江戸時代（偽）編～」

Ｂｌｕ‐ｒａｙ、ＤＶＤ限定版「俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している１」特典




「ある可能性の話～二次元ドリーム編～」

『Ｓ　ＷＨＩＴＥ　スニーカー文庫20周年アンソロジー』収録




　本作は右記短編を改題・改稿し、書き下ろし「私自身が、学園ラブコメを全力で拒絶している①～⑤」を加えたものです。

























カバー・口絵・本文イラスト／ユキヲ

カバー・口絵・本文デザイン／伸童舎










俺おれの脳のう内ない選せん択たく肢しが、学がく園えんラブコメを全ぜん力りよくで邪じや魔ましている１１．５








春日かすか部べタケル
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